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本作品の内容はすべてフィクションです。

実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　鹿かの又また累るいと、恋人の涌わく谷や映えい次じとの付き合いはそれなりに長い。

　高校一年生のときのクラスが一緒で、そこで友達になってからは十年、恋人になってからは五年になる。

　はっきり言って、涌谷映次は可愛かわいい。恋人の欲目も多少あるかもしれないが、日本一可愛いと、累は思っている。

　身長は日本人男子の平均よりも十センチ以上は高く、高校までスポーツをしていたので累よりもがっしりとした体つきだ。今は警備会社に勤めていて、暇を見つけては筋トレをしているようで衰おとろえは見られない。それでも、累は自分の恋人がいつも可愛く見える。

　穏やかで照れ屋で、パッと見は迫力があるが、笑うと線になる目はいつも優しげで好ましいし、「気は優しくて力持ち」を地でいくような男だ。

　厚めの唇はキスをするととても気持ちがいい。常に笑顔を絶やさない彼の目が、時折真ま面じ目めになるとどきりとする。

　心地のいい中低音で「累」と呼ばれる瞬間も好きだ。割と落ち着きのある声なのに、恋人である累を呼ぶ瞬間だけは、子供のように無邪気な、そして甘い響きを持っていて、自分が彼にとって特別な存在なのだと思える。「好き」と臆面もなく言ったかと思えば、その直後に照れたりするのも可愛らしい。

　顔や声は勿もち論ろんだが、性格も好ましい。ずぼらな累と違って何事もきっちりしているし、家庭的だ。手先が器用で、料理や日曜大工が趣味で、休日になるとなにか黙々と作っていたりする。累のマンションに置いてある書棚や整理棚は映次の作だ。図工や技術家庭科の授業で３以上の成績を取ったことがない累とは大違いである。

「……そんな風におだてたって、無駄だからね」

　むう、と唇を尖とがらせて、映次は累を見下ろしながら不満を露あらわにする。

　それでも散々累が並べ立てた「好きなところ」に、悪い気はしないようで、口元がちょっと緩んだのは気のせいではないだろう。

「おだててねーし。本当のことだし」

　累は体をもぞつかせながら、ぎこちなく笑ってみせた。映次はほんのわずか顔を顰しかめて、さりげなく腕の下から抜け出そうとした累の肩を押さえ込む。

　学生時代バスケット部に所属していた映次は、累よりも一回り体が大きく、体重は十キロ以上重い。上から押さえつけられると逃げるのが困難で、累は分の悪さを悟って視線を泳がせた。

　寄りかかったり、抱きしめられたりすると心地よい安あん堵ど感を覚えるが、こうして押さえつけられるときは、ちょっと嫌だ。背筋がそわそわとする。唯一この恋人に対して不満があるとしたら、たまにこういうマウントを取るような行為をされることだろうか。

　長身で男性的な映次に対して、累は身長も男子の平均に少し届かないくらいで、体重も軽い。普段は警備員、仕事帰りにはジムに寄る映次と違って、システムエンジニアで延々デスクワークをしているだけの累には体力も筋力もない。押さえ込まれたら敵かなわないだろう、と誇示されているような気がして苦手だ。

「俺が噓うそ言ってるとでも？」

「そうは言ってないけど、この状況で脈絡なくそんなこと言いだす理由もないでしょ」

　この状況、というのは、真っ昼間から自室のベッドの上で、恋人に組み敷かれているという現状のことだ。もう少し具体的に言うならば、累は下半身だけ裸の状態で、恋人である映次の手で既に一度いかされている。自分の出したものと潤滑剤のゼリーで、累の下肢はどろどろに濡ぬれていた。

「それに、累は噓を吐つくときもっと舌が縺もつれるくらい早口になるし、目線があっちこっちいく」

　あまり自覚のない己の癖を言いたてられ、累は閉口する。

　けれど、滑ぬめる太ふと腿ももを摑つかまれたのと同時に慌てて恋人の手を押し止とどめた。

「だ、だって、まだ昼なのにさぁ……」

「別にいいじゃない。俺たち今日二人とも会社休みだし。誰にも迷惑かけてないと思うけど？　それに、どうせ昼から始めたって、なんらかの決着がつく頃には日が暮れてるよ。いつも。だったら昼から始めたって早いことないでしょ」

　なんらかの決着、という言い回しに累は眉根を寄せる。

　映次と累は恋人になってから何度もベッドで互いに触れているが、一度も「挿入」という行為をしたことがない。何度も何度も挑戦しているが、今までどちらがどちらに挿入したこともなかった。

「ほら、足開いて」

　そう言って、映次は累が徐々に閉じかけていた脚の間に、強引に体を割り込ませた。膝を割られた瞬間に、くぱ、と太腿から粘ついた水音がして、いたたまれなくて顔を逸そらす。

「じ、自分のベッドでするのって落ち着かないっていうか……、っ」

　身を屈かがめた映次に耳の下の部分にキスをされて、思わず息をのむ。

「……そう言って、俺の部屋に来たら猫がいて集中できないとか言って逃げたり、猫の相手して逃げたりするの誰だっけ？」

　耳元で、少々苛いら立だちを含んだ声で言われて背筋がぞくんとする。

　それは累のせいではない。甘えてくる映次の愛猫二匹が悪いのだ。

　累は幸いなことに猫たちに気に入られているらしく、遊びにいくといつもにゃんにゃんと甘えてくる。映次も、猫がごろごろと懐なついて来たら中断するのだから同罪だと思うのだが、そんなことを口にしようものなら怒られるのは必至で、累は大人しく口を噤つぐんだ。

「はい、足あ搔がきはもういい？　続きするよ」

「続きって、ちょ、待てって……」

「待たない」

　言いながら、映次は枕元に置いていたボトルを再び手に取った。先程は累の前を弄いじるのに使われたそれを手に伸ばし、映次が尻に触れてくる。

「あっ……」

　逃げる暇もなく、滑りのある液体を纏まとった指が、ぬぷ、と音を立てて累の体の中に差し込まれた。武骨だけど優しい指が平素よりも無遠慮に累の内壁を探る。
















　そうして、累の感じる場所を、慣れた様子で的確に責めてきた。

「う、ぁ……っ、や、え？　やだ、なんで……っ？」

　急激に責めたてられて、累は思わず映次の服を縋すがるように摑んでしまう。

　いつもならもっと時間をかけてようやくそこに辿たどり着くのに、今日は初手からピンポイントでその部分を擦こすられた。心構えもできてないうちに感じる場所に触れる指に、混乱しながら恋人の顔を見上げる。

　映次は微妙な顔をして、更にもう一本指を増やしてきた。

「う……」

「息吐いて。ほら」

　咄とつ嗟さにのみ込んだ息を吐かせるように、映次が啄ついばむようなキスをしてくる。言う通りにしたらもっとやられるじゃねえか、と思いながらも、息を止めてばかりはいられないので震えながら息を吐いた。

「いい子だね。累、リラックスして」

　声音は優しいのに、映次は少々強引に足を開かせた。

　累の体の中に入れた指を抜き差ししながら、微かすかに熱っぽい息を漏らす。

「……好きだよ」

　降り注ぐ声も視線も優しく、そういう風に見下ろされると、累もどうしていいかわからなくて、落ち着かなくなる。呼吸が乱れ、荒くなるのを知られたくなくて、手の甲で口元を押さえた。

「んん……」

　幾度か潤滑剤を足されて濡れた指が、ぐりぐりと累の体の中を広げ、擦る。いつもならもう少し余裕があるのに、今日はすぐに覚えのある感覚が腰骨から滲にじんで来て、累は体を強こわ張ばらせた。

「や、やめろよ、映次」

　情けないことに声が上ずってしまった。

　映次は一度ぴたりと手を止めたが、真顔になってすぐに再開させる。

「なんで？　やだ。やめない」

　彼の声が熱を孕はらんでいて、反射的に身を竦すくませた。

　──……こいつの、こういうとこちょっと怖いんだよ！　いつも！

　いつもは大きい図体の割に穏やかで柔らかな言動なのに、こういうときばかり、映次は固く低い声を出す。なんだか威嚇されているようで、それを気に食わないと思うのに、つい萎い縮しゆくしてしまう自分が情けない。

　更に増やされた指が、累の内壁をぐるりと搔かきまわす。また嫌な部分を撫なでられて、累は映次の胸をたまらずに押し返した。

「や……」

「そんな可愛い声出しても、だめ」

　誰が可愛い声出してるっつうんだよばっきゃろー、ぶん殴るぞ、と怒鳴りたいところであったが、口を開けば変な声を漏らしてしまいそうで、大人しく唇を嚙かんで堪こらえた。体が震えるのがわかって、行き場のない気持ちになる。

「んっ！」

　先程までよりも強く、感じる箇所を押されて、無意識に腰が跳ねてしまった。

　映次は、咄嗟に逃げようとした体を押さえつけるように、いつの間にか兆きざしていた累の性器を握る。中と外を同時に弄られ、累は小さく悲鳴を上げた。

「あ……ぁっ、うー……！」

　映次の指は、器用に累の弱点を責めたてる。この数年で体の隅々までを知られたような気分だ。累はまだ映次の感じる部分がわからないことが多いというのに。

　括くびれた部分を指先で捏こねられ、快感を逃すようにシーツを強く摑む。けれど責め続ける指に、あっという間に追い立てられた。

「ん、ん……っ！」

　映次の大きな手に与えられた快楽に、累は堪え切れず吐精する。軽く仰のけ反ぞりながら達し、ベッドに身を沈めた。

「……はぁ……」

　ほっと息を吐いたのも束つかの間ま、入れられっぱなしだった映次の指が、更に深く差し込まれた。もう一本指が増やされ、先程から散々弄られて敏感になった部分を執しつ拗ように擦られ、累は頭かぶりを振る。

「映次、やめ……ぅあっ！」

「やめない」

「やっ、あ！　……そこ嫌、ほんとにやなんだって、ぇ……っ」

　情けなくも声が湿る。

　映次と恋人になって、初めて触られた場所だったが、本当にそこを触られるのは苦手なのだ。

　男は性器の他にも感じる場所があって、体の中にあるその部分はそのうちの一つなのだという。けれど、そこを愛あい撫ぶされると、射精を伴う慣れた快感とは違う感覚にいつも襲われた。それなのに、体が反射的に強張って言うことをきかなくなる。だから、好きじゃない。

　下腹も張って痛くなるし、なんだか粗そ相そうをしそうな感じもして不安になり、胸が潰れそうになるから嫌だ。

「映次……、や、抜けよ……抜けって」

「累」

　宥なだめるような響きを持った声で名前を呼びながら、映次の指が累の体を暴こうとする。敏感な部分に触れられて、累はひっと息をのんだ。

　腰が逃げを打って自然と上がり、ふるふると震えだす。

「もうや……」

　唇を嚙み、累は顔を逸らす。波立つ目の前のシーツがぼんやりと滲んだ。

　映次の肩に微かに爪を立て、「嫌だ」と重ねると、無遠慮に中を蹂じゆう躙りんしていた指がそっと抜かれる。

「……ぁ……」

　息を吐いて見上げれば、映次が苦虫を嚙み潰したような顔で嘆息した。そして、覆いかぶさっていた体を横へとずらす。

　視界が開けて、ほっと胸を撫で下ろしていると、映次は「あーあ」と大きな嘆声を上げた。

「ほんと、累は狡ずるいんだから。……泣く子には勝てないでしょ」

「だ……っれが泣いた!?」

「累でしょ」

　呆あきれたように、けれど優しく言葉を重ねて、映次が身を起こす。そして、床に落ちていたシャツと下着を拾って身に着け始めた。

「あれ、映次はまだ……」

　ちらと彼の腰元に視線を送る。

　累とは違い、まだ一度も達していない映次のものは張りつめていて苦しそうだ。

　今度は自分の番だろうと手を伸ばしたが、触れる直前で手首を摑んで阻まれる。瞬まばたきをして映次の顔を見れば、重苦しい溜ため息いきが落とされた。

「……しなくていい」

「なんでだよ！　お、俺ばっかりあんな恥ずかしいかっこさせられたんだから、お前だって……──」

　不意に投げられた視線に、累はびくっと身を竦める。

「……恥ずかしい、ね」

　いつもよりも一段低い声で言って、映次が累に一いち瞥べつをくれる。その眼光の鋭さに気まずくなって、累は思わず視線を逸らした。また、溜息が聞こえよがしに落とされる。

「別に無理しなくていいよ」

「無理って、俺は別に……映次！」

　累の手首を離し、映次はさっさと立ち上がって部屋を出て行ってしまう。一度も振り返らないまま、音を立ててドアを閉めてしまった。

　──なにあれ……。

　折角やってやると言ったのに、なにを臍へそを曲げているんだとむっとした。

　イライラとしながらタオルで後始末をしていると、映次が戻ってくる。

　股間の様子から察するに、どうやら一人で抜いて来たらしい。それにまたかちんと来てしまう。

　──そりゃ、俺は不器用だけど。俺より自分の手のほうがいいってことかよ。

　それはあまりに恋人甲が斐いがないんじゃないのかと、累は映次を睨にらみつける。

　やけに腹が立ってしまうのは、己の気まずさの裏返しでもあることは、自覚していた。

　だが自分ばかりが痴態を晒さらし、映次は自己完結してしまうなんて狡いとも思ってしまう。

　そんな不満を露わにしたせいか、映次は眉を顰ひそめて、こちらへと歩み寄ってきた。真剣な面持ちでベッドに腰掛けるなり「座って」と命じて来る。

　素直に聞くのも癪しやくで、累は少し距離を取ったところに胡坐あぐらをかいた。

「累。俺と付き合って今年で何年目か覚えてる？」

「……覚えてるよ。馬鹿にすんな」

「してないよ。何年？」

　答えてと、やけにフラットな声で話しかけられ、いつもと違った様子に動揺しながら口を開く。

「……五年」

　恋人になってからの五年間、喧けん嘩かも時々しながらもそれなりに仲睦むつまじくやってきたと、累は思っている。

　改めてそんなことを問われると、映次は違ったのだろうかと不安になり、ちらりと恋人の表情をうかがった。映次はいつも通りの穏やかな顔をしている。

「そう。五年。で、ベッドに一緒に入ったのは何回？」

「覚えてねえよ、そんなの。映次はいちいち数えてるのかよ」

「数えてないよ。……つまり、それくらい何度もこういうことをしてるわけでさ。──どうしていつまでもさせてくれないの？」

　その言い草にむっときて、累は映次を睨みつけた。

「──それは俺の科白せりふだ！」

　累が絶叫すると、映次はぱちくりと目を瞬かせる。

「……えっと、累は俺に入れるつもりだったの？　まだ？」

「まだってなんだ！　今日はお前が先攻だっただけだろ!?」

　ぎりぎりと睨みつける累に、映次は首を捻ひねった。

「いや、先攻も後攻もないでしょ」

「なんでだよ！　いつの間に俺が下で決め打ちになったんだ！」

「俺が累を抱きたいからに決まってるじゃない」

　きょとんとした恋人の顔は可愛いが、なかなか勝手な論理に累は眉を寄せた。「なにを言ってるんだ」とこちらがおかしいのだと言わんばかりの態度に、ますます腹が立つ。

　男女ならば、自然と上下が決まるだろうが、累と映次は男同士だ。それならば「どちらが上か」は決定事項ではない。

　最近は流されるままに指を入れさせていたが、累の中では確定はしていないはずであった。

「あれか？　お前のほうが俺より体格がいいから俺が女役って言いたいわけか」

　どうなんだと詰めよれば、映次は慌てるでもなく嘆息した。

「……ねえ、この不毛なやりとりまだやるの？　女役とかじゃないよ。俺たち男同士じゃない。まだ、女の子の代役だとか言うわけ？」

「不毛って、俺は」

「どうなの。俺が累を女の子扱いしてるって、本気で思ってる？」

　問い返されて、累は唇を嚙み締めた。自分が怒っていたはずなのに、いつの間にか形勢が逆転していて悔しい。

「累」

　尖った声で促され、累は顔を背ける。

「……便宜上女役って言っただけで、そういう意味じゃない」

　ただ、自分が抱かれることに納得がいかないのだ。

　映次とは、過去に一度、この件で大喧嘩をしたことがある。

　大喧嘩をしたことは一度や二度ではないのだが、初めてセックスをしようとした際に当然のように押し倒されて、「俺を女扱いするな！」と激怒して、「なんで累を抱こうとして、女扱いってことになんの!?」と逆に怒鳴り返されたことがあったのだ。

　女性の代わりにしたいということではなく、好きだから抱きたいのだと真正面からかき口説かれ、喧嘩中だというのにどきりとしてしまったのは否定しない。だが、だったら抱くのが累でもいいのではないか、という疑問も湧いた。

　累のほうが細く、映次の体格のほうが大きいので、単純に考えれば累のもののほうが入れやすいはずなのだ。

　そのはずなのだが、累は映次ほど器用ではないこともあり、いまだに指一本が精いっぱいで、それすら入らないときもあった。

　──そういえば、最後に映次に指入れたのっていつだっけ……？

　すぐには思い至らないくらい前の話だ。少なくとも今年に入ってからは、一度もないのではなかろうか。

　そんなこんなで、映次の後ろの開発は恋人関係になって五年経たった今も遅々として進んでいない。

　累はといえば、ご覧の有様である。

　累が先攻の場合は指一本が入るか入らないかというところで終わって交代し、後半戦は映次にいいようにされる。

　映次が先攻の場合は泣きが入るまで弄られるせいで累はぐったりしてしまい、攻守交代する元気がないままに終わってしまうのが常だ。

　そんな実地込みの協議を何度も続けたまま、今日に至る。

　結果は今のところ出ていない。はずだ。──だから、どちらがどちらを抱くのかはまだ決まっていない。はずなのだ。

「そういう意味じゃないならどういう意味？　さっきだって、嫌々やってやるみたいなこと言うし」

「嫌々なんて言ってないだろ」

「自分ばっかりが恥ずかしい思いをするから嫌だ、って言っただろ。なんで恥ずかしいの？　というか、累は俺に恥ずかしい思いをさせたいから、セックスするわけ？」

　そういうつもりはなかったが、聞きようによってはそうかもしれない。ぐ、と言葉につまりながらも、累は映次を睨み返した。

「じゃあお前はなんで俺に抱かれたくないんだよ!?　なんで俺が抱くんじゃダメなわけ!?」

　勝手に上下を決めるなと喚わめけば、映次は右目を眇すがめた。

「向き不向きってもんがあるでしょ」

「やってみないとわかんないだろ!?」

「わかるだろ。俺は受け身に向いてないし、累はそれを解ほぐすスキルと器用さがない。俺、累が何回『指折れる』って言ったの聞いたか」

「う……」

　確かに自らが発した覚えのある情緒のない科白を突き付けられて、累は咄嗟に反論できない。

　鍛きたえていることもあってか、映次の体は色んなところが固い。映次の中に苦心して指を入れても、解すどころか括約筋に指が折られそうだと撤退するばかりだった。

「だ、だからそれは、俺だって練習すれば……」

「──って言うから、俺は五年待ったよ。最近は入れたいとか言わなくなったから、受け入れてもらったもんだと思っていたんだけど」

「なわけねーだろ馬鹿！」

　咄嗟に暴言を吐いてしまい、睨まれてはっとする。累は委縮して、もぐもぐと口を噤んだ。

「だから、俺は俺なりに、累の心の準備ができるまで、我慢したつもりだよ」

「我慢って……」

「我慢だよ。怖いっていうから深追いはしないようにしたし、まして無理矢理捻ねじ込むような真ま似ねだってしなかっただろ」

　不穏な科白を吐く映次に、累は啞あ然ぜんとする。

「だ、だって」

　言い訳をするための接続詞を口にしたはいいものの、後が続かない。

　黙りこくった累に、はあ、と映次は今日何度目かになる息を吐く。

「……本当に、累が抱きたいと思ってるなら話は別だけどさ」

「は？」

　さっきから、それこそ何年も前から主張していることを、さも今はじめて聞いたように言う映次に、カッとなってしまう。

　累のことばかり責める癖に、自分はどうなのだと累は歯を剝むいた。

「お前、全然俺の話聞いてなかったんだな!?　恋人のくせに！　俺が昔っから何回この話を──」

「そうじゃないよ」

　前のめりになって嚙みつこうとした累を、映次は遮る。

　怒っているというより、諦観したような目をする映次に累は口を噤んだ。けれど、ここでごめんと謝ってしまったら、映次の言い分を全部飲み込んだことになるような気がして言えない。言いたくなかった。

　ぴりぴりとした空気の中、睨みあう直前で視線を解ほどいたのは、映次のほうだった。

「……もういいよ」

　諦めたような呆れたような声に、かちんとくる。

　そうじゃないって、もういいってなんだ、と累が問うより先に、映次はくるりと背を向けた。

　テーブルの上に置いていた携帯電話を持って、ドアに向かって行く。それを見送りかけ、はっとして累は声を上げた。

「どこいくんだよ。まだ話は」

「ちょっと頭冷やしてくる」

　映次は、こちらも見ずに素気無く答える。

　ばたんと音を立ててドアが閉まり、取り残された累はぶすっと頰を膨らませた。

　いつもなら口喧嘩で負ける累のほうが出ていくのがお約束だったのに、今回は先を越されてしまった。

　累が動いたときは決まって映次が追いかけて来てくれるのだが、今日は彼のほうが出て行ってしまったので、へそ曲がりの自分は追いかけることができない。

　映次はそれすら計算していそうで、自分がまるで掌てのひらで転がされているような気がして、悔しい。

「なんだよあいつ……むかつく！」

　行き場がなくなった怒りを、累は思い切りクッションにぶつける。ベッドの上でそれを何度も殴打し、そして息を吐いた。

　──なんで俺が抱くんじゃ駄目なんだよ。

「……一緒にいるだけじゃ、駄目なのかよ」

　そんな疑問が浮上し、自おのずから「駄目だろう」と結論づける。

　触れ合いたいのは、累も同じだ。触りたいし、キスしたいし、抱き合いたい。

　やっぱり、恋人である映次のことが好きだからだ。触れ合えば、気持ちがいいし幸せになる。

　──……でも。

　いっそ、映次となら一緒にいるだけでもいい、と思っているのも本当だ。無理にセックスをしなくても、いい。

　抱かれるのには、強い抵抗感がある。

　正直なところ、最後まで致していないのではっきりと断言はできないが、映次は上う手まい部類に入ると思われる。

　元々手先が器用で、何事もそつなくこなすタイプだった。映次に触れられると、自分でも驚くくらい感じることがある。

　反して累はというと、昔から不器用であり、当然のように愛撫も下手だった。映次はそれについて文句を言ったことも馬鹿にするような言動を取ったこともないが、感じてくれたことはないのだ。

　それなりに頑張って触ったり吸ったりしてみるのだが、映次の体が、累がそうされるときのように蕩とろけることはない。

　映次は累と違って、最中に抵抗するようなことはないので、本当ならやりやすいはずなのにも拘かかわらず、だ。

　映次の言うように、向き不向き、というのがあるのだろう。きっと。

　──でも、心が納得できない。

　毎日のように好きだと言ってくれる映次が、累が言えばなんでも譲ってくれる博愛精神の持ち主でもある恋人が、どうして譲ってくれないのかもわからない。

　好きだから抱きたい。そう言う彼に、自分だって好きなのだと訴えても受け入れてもらえないのが、悲しい。

「……俺のこと、好きだとか言うくせに、なんでだよ」

　問いかけは、相手がこの場にいないために空むなしく宙に消える。

　なんだか泣きそうになって、累はぎゅっと目を瞑つぶった。













　いつの間にか待ちくたびれて眠っていたらしい。ベッドの上でぼんやりと目を覚ますと日がすっかりと落ちていた。

　目を擦って上体を起こし、電気を点つける。映次が置いて行った上着が、まだ同じ場所に放り投げてあった。まだ戻ってきていないようだ。

　頭を搔いて、累は大きく欠伸あくびをする。

「……あいつ、どこまで行ったんだ」

　充電器を挿しっぱなしの携帯電話で時刻を確認すると、彼が出て行ってから四時間も経っていた。寝ている間に、映次から連絡が来た形跡もない。

　あのまま、彼は自宅へ帰ってしまったのだろうか。上着も置いたまま。

　──引っ込みつかなくて取りに戻れないのかなあ。

　喧嘩をすると飛び出すのはいつも自分の方だったので、映次は戻るタイミングがつかめないのかもしれない。

　そんな恋人を想像してちょっと微笑ほほえましく思っていたが、ふといやな想像が過よぎって唇を嚙む。

　──それとも、本気で怒った……とか。

　その可能性もあったけれど、この程度の喧嘩なら日常的にしているじゃないか、と自分に言い聞かせながら、累はベッドを降りた。

「携帯は持ってった、よな……」

　この部屋を出るときに、確かに携帯電話は持って行ったはずだ。充電器から携帯電話を抜き取り、映次に電話をかける。

　どこにいるんだよ、さっさと帰ってこいよ、飯にしよう。

　その程度の言葉で、自分のばつの悪さは映次に伝わるだろうし、映次も長いこと不機嫌は引っ張らない。

　そうしたら、戻ってきた映次といつものように近所のラーメン屋で夕飯にしよう。お詫わびにおごってやるのだって、やぶさかではない。そう思いながら、電話のコール音に耳を傾ける。

　──……あれ？

　随分と長いこと鳴らしているが、映次が出る気配がない。そのまま留守番電話サービスに接続されてしまい、一旦電話を切った。

「……なんだよ」

　バイブにしていて気が付かないのか。──それとも、累からの電話には出たくないということなのか。

　そんな考えに思い至って、ざっと血の気が引く気がした。慌てて、もう一度電話をかける。

　いつもなら殆ほとんど鳴らさずに、映次は電話を取る。それなのに、コール音は鳴り続けた。

「なんでだよ。出ろよ馬鹿」

　相手に届くはずもない文句を、呟つぶやく。それくらい、不安だった。

　いつも通りの喧嘩だと思っていたのは自分だけで、映次の方は本当に愛想を尽かしてしまったのかもしれない──そんな思いに囚とらわれ、累は前のめりになった。

　留守番電話に繫つながる前に再び電話を切り、すぐにかけ直す。

　なにやってんだ、早く出ろよ、と怒鳴ろうと口を開いた瞬間に、ふとコール音が途切れた。

『──もしもし』

　だが応答したのは映次ではなかった。

　今まで聞いたこともない若い男性の声に、累は一瞬頭が真っ白になる。

　最初に思ったことは、もしかして別の番号にかけてしまったか、ということだった。次いで、もしかして累をほったらかして誰か他の男と一緒に遊んでいるのでは、という疑いが首を擡もたげた。

　浮気。

　そんな二文字が過り、全身の血の気が引いていく心地がする。いくらセックスの途中で諍いさかったからといって、すぐに別の男に走るなんていうのはどういう料りよう簡けんなのか。

　今まで映次は──勿論累も──浮気などしたことはない。だからこそ、余計に冷静さを欠いて、ただぱくぱくと口を開閉させた。

　けれど、黙り込んでしまった累を不審に思ってか、相手のほうから話し始める。

『この携帯電話の持ち主の男性のお知り合いですか？』

　誰すい何かしかけた言葉より早い、電話の向こうからの問いに、累は口を閉じた。

　浮気相手が、こんな持って回った言い回しをするだろうか。だが、代わりに携帯電話を取るような知り合いでも、こんな遠回しな表現はしない気がする。

　じゃあ、相手は一体誰なのか──そんな疑問を抱きながら、累は応じた。

「あの……、ゆ、友人ですけど」

『失礼しました。──警察の者ですが』

　そちらは、と訊きく前に無機質な声で返ってきた言葉に、累は目を瞠みはる。

「え──」

　予想していなかった相手の素性に、しばし言葉を失なくす。

『実は、先程こちらの携帯電話の持ち主である男性が事故に遭われまして』

　更に続いた科白に、累は絶句した。だが、警察官はこちらがどういう対応であっても慣れているようで、淡々と話を進めた。

　彼の言うところによると、二時間ほど前に、信号待ちをしていた映次にバイクが突っ込んで来たとのことで、彼は現在意識不明で、病院で治療中だという。

　だが映次は財布も持たずに出て行ってしまったため身分証などを携帯しておらず、身元がわからず困っていたらしい。

　できれば家族と連絡が取りたいのだが、と言われたが、映次の血縁者の連絡先を累は知らない。ひとまず病院の所在地を聞き、免許証や保険証の入った彼の財布と、入院に必要だと思われるものを抱えて急行した。







　足がもつれそうになりながら受付に駆け込むと、「ご家族の方ですか」と訊かれ、返事に窮してしまった。

　怪け訝げんそうにする職員に、累はしどろもどろになりながら頭を振る。

「いえ……あの、友人です」

「ご家族の方と連絡を取ることは可能ですか」

「……いえ」

　映次とは高校生の頃からの付き合いだが、彼はもともと家族との折り合いがあまりよくないようで、累を実家に呼ぶこともなければ、家族の話をすることもなかった。だから、実家の電話番号も住所も、累は知らない。恐らく、その遠因には累の存在があって、累が傷つくようなことを映次はしないし、望まない。だから、累もそれをつつくことはしてこなかった。

　職員は急に黙り込んだ累に対して特に訝いぶかることもなく、荷物を受け取ると「ご苦労様でした」とだけ言った。

　てっきり病室まで連れて行ってもらえるものだと思っていたので、累はぎょっとしてカウンターに身を乗り出す。

「あの……！　映次の見舞いって」

　職員は察したように微かに目を瞠り、それから気まずげに微笑んだ。

「すみません。涌谷さんは今、集中治療室に入っていて、面会謝絶なんですよ」

「集中治療室……」

　そんなに、容体は思わしくないのだろうか。

　ほんの数時間前まで、同じ部屋にいて、ベッドの上で喧嘩をしていたというのに、急になにもかもが変わってしまって頭が付いて行かない。

「あの、じゃあ、廊下とか、待合室みたいなところで待ってちゃ駄目ですか」

　必死に言い募ると、職員はどうしたものかというように眉を寄せる。

「……治療がいつ終わるかわからないので」

「じゃ、邪魔はしないので、あの、何時間でも待ちますんで」

　食い下がる累に、職員はあからさまに「困った」という顔をした。

「そろそろ一般のお見舞いの時間も終わっちゃうんです。ご家族なら残ってもらうこともできるんですけど、すみませんが」

「……家族、なら」

　累が待てるかどうかは問題ではなく、待っていられると病院が困る。そういうことだ。

　家族ではないから駄目だという言葉に、累は目の前が真っ暗になった。

「明日以降なら面会時間に来れば会えますから。ただ、経過によっては遠くからお顔を見るくらいだと思いますが」

　職員の声が、随分と遠くに聞こえた。その言葉はフォローのつもりだったのかもしれないが、なんの救いにもならなかった。

　ただ、あれほど近くにいた映次のそばに、自分が行くことができない、という事実だけが残っている。

　忙しいのか、職員は黙り込んだ累に再び声をかけることもなく席を外してしまった。

　とにかく、今は映次の顔を見ることはできない。自分には、その資格と権利がないのだ。

　累は、映次の家族ではないから。

　現実をつきつけられ、茫ぼう然ぜんとしながら累はよろよろと病院を後にした。

　帰りは急ぐ必要もないので、病院の最寄り駅から電車に乗って帰宅する。行きのタクシーの中ではもどかしいほど時間を感じる距離だったのに、帰りはあっという間だった。

　気づけば自宅まで戻ってきていた累は、ぼんやりとしたままマンションのドアに鍵を差し込む。

　よっぽど急いでいたせいか、鍵を閉めるのを忘れていたらしい。開錠したつもりが施錠してしまっていて、もう一度鍵を差し込んだ。

　ドアを開くと、電気は点けっぱなしで、まるで空き巣に入られたように部屋が雑然としていた。映次の上着は、相変わらず放り投げてあるままだ。

　さっき持っていくのを忘れてしまったのだ。のろのろと歩み寄り、自分のものよりも２サイズ大きい彼の服を抱きしめる。

　残り香に、ぎゅっと胸が締め付けられ、苦しい。

　──さっきまで、ここにいたのに。

　映次が戻ってきたら、仲直りして、一緒にラーメンでも食べに行って、キスをして、同じベッドで眠るはずだった。そんないつも通りの一日になるはずだったのに。もしかしたら、昨日までより、今までより、少し進展したかもしれない。それでも、いつも通りの時間を過ごすはずだったのに。

　それなのに、映次がいない。

　改めて突き付けられた事実に、肌が粟あわ立だつ。累は慌てて映次の服を放り投げた。

　逃げるように、ベッドにうつぶせに倒れ込み、シーツを握る。

「……あんなくだらないことで、喧嘩なんてするんじゃなかった」

　意地なんて、張るのではなかった。そうすれば、映次が部屋を出ていくことはなかった。映次が事故に遭うことはなかった。死線をさまようことはなかった。あのとき引き留めていれば、ほんの少しでも、もう少しだけでも、会話を重ねていれば、あと少しだけ映次を受け入れていれば──。

　詮のない後悔が後から後から浮かんできて、けれどどれほど悔やんでも映次が戻ってくるはずはなくて、累は奥歯を嚙みしめる。

　じわりと滲んだ涙がシーツに落ちた。慌てて拭っても、とめどなく溢あふれて来て、累は手た繰ぐったブランケットに顔を埋うずめる。

「映次……」

　ごめんと謝っても、彼には届かない。泣いても、時間は戻らない。

　布が涙を吸っていく。それでも、絞れるほど流さなければ満足できないとばかりに涙は止まらなかった。

　こうしてめそめそとしていると、嫌なことばかり考えてしまう。それが現実になりそうで、却かえって怖くなり、頭を振って嫌な想像を散らす。だが不安はとめどなく押し寄せてきて、累を苛さいなんだ。

　今はただ、彼が無事に意識を取り戻すことだけを願うしかないのに、それすらもまっとうにできない。

　朝になったら、映次が戻ってこないだろうか。目が覚めたら時間が巻き戻っていないだろうか。そんな無意味な妄想すらしてしまう。

　そんな中で思い出すのは映次の笑顔ばかりで、それが辛つらくて涙腺が壊れた。

「──……なんか泣いてるけど、どうする？」

「どうするって言ったって、こちらにも都合があるんだ。関係ない」

　なんだかやけに近いところから話し声がして、ブランケットに顔を埋めたまま眉根を寄せる。先程は気が付かなかったが、テレビまでも点けっぱなしにしていってしまったのだろうか。

「はー……お前、ほんとひどいよね」

「ひどくて結構。己の使命をおろそかにしてまで気にすることじゃないな」

「最低。可哀かわい想そうじゃん、なんか知らないけど泣いてんだから」

「はあ？　……そうか、お前にとっては忠義より彼を慰めることのほうが優先すべきことなわけだな。ほう」

「誰もそこまで言ってないだろ。なんでお前いちいちそういう言い方するわけ」

　ここで一人で落ち込んだり気を揉もんだりしても仕方がないし、いっそテレビでも見て時間が過ぎるのを待とうかと、累はのろのろと身を起こした。

「あ、起きた」

「……え？」

　まるでこちらの動きとリンクするような科白に、累は目を瞬かせる。

　そしてふと視線を投げると、テーブルの前に見知らぬ青年が二人立っていて、度肝を抜かれた。しかも、二人とも土足だ。思わず彼らの顔と足元に、視線を何往復もさせてしまう。

　右手に立っているのは、全身黒ずくめの、健康的に日焼けした青年だった。青年、というには少々幼さの残る顔立ちで、高校生くらいに見える。顔は純日本人の男子という感じなのだが、虹こう彩さいが灰色のような薄青色のような不思議な色味だった。どこかで見たような色だったが思い出せず、首を捻る。

　そしてその隣、左手に立っているのは、右手の彼とは対照的に白い衣装を身にまとった青年だった。こちらは黒色の少年よりも上背があり、外国人のような目鼻立ちのはっきりとした美しい男だ。髪はまるで作り物のような白色で、それを緩く一つにまとめている。虹彩は、人間には有り得ない金色をしていて、美しいが異様なその容姿に累は思わず後ずさった。

　二人とも多少のデザインの差はあれど似た服装をしているのだが、随分と印象が違う。色違いだから、というだけではないだろう。累と映次ほどに違う体格差と、黒い少年が幼く闊かつ達たつそうで、白い青年のほうが落ち着きがあって優雅さを感じさせる、という雰囲気の違いも大きい。

　そして二人とも共通して異様なのは、頭に三角の獣のような耳が付いていることだ。

　二人の出いで立ちの奇妙さも、不法侵入であることも、どちらにも驚いてしまって累は声が出せない。

　そんな累の様子に二人は目配せをし、そして同時に手を広げた。線対称に、彼らのマントが翻ひるがえる。

「黒！」

「白！」

「あなたの好みは、どーっち？」

　声を合わせた二人を見つめ、累は取り敢あえず「はあ？」と盛大に首を傾かしげた。













　なんじゃそりゃ、とツッコミを入れた瞬間に、目が覚めた。

「……恋人の一大事に、なんつーくだらない夢を見てるんだ俺は」

　現実逃避にしてももう少しなんとかならなかったのかと、累は天井を眺めながら深々と溜息を吐いた。

　目の周辺は涙でばりばりになっていて、昨晩、泣きながら眠ってしまったらしい、と察する。顔も火ほ照てって、浮む腫くんでいた。

　身を起こし、目を擦る。

　どこからどこまでが夢だったのかは覚えていないが、悲しいことに自分の恋人である映次が交通事故に遭った、というところは現実らしい。どうせならそこから夢だったらよかったのに、と落胆しながら洗面所へと向かった。

　泣きすぎて腫れた顔を冷水で洗い、鏡を覗のぞく。自分でも笑えるくらい、ひどい有様だった。一応睡眠はとっているはずなのだが、夢見のせいか顔色も悪く、まだ頭がぼんやりとする。

　先程の夢は頭の隅に追いやり、歯を磨きながら携帯電話で映次が運ばれた病院の面会時間を調べる。

　土日や祝祭日も十二時から二十時までは見舞いに行けるらしい。けれどそこに「患者さまの病状により、面会時間の制約・面会のお断りをする場合もございます」という注意書きがあって、眉を顰めた。

　昨日、病院で「家族ではないから」と断られた事実が蘇よみがえる。

　映次の容体がここに該当しないことを祈りながら、累は口を濯すすいだ。













　そんな心配は杞き憂ゆうに終わり、病院を訪れた累は、あっさりと映次のいる病室を案内してもらえた。

　廊下に並ぶ部屋の番号を見ていると、伝えられた部屋番号の少し手前に「ＩＣＵ」と書かれた病室があってどきりとしたが、映次がいたのは一般病棟だったのでほっとする。

　病院内独特の、少しすっぱいような匂いに鼻を擦りながら、映次のいる小さな病室を覗いた。

「……映次？」

　小声で呼びかけてみるが、返事はない。

　病室の入り口から見えるベッド横のテーブルの上には、見舞い品らしいお菓子の詰め合わせが置いてあった。もう誰か見舞いに来たのだろうかと、恐る恐る、病室に足を踏み入れる。

　映次、と再び声をかけながらベッドを見て、累は息をのんだ。

「──」

　ベッドに横たわる映次は、痛々しかった。頭には包帯や絆ばん創そう膏こうがあって、精せい悍かんな顔にもいくつか擦り傷がある。
















　そして、バイクとの接触が原因なのか、利き手を骨折していた。

　満まん身しん創そう痍いの姿がショックで、よろめきそうになる。ごくんと唾を飲み込んで、累はゆっくりとベッド脇に歩み寄った。

　息を止めて耳を澄ませると、彼の微かな息遣いが聞こえて安堵する。生きている、それだけは確かだが、そんなことしかわからないのが不安で堪たまらなかった。

「……映次」

　呼びかけても、瞼まぶたは動かない。長い睫まつ毛げが頰に翳かげを落として、実際以上に映次の顔色を悪く見せている。

　触れてもいいものかわからなくて、なんだかちょっとしたことでも壊れてしまいそうに見えて、結局差し出しかけた手を引っ込めた。

「こんにちはー」

　突如声をかけられて累は弾はじかれるように顔を上げる。

　母親くらいの、年輩の看護師が累を見て微笑み、ごめんなさいねと声をかけてきた。慌てて避よけると、映次の左腕に繫がった点滴のパックの交換を始める。

　累は、映次の右手側に移動した。

「お友達？」

「……はい」

　先程まで映次の職場の人たちが来ていたのだと、看護師が教えてくれる。傍からわらの見舞い品は、恐らくそのときに持ち込まれたものなのだろう。

　映次は警備員として働いていて、同僚ともとても仲良くしている。きっと、彼らも今回のことでとても心配しているに違いなかった。

　色々な年齢層の男性たちだが、一緒に花見に行ったり、旅行に行ったりと睦まじい。写真を度々見せてもらったが、最年少の映次が可愛がられているのが伝わってくるのだ。

　勿論、映次は彼らに男の恋人がいるなんて話はしていないだろう。

　友達だと名乗ればいいだけなのだが、なんとなく鉢合わせしなくてよかったと、内心胸を撫で下ろす。安堵する半面、昨日「家族以外は駄目だ」と断られたときのようなやるせない気持ちに襲われた。

「あの……映次は大丈夫なんですか」

　累の問いに、看護師は微かに表情を曇くもらせる。

「峠は越えたから、一応大丈夫」

　一瞬不安になったが、返ってきたのは案外と明るい言葉で、ほっと胸を撫で下ろした。昨晩は集中治療室にいた映次だったが、日付が変わる前には容体が安定し、この一般病棟へ移されたらしい。

　一人部屋なのは運よく病室が空いていたからなのよ、という話の笑いどころはよくわからなかったが、累はそうなんですかと合わせて笑った。

　なんにせよ、思ったよりも重篤ではないらしいと知って安堵する。

　けれど看護師はすぐに浮上した累のテンションを突き落とした。

「でもねえ、自発呼吸はしているんだけど、まだ目が覚めないのよね」

「え……、あの、それって、意識不明ってことですか」

　単純にまだ寝ているのだと思ったら、昨日から一度も目を開けていないのだという。

　そんな言葉に、さっと血の気が引く。

「事故のときにちょっと頭を強く打ったみたいで」

「あの、あの……っ、ちゃんと、起きますよね。目、覚ましますよね」

　つい縋るような声音を出してしまった累に、看護師は少々困り顔で笑った。

「ごめんなさいね。私にはちょっと、わからないわ」

「あ……そうです、よね」

　もう一度ごめんなさいね、と謝って看護師は自分の仕事を終えると病室を出て行ってしまった。

　快復するかどうか、そんなことを訊かれても、看護師にも、医者にだって、きっと明確にはわからないことなのだろう。冷静になれば誰にもそんな見立てをできるはずがないとわかっていたのに。

　看護師も、そういった答えようのない問答には慣れているのだろう。特に狼狽うろたえる様子もなかった。

　傍らに置かれたパイプ椅子に腰を下ろし、ただ目を閉じているだけにも見える映次の顔を見る。

「映次」

　呼びかけても、睫毛が震えもしない。

　聞こえている？　それとも聞こえていない？　もう一度名前を呼んでみたが、反応は変わらなかった。

　累をその瞳に捉えるときは柔らかい笑みを作る顔は、今は表情もない。累、と呼ぶときに緩む頰に付けられた痛々しい擦り傷に、そっと手を伸ばして触れてみる。

　やはり、映次からはなんの反応もなかった。けれど、その温かさにほっとする。

「……映次、ごめん」

　謝るな、と映次は怒るかもしれない。それでも、自分のせいで、という思いが消えない。

　いっそ自分と出会わなければ、とまで思ってしまったことに、累は歯嚙みした。

　ふと視線を横に流すと、昨晩累が持ってきたものとは違うタオルやカップ、ボックスティッシュがサイドボードに置かれていた。

　──……誰が、持ってきたんだろう。

　昨夜累が届けた映次の財布の中には、免許証や保険証が入っていたはずだ。

　家族と連絡が取れたのなら、これらを用意したのは映次の家族だろうか。

　自分が用意したものはどうしたのだろう。そんな疑問が湧いた。けれど、出ない答えを探るのはやめにする。それを知ってしまったら、自分の精神がさらにダメージを受けるような気がした。

　累は唇を嚙みしめ、腰を上げる。

　今日も、彼の家族は来るのかもしれない。ならば、自分はあまりここに長居しないほうがいいのだろう。

　眠っているように見える映次の顔をもう一度覗く。

　映次と、家族の話をしたことは、数えるほどしかない。

　彼の家族には負けない。負けたくない。そう思っていたけれど、こうして己の立場を思い知って心は不安定に揺れた。そして、彼の家族もまた、自分と同じように思っていたのではないかと思い知る。

「……──映次」

　目を覚まして。早く。

　そんな願いを口にすることもできずに、累は病室を後にした。

　共通の友人に映次の事故をメールやメッセンジャーアプリで知らせる。どうなんだ、大丈夫なのか、と次々戻ってくる返信に、答えられる範囲で一つずつ対応していく。二人の関係を知っている者も多く、累のことを心配してくれる言葉も沢山返ってきた。有り難いけれど今は後ろめたさと後悔が勝って、また泣きそうになる。

　洟はなをすすりながら、「猫どうするの」というメッセージを見てはっとした。

「──あ」

　映次は、一人と二匹暮らしだ。黒猫と白猫をそれぞれ一匹ずつ飼っている。

　両方とも彼が知人からもらい受けたもので、黒猫のほうは小柄な雑種、白猫のほうはチンチラという種類の猫だ。

　黒猫は人ひと懐なつっこく、客が来ると好奇心旺盛に寄ってきては盛大に甘えてくるタイプで、白猫のほうは飼い主である映次にもあまり近寄らず、時折「撫でてもよいぞ」とばかりに膝の上に乗ってくる女王様タイプである。

　映次は番つがいにして更に猫まみれになることを夢見ていたようだったが、生あい憎にくと二匹とも雄だったので、その願いは叶かなわなかった。

　もっとも、たとえ雌雄だったとしても二匹の仲はあまりいいとは言えないので、そもそも無理だろうと累は思っていたのだが。

　子猫が見られないことは残念そうだったが、飼い始めから既に飼い主バカになっていた映次は、時に累が嫉しつ妬とを覚えるほどに二匹の猫を可愛がっていた。

　可愛がっている割に、白猫の名前は「シロ」、黒猫の名前は「クロ」という安直さで、愛情が見えないとよく揶揄からかったものだ。

　──あいつらのエサ……忘れてた。

　一日で餓死はしないだろうが、それでも心細い思いをしているに違いない。

　合鍵は持っているので、そのまま映次の自宅へと直行する。

　数駅離れた場所にある映次のマンションのドアを開けると、中から黒猫と白猫がそれぞれ寄ってきて「にゃあ」と鳴いた。クロは必死に累の足にしがみつき、みゃうみゃうと請うように鳴き出す。一方のシロは、イライラとした様子で、無言のまま尻尾しつぽを揺らした。両方とも、言いたいことは「腹減った」なのだろうが、まったくアプローチの仕方が違うので笑ってしまう。

「悪い、腹減ってるだろ。今用意するからな」

　声をかけると、まるで返事をするように二匹は鳴いた。

　リビングのエサ入れと水入れは両方とも空だ。それらを一杯に満たしてやると、二匹はものすごい勢いで顔を突っ込む。

　よほど腹が減っていたのだろう。いつもならシロが体格を活いかしてクロを押しのけたり、クロが応戦してシロご自慢の毛並みを滅め茶ちや苦く茶ちやにしたり、という攻防が繰り広げられるのだが、今日は互いに食べるのが先決のようだ。

「まあ、とにかくお前らが元気で安心したよ」

　しゃがみこんでそんなことを言う累に、二匹は目もくれない。

　──……ん？

　エサ入れに顔を入れる度にぴこぴこと動く、白と黒の三角の耳に、昨晩見た変な夢を思い出した。もしかしたら、無意識下にこの猫たちのことが引っかかっていて、あんな夢を見たのかもしれない。

　ある程度腹が満たされてきたのか、二匹とも食べるスピードが落ちてきた。それを見届け、累は腰を上げてベッドのある部屋へと移動する。

　ベッドサイドの棚には、二人で並んだ写真と一緒に、四葉のクローバーの押し花を張り付けた古い栞しおりが写真立てに飾られている。それを手に取って眺め、累はふっと笑った。

　この四葉のクローバーは、元々は累のものだった。

　中学生のときに「四葉のクローバーを持っていると願いが叶う」と聞き、当時好きだった女の子と両想おもいになりたくて、四葉のクローバーを必死に探し、枯れないように押し花にするために古語辞典に挟んでいたのだ。

　だがその後あっけなく失恋した累は、その存在を忘れ去った。

　授業の関係で古語辞典もお役御免となり、滅多なことでは開かなくなったということもある。そして高校に上がって久しぶりに授業で古語辞典を開いたときに、押し花にしようと仕込んでいたきりだったそれが出てきたのだ。

　たまたま隣にいた映次に失恋エピソードと共に晒すと、優雅じゃん、と揶揄われた。

　うるせえよと悪態を吐き、捨てようとしたら「いらないならくれ」と言われたのでなんの気なしにあげた。

　願いが叶うどころか失恋したので縁起が悪いと言ったのに、それでもいいと映次は言ったのだ。そして自分で台紙に張り、ちゃんと栞としてリメイクし、累に見せてきた。

　今よりも線が細く、幼かった顔がちょっと赤かった。

　そのときは単にマメなやつだなとしか思わなかったのだが、あとになって、そのときから累に好意を持っていたのだと聞いてびっくりしたのを覚えている。

　そしてそれを、あの男はまだ後生大事に取って置いているのだ。

　──一いち途ずと言うかなんと言うか……。

　記憶の中の幼い映次の笑顔が、写真立ての笑顔と重なり、そして病室で眠る傷だらけで血の気の引いた顔とも重なる。

　何な故ぜ、あのとき喧嘩をしてしまったのか。こんなに想ってくれる相手を怒らせてまで我を通す必要があったのか。もしこのまま会えなくなるようなことがあったら、映次の累に対する最後の記憶は、険悪なものだろう。

　累は写真立てを棚の上に戻した。何度も寝たことのあるベッドへ腰かけ、体を倒す。

　倒れ込んだ瞬間、シーツからは、嗅ぎ慣れた映次の匂いがした。

「……映次」

　映次の匂いがするのに、映次が生活をしていた気配があるのに、映次本人がいない。

　そのことが不安で、悲しくて、恐ろしくて、また涙が溢れて来る。

　そして、改めて自分たちの関係の不安定さを身をもって知って、嗚お咽えつした。

「……映次ぃ……」

　昨晩あれほど泣いたのに、まだ飽きもせず出て来る涙に呆れる。

　こんな風に嘆いていたら、却ってよくないことが現実になりそうな気がして怖くもなるのに、抑えきれなかった。

「映次……っ、映次、映次……」

　返事なんてあるはずもないのに、何度も何度も恋人の名前を呼んだ。

　めそめそと泣いていると、リビングから二匹の猫がそっと顔を出す。枕元に来て、まるで慰めるようににゃあ、と鳴いた。

　普段は付かず離れずのくせに、こういうときは揃そろってやってくるのだな、と和みつつ癒いやされる。猫にどれほど人間のことを気遣う心の機微があるかはわからないが、今は生き物の温かさに縋りたかった。

「クロ、シロ」

　呼ぶと、二匹は累の目の前で体を丸める。

　累は洟をすすり、笑った。

「……これから、どうしよっか」

　そんなことを問われても答えようがないだろう。二匹は案の定、こちらに一瞥を寄越すのみだ。

　飼い主の一大事にすら、まだ気が付いていないのかもしれない。

「……あいつ、どうなっちゃうんだろう」

　それでも問わずにはいられず、累は疑問を唇に乗せる。

　やはり二匹は答えなかった。













　累と映次が初めて〝こと〟に及ぼうとしたのは、付き合って間もなくの、大学卒業を控えた頃だった。

　累は初めての相手で、映次は累が初めてだということを知っていて、幾分緊張しながら、ベッドの上で裸になった。

「……ん……」

　付き合い始めてから何度もしたはずなのに、キス一つで緊張した。

　じゃれるような、触れるだけのようなキスばかりではなく、それなりに深くていやらしいキスもしてきたはずなのに、前戯としてするのは初めてで、ひどく、胸が高鳴る。肌を通して緊張と鼓動が伝わってしまいそうで、累は身を震わせた。

「累……」

　映次は何故かひどく泣きそうな顔をして、累を心配させる。

　初エッチ、というのはもう少し幸せそうな顔をするもんじゃないのかなぁ、と思いはしたが、「好きだよ」という言葉が緊張に上ずっていて、きっと悪い意味ではないのだろうという確信もあった。

　映次のベッドシーツからは、洗剤の匂いがした。もしかしたら、今日は最初からそのつもりで用意していたのかもしれない。

　これからセックスするんだな、と思うとふわふわと浮足立った。

　累は映次の頰を撫で、そしてキスをする。いつもは柔らかく、撫でるようなキスをするくせに、固くぎこちない。触れる手も強張っていた。

「そんなに固くなるなって。……お前は初めてじゃないし慣れてんだろ？」

　あまりにがちがちなので冗談めかして言うと、映次はばつの悪そうな顔をして、「うん、ごめんね」と肩を落とす。

　嫌味のつもりではなかったのに、と悔やみながら、累はもう一度唇を寄せた。

「馬鹿、気にしてねえって。今更」

　友達付き合いをしていた頃から彼の恋愛の話はちょくちょく耳にしていたので、色々と知っている。映次の付き合った相手に直接会ったことは一度もないが、写真で見たことくらいはあった。小柄で顔立ちの整った可愛いタイプが多く、果たして自分なんかでいいのか、という引け目がないわけではない。

　正直な話、嫉妬もまったくないとは言わないが、今は映次の恋人は自分なのだ。

　今よそ見をしないならそれで十分、と言えば、映次は頰を緩める。累のそういうところが好き、などと照れて言う様子が可愛かった。

　思わず笑むと、ちょこんと軽く触れるだけのキスをされる。

「累、好き」

「うん」

「……好き」

　好き、好き、と言いながら、映次が覆いかぶさってくる。

　キスをうっとりと受け止めていると、映次が不穏な動きをした。するりと腰を撫でられ、体の輪郭を確かめるように、その掌が太腿へと移動してくる。

「……ん……？」

　怪訝に思って身を引けば、映次も追いかけてくる。

「累、足開いて」

「え、うん……」

　こういうものなのだろうか、と疑問符を浮かべながら、言われた通りに足を開いた。

　太腿の間に体を入れてきた映次の手が、半分立ち上がっていた累のものを捕らえる。

「あ……っ」

　生まれて初めて他人に触れられ、驚きと困惑で体が強張った。思わず逃げた体を、映次に抱き寄せられる。

　眼前に迫った映次は、頰を上気させていた。

「大丈夫、痛くしないから」

「お、おう」

　映次の手が、ぬるんと滑すべる。その感触で、既に体のほうは期待に満ち満ちているというのを自覚して、恥ずかしかった。けれど映次はそれを揶揄いもせず、キスをしながら優しく扱しごいてくる。

　映次が指先でそれを弄もてあそぶ度に、くちゅ、と恥ずかしい水音が立つ。それも興奮の材料となって、累は身み悶もだえた。

「ふ……っ、ぅ」

「累、どこが好き？　いつも、自分ではどうしてる？」

「……っ、裏のとこ、かりのちょっと下……」

　ここ？　と言いながら映次の指が感じる部分を的確に親指で擦る。自分でするのとはやはり違って、恋人の手でいやらしいことをされている、と思うだけで息が上がった。

「そ、こ、きもちい……っ」

「累は裏んとこが感じるんだね」

「はひっ」

　にゅる、と自分のものと映次の手の間に、熱いものが差し込まれる。ばっと下肢に視線を移すと、二つの頭がこちらを向いているのが目に入った。

「あ、あ……」

　互いのものが映次の手の中でもどかしげに擦り合わさっている。

　映次のほうが大きくて、ちょっと悔しい。けれど気持ちよさにそれどころではなくなり、累ははあはあと喘あえぎながら映次の腕に縋った。

「なん、か……エロっ」

「そりゃ、エロいことしてるんだもの」

　それもそうだと笑うと、映次の手の動きが速くなる。

「や……ぅあ、あっ」

「累、気持ちいい？」

「ん、んぅ……いい……っ！」

　問われて、頷うなずく度に、下腹でもじもじと蟠わだかまっていた熱が大きく膨らんでいく。

「あっ、あ……！」

　心なしか腰を押し当てながら強く擦られて、累はあっという間に果てた。蜜を噴きながら達する累のものを、映次の手が追い込むように扱きあげる。

「っふ、あぁ……、っ」

　一人でするよりずっと興奮して、気持ちよくて、軽く仰け反ったまま全身を走る快感を享受する。

　余韻にびくびくと震えながら、累は歯嚙みした。

「ぅあ……っ、くそ」

「累……『くそ』はないでしょ」

　苦笑しながら窘たしなめられて、累は唇を尖らせる。

「だって俺がお前のこといかせたかったのにー……っ」

　悔しい、と素直に零こぼせば、映次は小さく吹き出した。そして、こつんと額をぶつけて目を細める。

「……じゃあ、俺にもして？」

　その表情が色っぽくて、覚えず喉が鳴った。

「する」

　すっかり力を失くした累のものと、まだ果てていない映次のものはまだ彼の手の中にある。

　臨戦態勢でも既に差があったが、こうしてみると益ます々ます大きさが違ってちょっとだけ癪にさわった。

　だが大きさだけが勝敗を決めるわけではないと、累は勢い込んで映次のものに手を伸ばす。

「……っ」

　触れられた瞬間、自分の上で息を詰める映次が可愛い。

　人生で、累には二度ほど交際相手がいた。中学生のときに一人、高校生のときに一人。両方とも女の子で、両人ともキスどまりの仲だった。

　映次に会うまで、累は自分の性嗜し好こうのことを深く考えたことは一度もなかった。映次と友達になってからも、特に疑うことはなかった。

　そんな累を知っているから、映次には躊ちゆう躇ちよがあったのだろう。そういう遠慮は可愛くもあり、腹も立つ。

　──全然、気持ち悪いとか、そういうのないなぁ。やっぱり。

　映次は実際に性的な意味で触れたら、そういう嗜好を持ち合わせない人はどうしても引くものだ、ということを以前言っていた。

　けれど、そういう気持ちは起きてこない。

　それは、累が男も女もいける、という性嗜好だからなのか。かといって、映次以外に触れられてそんな風に感じるとは思えないし、触りたいとも思わなかった。

　好みの男性のタイプがあるかと言われても思いつかない。しいて言うなら映次がタイプなのだろうが、たとえ、映次と似たタイプの男性の裸を見ても、こんなに興奮したりはしないと思う。

　映次だから、可愛いと思うし、エッチがしたくなるのだろう。

「……映次は、どこされんのが好き？」

　人差し指と中指の間に映次のものを挟み込み、扱きながら言うと、映次は熱っぽい息を吐いた。

「俺はね、先っぽのほう……先端とか」

「ん」

　わかった、と累は映次のものの頭をきゅっと握り込む。柔らかく握り、転がすように撫で繰り、割れた先端に人差し指を添える。

「んん……」

　こすこすと筋をなぞるように指を動かすと、映次は腰を強張らせた。

　累はもう一方の手で茎を扱きながら、先端を転がす。ぶる、と手の中のものが震え、指で捏ねた先端からとろとろと体液が溢れて来る。

「累、気持ちいい……」

「ん、いっていいよ」

　いっちゃえ、と唆そそのかせば、映次は息を詰めて達した。

　びゅる、と勢いよく飛んだ精液が、累の腹にまで飛んでくる。恋人を初めていかせた事実に、達成感と支配欲みたいなものが交互に押し寄せて来て、累は無意識に下唇を舐なめた。

　荒い息を吐きながら映次が唇を重ねてきて、嬉うれしくなる。ぞく、と背筋が震えた。抱き寄せられ、息ごと奪うようなキスをされる。

「ん……、んん？」

　キスをしながら累を抱きしめる映次の手が、互いの精液を撫でるように掬すくい取り、そして尻のほうへと滑る。

　腰を撫でながら少し乱暴に尻を揉んでいた手がぐいと尻たぶを摑み、累は思わず息を止めた。

　逃がさないとばかりに強く摑まれて、慌てて顔を背けて唇を離す。追い縋られて唇を塞がれ、また逃げて、累は悲鳴じみた声を上げた。

「映……ちょ、待っ」

「累」

　大丈夫、と低い声で囁ささやいて、映次は濡れた指を累の中に差し込んだ。

「ひえ……っ」

　ぐ、と尻の中に押し込まれた指に、累は自分が抱かれる側だとそのとき初めて理解した。中に入れられた指が、襞ひだを広げるように撫で始めたのを悟った瞬間、頭から血の気が一気に引く。

「や、やめーいっ！」

　思い切り突き飛ばすと、不意をつかれた映次はベッドの上に転がった。

　ぽかんとした様子で累を眺めている。映次は後に、「俺の人生で、幼稚園のお遊戯会で科白を忘れて棒立ちになったときよりも一番間抜けな瞬間だった」と語った。

　ぱちぱちと目を瞬かせ、映次が身を起こす。

「……累？」

「お、俺を女扱いするな！」

　床に放り投げていたブランケットで腰をガードしながら言うと、映次は「はあ？」と首を傾げた。

「ちょっと待って、女扱いなんてしてないよ？」

「噓だ！　お前、俺に入れようとしてたろーが！　いくら顔が女顔で、背が低めで細くたってな、お、俺は女じゃねーぞ！」

　最悪、馬鹿、と罵ののしると、映次はぽかんとした後、突然怖い顔になった。今までどれだけ言い合いになっても彼がしたことのない表情に、累は初めて怯ひるむ。

「なんで累を抱こうとして、女扱いってことになんの!?」

　地を這はうような声音に、累は無意識にびくりと首を竦めた。

「だって」

「女の子だなんて思ったこと、ないよ。俺ゲイだし」

　そりゃそうだ、と素で返すと、ぎろりと睨まれた。

「……女の子の代わりで抱くわけでもないよ。俺は累が好きだから、抱きたいって思ったんだよ」

「……でも、だって」

「累は元々ヘテロだし、男の自分が抱かれるって発想がなかったのかもしれないけど……女の子だっていう発想もこっちにはないから。──累が好きで、抱きたい。それだけ」

　いつもは割と、累の言葉を辛抱強く待ってくれるタイプの映次が、畳みかけるようにそう言った。恐らく、映次もあまり余裕がなかったのだろう。

　だが、いつもふわふわとした映次に、正面から好きだから抱きたい、と言われるのは、正直ときめいた。

　けれど同時に、「累が抱かれる」以外の選択肢が映次にないのだと知って怖くもなった。

　そして、「好きだから抱きたいと言うなら俺だって映次が好きなのだから、抱かせてくれてもいいじゃないか」という屁理屈も同時に生まれた。

　その理屈が誕生したのと同時に、累はすぐさま口に出した。

「俺も、映次を抱きたい」

「……累……」

　好きを表すバロメーターが抱くことにあるのなら、自分が抱いたっていいはずだ。そう言い張って、押し問答になった。

　初エッチは結構険悪な雰囲気で終わり、二人の落としどころは「互いに触れ合う」となる。

　指を入れるところまではＯＫ、それ以上は相手の合意なしにはＮＧ。

　そして、素股や兜かぶと合あわせまではいったが、現在に至るまでその先へは進んでいない。

　映次は、いつも累に「好き」という言葉をくれた。

　累も「好き」を返した。

　それだけで幸せで、映次が「好きだから抱かせて」と言ったら「俺も好きだから抱かせろ」と返してじゃれ合いの延長で摑みあったりするのも好きで。

　ずっとそうしていられればいいと、心のどこかで累は思っていて、きっと映次はそれに気が付いていた。──それなのに。













　いつの間にか、また寝てしまっていたらしい。瞼をあげないまま、累はぼんやりと覚醒した。

　──初体験のときのことを夢に見てしまった……。

　明日は月曜日なので、映次の部屋に泊まってはまずい。起きて、会社へ行って、帰りに映次のところに寄って、また猫にエサをあげて……ああそういえば今何時だろう、と半分眠った頭で考え込んでいると、「来たー！」という少年の声が聞こえた。

　──なにがだよ……うるせえなあ……。

「やっと来たー！」

　だからなにがだよ、と眉を顰め、ふとその違和感に気付いて目を開く。

　上体を起こすと、眼前に少々見覚えのある二人が立っていた。

「……お前ら昨日の」

　昨日、夢の中で会った、怪しい猫耳の二人組だ。騎士のような、王子のような、色違いで似通った衣服を身にまとっている。

　クロとシロのことが心に引っかかっていて見た夢だったが、今回ははっきりと思い出したからこそ夢に見たのだろうか。

「早く起きろよ、累！」

「起きろって……起きたらお前ら消えちゃうだろ。いいのかよ」

　夢なんだから、と言う累に、少年は青灰色の目をぱちくりとさせ、首を傾げる。

「はあ？　なに言ってんだよ。ほら早く！」

　早く早く、と言いながら黒い少年がぐいぐいと累の腕を引っ張った。ベッドから半なかば引きずり降ろされる形で、累は玄関へと連れていかれる。その後ろを、白い青年が無言のままついてきた。

「ちょっと待てって、おい、そんな引っ張るなよ」

「そんなこと言ってたらいつまでたっても終わらないだろ」

「終わらないって、なんの話だ……って、はあ!?」

　眼前に広がった景色に、累は極限まで目を見開く。

　ばん、と音を立てて開かれたドアの先には、空を隠すほどに生い茂った森が広がっていた。葉が隙すき間まなく密集しているせいか薄暗く、時間帯がはっきりとわからない。

　見上げると、木々の隙間からなんとなく青空の片へん鱗りんが見えて、夜ではないということが辛うじて判じられた。

　昔絵本で見た、『白雪姫』や『ヘンゼルとグレーテル』の挿絵がこんな感じだったかもしれない、とぽかんと見上げる。あれは実際はモミの木らしく、所いわ謂ゆる「黒い森」と呼ばれるものだと、過去に映次に教えてもらった。昼でも暗く、黒い森。

　だが、累は今までそれらをリアルに見たことはない。少なくとも、日本でお目にかかれる類のものではないからだ。

　振り返って背後を見ると、映次のマンションを出たはずなのに、小さな煉れん瓦が造りの家が森の中にちょこんと建っていた。

　黒い少年の手を振り払い、慌てて煉瓦の家に戻ると、その内装は映次の部屋そのままだった。中は現代建築の、ごくごく普通のマンションの一室なのに、外装はテーマパークに飾ってありそうなファンシーな煉瓦の家となっている。

　なんとなく、自分の「お伽とぎばなし」の想像限界がこのあたりなのだろう、と貧困なイメージ力を累は嘆いた。

　──……俺、よっぽど精神が限界を迎えてたんだな……。

　明らかに夢とわかる夢に、累は深々と溜息を吐いた。

　いいのか悪いのかわからない夢見だが、さっさと起きてしまいたい。だが覚醒する気配はなくて、典型的な方法だとは思いながらも累は己の頰をぎゅっと摘つまんだ。

　同時に、鈍にぶい痛みが頰に走る。

「いっ……てえええ……」

　頰はしっかりと痛みを訴えているのに、夢は一向に消えない。

　ぽかぽかと頭を殴ってみても、やはり覚醒しなかった。

「痛いのに起きられない……」

　もう一度だ、と拳こぶしを振り上げると、両側から腕を摑まれる。

「なに馬鹿なことやってんだよ！　累、マゾなの？」

「そういう趣味があったとは知りませんでしたが、お楽しみは取り敢えず置いておいてください」

「人を変態みたいに言うな！」

　そんな反論を聞く素振りもなく、猫耳の二人は累の腕を互いに逆方向へと引っ張った。腕がもげる、と喚いてみたものの、二人は腕を離さない。

「ていうかお前ら、一体俺になんの用があるんだよ!?　俺は早く早くって、なにを急せかされてるわけ!?」

　さっきから、二人とも累に用事があるようなのは確かなのだが、はっきりとその目的を口にしない。

　一体なんなんだと質ただせば、二人は顔を見合わせ、今度はおしくらまんじゅうをするように身を寄せて来る。

「累に決めて欲しいんだ」

「なにを？」

　累の疑問に、二人は睨みあい、そしてキッと視線を上げた。

「僕と」

「俺」

「どちらが上位に相応ふさわしいかを。どちらが下になるべきかを」

「……じょーい？　した？」

　唐突にぶつけられた言葉を漢字変換できず、一体なんの話だと首を傾げる。黒いほうは赤面して俯うつむき、白いほうは綺き麗れいな髪を耳に掛けながら息を吐いた。

「つまり、セックスに於おいて、どちらが受け入れる側に回るか、という話です」

「──は」

　それはつまり、ネコだけにか。

　というくだらないダジャレのような文言が浮かび、激しく落ち込む。

　自分の頭がどうなっているのか、揺さぶってしまいたい衝動に駆られた。ついでに目が覚めないかと思って振ってみたが、徒労に終わる。

　白いほうがこほんと咳せき払ばらいをして、マントを払った。

「僕──シロとこの生意気なクロ、どちらが上位に相応しいのか」

「俺とこの気取り屋のシロ、どっちが上か、累に決めてもらいてーの！」

　彼らの名前は、映次の飼い猫と同じく、黒いほうがクロ、白いほうがシロというらしい。

　言われてみれば、なんとなく眼前の二人は映次の飼い猫たちと印象が似ていた。なにより、カラーリングが一致している。

　黒い少年は、クロと同じく宝石のような青灰色、白い青年は、シロ同様にきらきらと輝く金色の瞳。その二組の双そう眸ぼうが、累を捕らえてきらりと光る。

　夢の中なのに頭痛がしてきて、累は蟀こめ谷かみを押さえた。

「さあさあ」

「白黒はっきりつけてもらおうじゃないか」

　──これは……俺と映次が直前までどっちが入れられる側になるかでもめてたから、その深層心理の表れとか、かな。

　夢診断をすれば、そういうことなのかもしれない。状況としては非常にくだらない場面に立ち会っているが、そんなことを思い返せば切なくなってしまう。

　両腕に摑まっている二人が思い思いに喋しやべっていることを拾うと、つまりはこういうことらしい。

　今、この世界の白猫たちと黒猫たちは、どちらが上になるか下になるかということで争っている。二人はそれぞれの代表猫、ということらしい。

　二人の形勢次第で、一族の運命が決まるのだ。

　──……どっちも雄なんだが、それはいいのか……。いや、どっちも雄だからもめてるのか……？

　この世界に雌はいないのだろうかという疑問を覚えたが、夢なので敢えてはつっこまないことにする。きっと問うたところで答えは返って来ないだろう。

　とにかく、この二人の世界では雌がいるかどうかは重要ではない。どちらが上か下か、それが問題なのだ。

「白猫！」
















　そう言いながら、シロがモデルのようなポーズを決める。猫耳とファーマフラーのようなしっぽがコスプレ感を激しくしているが、それさえなければ本当にモデルに見えるくらいの美しさだ。

「黒猫！」

　今度はクロが、ばっと両手をあげ、そして腰に手を当てて仁王立ちになる。

　こちらはこちらで、やんちゃな雰囲気があって、弟にしたくなるような可愛らしさだった。

「あなたの好みは、どーっち？」

　ユニゾンで歌うように問いかけられ、累は取り敢えず、

「……家に帰してくれ」

　という己の望みを口にした。













　その後、縋る二人を引きずるようにしながら、内装が映次の部屋と瓜うり二ふたつの煉瓦の家へと戻ったが、相変わらず夢から覚める気配も、元の世界へ戻れる様子もなかった。

　取り敢えずふて寝してみたものの、二人に往生際が悪い、とつつかれるばかりで、やはり現状を打破することはできなかった。

　実際、寝ていても埒らちがあかなそうだったので、累は渋々身を起こした。

　並んでいたクロとシロは、ついにやる気になったのかとばかりに、嬉しそうに目を輝かせる。

「どっちにするか、決めたか？」

「どちらが上に相応しいですか？」

　期待に満ち満ちた目を向ける二人に、累は咳払いをした。

「あー……よし、お前らじゃんけんしろ」

　累の科白に、二人はきょとんと目を丸くする。それぞれ色の違う虹彩はまるで宝石のようだ。

「じゃんけん？」

「何故そんなことを……」

「勝った方が上……あいてっ！」

　適当な采配方法を口にした途端、両側から腕に爪を立てられた。ふしゃー、と毛を逆立てる二人に、累は落ち着けと悲鳴を上げる。

「別にどっちだっていいだろ！」

「よくない！」

「いい加減なことを言わないでください！　男に生まれたからには、相手を抱きたいと、服従させたいと思うのが当然でしょう？」

　シロの言葉に、クロは無言のまま眦まなじりを吊つり上げる。またなにか喚くのかと思いきや、クロはぷくっと頰を膨らませ、顔を背けた。そして、累の腕にしがみつく。

「……そう言われても」

　どちらも男なわけだが、というのは、自分が言うことでもないのだろうと内心で溜息を吐く。

「くだらん。どっちでもいいだろそんな……こ、と」

　そして、己の言葉が跳ね返ってきて、ざっくりと胸に刺さった。

　──そうだよ。どっちだって、よかったんだ。本当は。

　映次と日々を過ごせるのであれば、どちらが抱かれるかなんていうのは、些さ末まつな問題だった。それなのに、変な意地を張ったせいで、取り返しのつかないことになってしまったのだ。

　累は映次を抱きたくて言っていたのではなくて、自分が抱かれたくなくて──それは映次がいやなのではなく──負けたような気がして言っている。目を背けていたけれど、本当はそのことに気が付いていたのだ。

　再び深い悔恨が湧いてきて、思わず俯いた。

　不意に表情を沈ませた累に、二人は心配そうに顔を覗き込んでくる。

「……どうした？」

「大丈夫ですか。ご気分でも悪いんですか」

「いや、大丈夫。──それより、なんでお前らはそんな重要なことを、ぽっと出の俺なんかに委ゆだねちゃうわけ？　それでいいのかよ」

　累の言葉に、二人は顔を見合わせる。

「そういうのって、好きな相手とするもんなんじゃねえの？　俺が決めたら、決めたとおりにどっちかがどっちかに抱かれるんだぞ？　それで納得できるわけ」

　二人は表情も変えず、「だって三毛猫様が累に決定権があるっていうから」と声を合わせた。

「……三毛猫様って誰だよ」

　クロとシロはともかく、三毛猫の知り合いなど心当たりはない。

「三毛猫様って言ったら、この世界の一番偉い人じゃん」

　じゃん、と言われてもこの世界に来ること自体が初めてなので、そんな猫界の常識などわかりようはずもなかった。

「お世継ぎがいないから、後継を黒猫か白猫に譲ることにされたんだ」

「……お世継ぎねえ」

　つまり、ラストエンペラー三毛猫様は、覇権を譲ることにしたのだそうだ。

　動物の覇権というと、一番強い雄、つまり交尾において上に位置するもの、ということなのだろう。そもそもこいつらにもお世継ぎは生まれないんじゃないのかと思ったが、夢に理路整然さを求めても意味はない。

「……俺、三毛猫の知り合いなんていないんだけど」

「しらねーよ。でも三毛猫様が累だって言うんだから、累に判定してもらわないといけないんだ」

「だからさあ、お前らはそれでいいわけ？」

「いいも悪いも、三毛猫様がそうおっしゃったのだから」

　自分の意見というものはないのかと、呆れてしまう。それとも、動物というのは上位者に対してここまで盲目的なものなのか。

「え？　じゃあ判定人の俺がこんなとこで決めていいわけ？」

「報告はするよ」

　判定をしたらそれで終わりではなく、その結果を三毛猫様がおわす宮殿まで足を運んで報告しなければならないらしい。

　なんでそこまでしないとならないんだよ、と辟へき易えきする。

「だからどっちか早いとこ決めてくれよ」

　よほど待ちきれないらしく、もう決めてから行くのでは遅いから道々決めてくれと言われて腕を摑まれる。

「決めろったって……俺、お前らのことよく知らねえし。どっちが上とか下とか、判断できるほどの材料がねえっていうか」

　どちらでもいい、というのは、単にどうでもよかったというだけではなく、どちらのこともよくわからないせいもある。

　いっそコインの裏表で決めてしまうか、といい加減なことを考えていると、二人が両側からじりじりと迫っていることに気付いた。

「ど……──」

　どうしたのか、と訊きかけた唇に、クロの唇が重なった。

　勢いよく、飛びつくようにキスをされたせいで、そのまま後方に倒れてしまう。ベッドのスプリングで体が跳ねた拍子に、クロがころりと転がった。

　その合間を縫って、今度はシロが覆いかぶさってくる。

「ちょ、待て──」

　制止も聞かずに、シロが唇を重ねる。傍らのクロは対抗するように累の頰を舐めた。

　──映次以外の男にキスされてる……！

　ぱっと見た目は二人とも猫耳と猫しっぽがついているくらいで人間と変わらないのだが、舌は人間と違い、ざらざらとした感触だった。

　痛くはないが、表面をこそげ取られそうで少し怖い。それが動物っぽくて、人間と浮気してしまったという感じは薄らいだが、それでもショックなことには違いない。

　シロはすぐにキスを解き、顔を覗き込んでくる。

「どっちが上手かったですか？」

「俺だよな!?　俺！」

「……お前らな」

　累はこぶしを握り、雁がん首くび揃えた二人の頭めがけて振り下ろした。

　二人とも、声を揃えて「みぎゃっ」と悲鳴を上げる。

「いきなり襲うやつがあるか！　このケダモノどもが！」

「だって猫だもん……」

「だって判断材料がないと言うから……」

　だからと言って、実地で判定人に試させる必要はないだろうが、と思いながらも途中で口を噤んだ。

　なんといっても相手はリアルな獣なのだ。貞操観念など説いても恐らく意味はないのだろう。

「大体、こういうのは人が決めるもんじゃなくて、好きあっていたら自然に──」

　諭す途中で、累ははっとする。

　好きあっていたら自然に抱き合える、などと、どの口が言うのだろう。抱くことも抱かれることもできなかった──拒んだ己は、映次を本気で好いてはいなかったのかと、意地の悪い自問が跳ね返ってくる。

　そうじゃない、と否定したいのに、目の覚めない恋人の顔が蘇り、胸が痛い。

「……累？」

「──とりあえず、いきなり体から入ってはいかん」

　はっとして、累は人間からすればあまりに当然な科白を返した。

　獣に諭しても無駄かと思いながらうかがうと、クロは何故か青い顔をしており、シロは不機嫌な様子で視線を逸らした。

「聞いてるのか？　お前ら──」

「うん！　そうだよね！　いきなりそういうことすんのよくない！　ごめんね！」

　累が言い終わるか終わらないかのうちに、クロが勢いよく頷く。そして、累の手を取って「俺間違ってた！　ほんとごめんね！」と迫ってきた。

「お、おう……」

　突然素直な謝罪とともに味方してきたクロに、累は目を白黒させる。シロは相変わらず、不機嫌そうにそっぽを向いたままだ。

　妙な空気のまま、クロに早く王宮に行こうと急かされたが、今日は疲れたから明日、と言い訳をして回避した。

　不満を漏らす二人を振り切るようにしてベッドに入ったのは、勿論、このまま目を覚ましてしまおうという魂胆があったからだ。













　そのはずだったのだが、一夜明けて次の日になったはずなのに、累は目覚めなかった。

「……しかも夢の中で夢を見てしまった……」

　二重構造になっている夢に、ベッドの上で膝を抱える。そちらもはっきりと夢とわかる夢で、小学校の教室に、中学時代の友人と高校時代の友人がいて、大学の授業を受ける夢だった。

「いっそこのままここで目が覚めるのを待っていたい……ベッドから出たくない……」

　ベッドの上で丸まりながら鬱々としていたら、傍そばに控えていたらしいクロとシロに腕を引っ張られた。

「おはよ。ほら今日こそ行くぞ！」

「おはようございます。出発しましょう」

「……顔洗って来るからちょっと待ってて。ていうか、お前ら昨日床で寝たの」

　累の問いに、二人はきょとんとする。昨晩は累がベッドを使ってしまったので、二人とも床に寝ていたようだ。

　申し訳ないとは思ったが、かといって男三人でシングルベッドに寝る余裕はない。悪かったな、と声をかけると、二人は「入りたくなったら勝手に入るから」と首を傾げた。

　流石さすが猫、自由だ。そう感心しつつ洗面所へと向かう。やはり間取りは映次のマンションとまったく一緒らしい。

　ざぶざぶと冷水で顔を洗い、ふと鏡の中の己の姿を見て累は目を剝き、絶句した。

　──なにこれ。

　頭の上に、見慣れぬ三角形の毛の塊が乗っかっている。

　累が驚いたのと同時に、その三角はびくっと動き毛を逆立てた。恐る恐る手を伸ばして触れると、それは強張ったような動きをする。なにより、自分の頭に生えているはずもない器官だというのに、触覚があるのだ。

　頭に、猫科のものと思おぼしき耳が生えている。

　平たく言えば猫耳だ。白と赤茶と黒の斑ぶち模様の猫耳が、頭からにゅっと生えている。

「ぎゃあああああああっ！」

「どうした!?」

　累の絶叫を聞きつけ、クロと、続いてシロが洗面所に駆け込んでくる。

　累は涙目になりながら猫耳を引っ張り、「俺の頭に猫の耳が！」と叫んだ。だが累の悲ひ愴そう感を察することができなかったらしい二人は、怪訝な顔をして目を合わせた。

「耳がどうしたんだよ」

「僕たちにも同じものがありますよ」

　ほら、と二人とも自分の耳を摘まんで、こてんと線対称に首を傾げる。

　──そりゃお前らは猫だからな。猫に猫耳が生えててもおかしくないけど人間に生えてたらおかしいだろうが。そもそもお前らを猫に分類していいかどうかはわからんけどな！

　そんな風に言い返したかったが、あまりに困惑していて、言葉が一つも出てこない。

　あうあうと呻うめいた後、累はあることに気が付いた。

　──一晩寝たら猫耳が生えたってことは……もっとこの世界にいたら更に猫化が進むとかそういうシステムじゃないだろうな、まさか。

　ここは夢の世界だとは思っていても、不安感が胸を過った。

　目が覚めたら日常に戻るとはいえ、今は夢の中の住人なわけで、危機感だけはリアルに己に襲い掛かってくる。

「……王様のところに行くぞ」

　急に出立を告げた累に、クロとシロは驚いた顔をした。

「俺らはいいけど、どうしたの急に？」

「なにか思うところでも」

「さあ行こう今行こうすぐ行こう」

　却っておかしいと警戒しだした二人を黙殺し、ずんずんと玄関へ進むと、二人も慌てたように後ろを付いてきた。どうしたんだ一体、と二人が後ろでこそこそと話しているのが耳に届く。

　あれだけ渋っていたのにどういう風の吹き回しか、と訝っているのだろう。

　自分の人間としてのアイデンティティ崩壊の危機なので、ここは早いところ王様のところへ行って問題を解決するしかない。

　なにより、そうすれば。

　──きっと、この夢からも覚める。……映次に会いに行ける。













　家の周囲の感じはお伽ばなしテイストだったが、外に出ると今度は幼いころから親しんできたロールプレイングゲームのフィールドのような世界が広がっていた。延々と続く野原や、ビルなど遮るものがなにもないので遠くにぼんやり見える地平線、そして、壁に囲まれた街。足を踏み入れれば「やあ、ここは●●の町だよ！」としか言わない町人。

　つくづく、自分のイメージ力は貧困である。

　二人は宿や食事の手配をしてくるからここで待っていろ、と言い残してどこかへ行ってしまった。

　そうは言われても、と手持ち無沙汰になりつつ、累は視線を巡らせる。町の入り口に立っていた掲示板には、クロとシロが並ぶポスターが貼はってあった。まるで格闘技の試合のようなデザインで、累はぽかんとしてしまった。

　二人の話から、なんとなく選挙戦のようなものを想像していたが、どちらかというと興行的な側面が強いのだろうか、と累は派手なポスターをしげしげと眺める。

　じっと見つめていると、不意に肩を叩たたかれた。振り返ると、見知らぬ猫耳の青年が立っている。彼はシロと同じ白色だ。だが、モデルのようなシロよりも、一般人寄りの平均的な顔立ちである。

「お兄さん、この辺じゃ見ない毛並みだね。清き一票をどうぞよろしく！」

「は、はあ」

　言いながらビラを押し付けると、彼はすぐにいなくなってしまった。

「……町民とか国民じゃないのに投票権あんのかよ？」

　どうなってるんだ、と手渡されたビラに視線を落とす。ポスターと同じデザインのもので、投票所と思しき場所の地図がついていた。すると、今度は全身黒色の猫耳少年が、ぴんと耳を立てて話しかけてきた。

「兄さん、どこから来たんだい？」

「ちょっと……あっちの森の方から」

　曖あい昧まいに指をさすと、少年は目を瞬かせた。

「へー？　旅人ってやつかい。折角だから兄さんも一票入れてっておくれよ。ちなみに、今のオッズは……」

「賭けてんのかよ!?」

　思わず叫んだ累に、黒色の少年は目を丸くした。そして、「こんなイベントで賭博をしねえわけがねえだろ？」とけろりと答える。どこか他ひ人と事ごとのその様子に、呆あつ気けにとられた。

　大昔は、イタリアなどで教皇選挙賭博が公然と行われていたというし、一概には言えないだろうが、シロとクロの二人が、あるいはもしかしたら累だけが思っているほど、事態は深刻ではないような気がしてきた。

　二つの種族の運命を一任されると思っていたので、責任が重くないのはありがたいが、それはそれで巻き込まれた今の事態を納得しづらい。

「だって、これが決まったらその……上下関係が決まるんだろ？　悠長に賭け事なんてしてていいのか」

「それが勝負ってもんじゃん？　勝ったほうが負けたほうを従えるってのはさ」

　お前なに言ってんの、と少年が首を傾げる。弱肉強食の世界に生きる動物らしいといえばそうだが、あまりにドライな返答に戸惑った。

「それに、元々俺らにとっちゃどっちでもいい話だったしなー」

「……そうなのか？」

「そうさ。こだわってたのは、三毛猫様の近きん侍じのクロとシロくらいじゃないの？　あいつら幼おさな馴な染じみでライバル心燃やしてたみたいだから」

　そんな二人だからこそ、賭け事が盛り上がるんだけど、と言って少年は累にビラを押し付けて行ってしまった。その背中を見送りながら、手渡された二枚のビラに視線を落とす。

　猫語なのか、累には読めない文字が並んでいるが、恐らく「世紀の対決！　あなたはどちらに投票する!?」とでも書いてあるのかもしれない。

　──……夢なんだから、日本語に翻訳してくれるくらいの融通は利かねえのか。

　ビラを折り畳んでポケットにしまい、累は再び街中を見渡す。タイミングよく、クロとシロが戻ってくるのが見えた。

「累ー！　おまたせー！」

　言いながら、クロが累の腕の中に飛び込んでくる。慌ててそれを抱き留めれば、クロがごろごろと喉を鳴らした。そういうところは猫のときと変わらないのだなと微笑ましく思っていると、同じく猫のときと変わらず、少し距離を置いたところでシロがこちらを見つめていた。

　視線が合うのと同時に、にっこりと笑いながら近づいてくる。

「どうぞ。長いこと歩いて疲れたでしょう」

　そう言いながら、シロは紙コップに入ったジュースをくれた。

「あ、ありがと……」

　お伽ばなしテイストの世界のイメージにそぐわない紙コップに口を付けると、ふわりと甘い香りがした。果物なのか花なのかよくわからない不思議な味だ。

　クロはシロを睨みながら、累の腕を引く。

「そんなことより、今日の宿に移動しようよ。それから飯にしよ。なにが食いたい？」

「えっと」

「宿の一階が食堂になっていたので、そちらの席を予約しておきました。このあたりは海鮮料理が名物で、あの食堂は町一番の評判店だそうですよ」

「あ、そうなんだ……──」

　じゃあ移動しようかと口にしかけて、二人の間の火花に気付く。間に挟まれて焼けこげそうだ。

「あのさ、お前ら──」

「宿を見つけたのは俺なんだから、俺のほうがポイントが高い！」

「累はここに来る途中空腹だと言ってたんだ。席を予約して、名物料理を用意した僕と大差はないだろ」

「食事より宿のほうが先だろ!?」

　そんなところでまで勝負していたのかと、累は息を吐く。

「……いいから行こうぜ。腹減ったし疲れた」

　累の言葉に二人はキャットファイトを切り上げる。そして、我先にとばかりに累の腕を摑んだ二人に、宿屋まで引っ張られた。

「いきなり体から入ろうとしてはならぬ」と注意したせいか、クロもシロも自己アピールの仕方を変えたらしい。

　道中、恐らくこれは接待なのだろう、と思われる行動がいくつかあった。

　元来の性格の違いもあるのだろうが、シロはそれなりに紳士的な、疲れを癒すような接待をする。色々な場面ですっと手を貸してくれたり、食事に入れば椅子を引き、サーブをしたりしてくれる。疲れたと言えば木陰まで案内してくれて、どこからか飲み物を調達して出してくれたり肩を揉んでくれたりするのだ。

　一方のクロは、シロのようなエスコート型ではなく、尽くし型接待をしてくる。花を摘んで来て差し出してくれたり、食事中には「これ旨うまいからやる！」とわけてくれたり。木陰で休んでいる間、大きな葉っぱを拾ってきて扇あおいでくれたり、面白い話をしようと頑張ったりする。

　どちらも、自分をアピールするのに食べ物系を差し出すところは、やはり猫というべきか。

　だが、よくよく気を付けて見てみると、二人には大きな違いがあった。

　チェックインを済ませる二人を眺め、累は腕組みしながら思案する。

　──クロは俺に対して結構好意的だけど……シロはちょっと……。

　敵意があるというわけではない。親切なことに違いはないのだ。だが、シロからは「義務感」というものを強く感じる。

　若干とっつきにくい話し方や性格だから、ということもあるのかもしれない、と思っていたが、クロに比べて、明らかに素っ気ない。別に優しくされたいわけではないし、会って間もないのだから仕方がないかと思うが、それだけではない。

　──でも……気のせいじゃなければ、なんか俺睨まれてるよな。

　最初のうちはあまり気にしていなかったのだが、累がクロと少しでも近づこうとしたり、話が弾んでいたりすると、あからさまに不機嫌になる。

　クロはそれを「自分が一歩リードしているから焦っているんだろう」と捉え、煽あおって引っ搔かれたりしているが、それにしてはシロが累を見る目が笑っていないのだ。

　ふむ、と頷き、累はクロに向き直る。

「クロ」

「なーに？」

　手招きすると、クロは素直に累のほうへと近づいてくる。両手を広げると、クロは首を傾げながらもぎゅっと抱き付いて来た。頭を撫でてやりながら、フロントの前に立つシロをちらりと見やると、目が合った。

　──……うーん。

　シロは無表情だ。美しい造形はひたすらに冷たく、背筋が少しぞわりとする。

　なにも言わぬまま、シロは視線を逸らした。

　だが逸らされる瞬間、射抜くような視線とかち合ったのは、気のせいではないと思う。

「累？　どうした？」

「うーむ」

　鍵を受け取ったシロが、こちらへと戻ってくる。その表情は笑顔にすり替わっていて、「ぬけがけはやめろ」と言いながらクロの尻尾を摑んで思い切り引っ張った。

　みぎゃっと鳴き声をあげて、クロは先を行くシロを走って追いかける。

　その様子を後ろから眺め、累は再びふむ、と顎あごを引いた。













　現実の世界では、どれくらい時間が流れているのだろうか。

　夢から覚めたとき、映次も目が覚めていればいい。彼が眠り続けている現実に落胆してしまうから、自分はいつまでも戻れないのだろうか。

　相変わらず、累がこのファンシーな長い夢から目を覚ます気配はない。夢だというのに、昨晩食べた海鮮料理は非常に旨かったし、また夢の中で夢をみた。

　朝だよ、と起こされ、今朝も目の前にいたのはクロとシロで、がっかりした。

　豪華で旨い朝食を終えて、累とクロとシロは改めて目的地へ向かう。街を出ると、また遥はるかな地平線が広がっており、累は途方もない気持ちになった。

　この先にある王宮、というが、遮るものがなにもない状態でそれらしきものが見えないということは、所在地は相当遠いのだろう。

　現実の肉体がどうなっているかは知らないが、昨日歩いたぶんはしっかり筋肉痛となって累を襲っている。あとどれくらい歩かねばならないのだろうと、累はどんよりとした気持ちで足を動かした。

「──そうだ、携帯」

　道中、その存在を思い出して、ポケットに入れっぱなしだった携帯電話を取り出してみる。

　残念ながらというか予想通りというか圏外で、電話はかけられない。ただ、画像フォルダのサムネイルを見たときに、先日二人で旅行に出かけたときの写真が表示され、落ち込んだ。

「……累？　大丈夫？　休もうか？」

　よほど顔色が悪くなったのか、クロが心配そうに顔を覗き込んでくる。大丈夫だよと返したものの、クロの耳はへにょっと垂れたままだ。

「──なあなあ、あっちにすっげえいい匂いがする草があるんだけど、行ってみないか？」

　累を励ますように、クロは殊更明るくそんな誘い文句を口にする。

　ほらあっち、とクロの指さす方向には、猫じゃらしのような草が沢山生えていた。

「なにあれ」

「マタタビだよ！　知らねーの？」

「ああ、マタタビか！　あれ」

　いい匂い、と言うけれど、累にはまったくわからない。頭に猫耳は生えてしまっているが、そういうところはまだ猫化していないようでほっとした。

　だがくんくんと鼻を動かしてみると、ほんの微かにだが、ミントに似た香りが漂って来る。マタタビの実物を見たことがないのだが、こんな香りなのだろうか。

「クロ、マタタビ好きなんだ」

「うん！　大好き！　累は嫌い？」

「いや……そんなことないよ」

　別に好きでもないけど、という言葉は、眼前のクロがにこにことしているので飲み込んだ。嬉しそうなのに水を差すことはない。

　そして、背後に控えていたシロを振り返る。目が合った瞬間に、シロは少し気まずそうに眉間の皺しわを解いた。

　相変わらずこちらを睨みつけていたのだろう。累は頰を人差し指で搔いて、シロを呼ぶ。

「シロも来たら？」だが累の誘いに、科白がかぶさるように反応をしたのはクロだった。

「えーっ？　俺、シロなんて誘ってないし」

　シロはむっとしたように唇を引き結び、顔を背ける。

「僕はいいです。マタタビはそんなに好きではないので」

「でも」

「そんなことより累、あちらにミント畑があるのでそちらに行きませんか？」

　ミント、と復唱し、マタタビ畑とは逆の方向に視線を滑らせると、確かに鬱うつ蒼そうと茂ったエメラルドグリーンの一帯が見える。先程ほんの少し香っていたのは、マタタビではなくこちらだったらしい。

　マタタビよりはミントのほうが、人間としては嗅ぎ甲斐があるような気もする。

「クロ、ミント畑だって。行ってみな……──」

　累が言うと、クロはびくりと肩を強張らせ、距離を取った。

　一体どうしたのかと怪訝に思っていると、反対側の腕をシロが取る。

「さあ、じゃあミント畑のほうに行きましょうか」

　そう言いながら、シロは強引に累の腕を引いた。クロはその場から一歩も動かず、唇を引き結んで立っている。

　クロの様子が気にかかる、と足を止めれば、今度はシロが悲しげな顔をするので参った。耳をぺしょんと垂らし、シロは眉根を寄せる。

「……クロのアピールは受け入れるのに、僕にはアピールすることも許されないんですか」

「あ、いや……そういうわけじゃ」

　勝負を判定する以上、平等でいなければならない。

　尻尾を丸めて耳を垂らしているクロがかわいそうだったが、そう言われてみると確かに自分は、クロをちょっと贔ひい屓きにし過ぎたとも思う。

　外見もシロのほうが年とし嵩かさに見えるので、幼さの残るクロを優先してしまったが、もしかしたら年齢はあまり変わらないのかもしれない。

「……わ、わかった」

　ついて行く意思を表すと、シロは悲し気な雰囲気を抑えて微笑んだので、ほっとした。寂しくなったらクロも追いかけて来るだろうと見越して、良心がとがめながらもシロについていく。

　だが、クロはやはりその場から一歩も動こうとしていない。

「え……、クロ？　行かないのか」

　怒っているような、泣きそうな顔をしたまま、クロはむっつりと口を噤んだ。

「先行ってるからな、クロ」

　そう声をかけても、クロはうんともすんとも言わない。

　いつもならば、後を追いかけて来て負けじと逆方向に腕を引っ張るくらいのことはするのにと、心配になる。

　ちらりと傍らのシロを見ると、こちらはやけに機嫌が良さそうだ。

　──俺がついてきたからっていうより、クロに意地悪してイキイキしてるように見える……。

　ミント畑に着くなり、シロは累の腕を離した。そしてマントを脱ぎ、ミントの上に敷く。

「そこに座って待っていてください」

「え、ああ、うん。……ありがとう」

　いいのだろうかと躊躇ためらいつつ、言われるままに彼のマントの上に腰を下ろす。累が踏んで葉がつぶれたせいか、ミントの絨じゆう毯たんからふわっと強い匂いが立ち上がった。

　地べたに座るなど、何年振りだろうか。夢の中とはいえ、結構居心地が悪い。

　シロの向かった先、ミント畑の傍には、露天商のような猫耳の男がワゴンを引いて立っていた。ミントティーやモヒートなどを売っているらしい。

　シロは紙コップのミントティーを二つだけ買ってくると、一つを累に渡した。

「ありがと」

　ちらりとクロを見ると、相変わらず一歩も動かず、同じ場所にぽつんと立っている。それはただ臍を曲げているとか、そういう類のことではないような気がした。

「……クロ、ミント苦手なのか？」

　思いついたことを口に出すと、シロは微かに口元を綻ほころばせる。

　クロがミント嫌いでこの場に近寄れないとわかっていて、敢えて累をここまで引っ張ってきたのだろうか。

　それはちょっと意地悪なんじゃないのかと視線だけで責めると、ミントティーを飲みながら、シロが「逆ですよ」と笑った。

「逆って？」

「クロはミントが苦手なんじゃなくて、大好き……というか弱いんです。マタタビだとまったくなんともないくせに、ミントだとべろんべろんに酔っぱらうんですよ」

　そういえば以前、猫好きの映次からマタタビよりもミントに酔う猫がいるのだと聞いたことがある。

　疑っていたわけではないが、本当だったのかと感心するのと同時に、まだ映次が元気だった頃のことを思い出して気分が塞いだ。

「どうしたんですか。累」

「え……？　ああ、うん。なんでもない。でも弱くても好きなら飲みたくなるもんなんじゃないの」

　映次も酒は弱いが、味そのものや、酔うことは好きらしく、飲み会好きだった。

　泣き上戸でも怒り上戸でもなく、人に迷惑をかけるような酔い方もしないし、楽しく陽気に飲むタイプだったので、仕事先でも可愛がられているようだった。

　ミントティーを啜すすりながらそこんとこどうなのと問えば、シロがふっと鼻で笑った。

「先日、酔ってひどい目に遭ったから、近づきたくないんでしょう」

「へえ。ひどい目ねえ」

　クロは酔うとどうなるのだろうか。

「案外泣き上戸とかだったりするわけ？　クロって」

「いえ、そういうことではなくてですね。──酔って前後不覚になったところを僕に組み敷かれたから、もう二度とミントは口にしたくないんだと思いますよ」

「ぶっ……！」

　口に含んでいたミントティーを、まるで漫画のように吹き出してしまう。

　──今、しれっととんでもないこと言ったぞ。この猫野郎。

　澄ました顔をして、シロはミントティーを口にする。

　どうやらこの覇権争いが決定した後に、二人だけで飲んだらしい。そこで、酔ったクロを押し倒したのだそうだ。

「……ひどい目って、お前が遭わせたんじゃないか」

「マタタビより効くってわかってるくせに調子に乗って僕の前でモヒートを飲みまくって、へろへろのべろべろになったんですよ。しかも『お前なんかより俺が上に相応しい。お前を組み伏せてやるぜー』とか可愛くないことぬかすもんで、襲われても文句言うなって話じゃないですか」

「いや、それは言うと思うぞ」

「まあ、前後不覚になるまで飲ませたの僕ですけどね」

「おいおい」

　それならば、ますます諸悪の根源であるシロとは一緒にミント畑に足を踏み入れたくはないだろう。クロの心中を察して憐あわれむ。

「反省はしてなくもないですが、後悔はしてないですね」

　澄ました顔で言うシロに、累は頭痛を覚えた。

「あのさ……。実際のところ、シロはどう思ってるわけ」

「なにがですか」

　シロの返答には、わずかにだがはぐらかそうとする気配があった。

　累はじっとその金色の瞳を見つめる。

「お前、俺に対抗意識持っているだろ」

　そう指摘すると、シロの虹彩の色が薄くなった。それを隠すかのように、目が細められる。

「……なにがですか？」

「クロはお前がピリピリしてんのは自分が一歩リードしたり出し抜いたりしてるからだって思ってるみたいだけど、そうじゃねーだろ？　お前、クロじゃなくて俺に嫉妬してない？」

　苛立っているのは、勝負の行方が気にかかっているからでも、クロに負けているからでもない。

　クロが、累を気にかけているからだ。

　シロは否定も肯定もしなかった。けれどそれは、言い訳が一瞬で出てこなかったからだろう。つまるところ、図星だ。

　街の猫人間たちは、クロとシロほどその上下にこだわっているようには見えない。寧むしろ、賭けの対象にしているほどだ。

　意地になっているのはこの二人ばかりで、そしてシロは、クロと親しくする累に対し、微かにだが敵意のようなものを向けている。

「覇権……っていうか、どっちが上になるかとかそういう話は置いといて……シロは、クロのことどうしたいんだ？」

「──抱きたいですよ」

　思いの外あっさりと返ってきた言葉に、訊いた累のほうが動揺してしまった。

「あ……そう、なの？」

「抱きたいですよ。三毛猫様の今回の件がある前から、僕はクロを抱きたかったんですから」

　シロは一度喋ってしまえば箍たがが外れたように、心の内を吐露する。

　平素と変わらぬ口調のようだが、その言葉には熱がこもっていて、話を振ったくせに累はどぎまぎしてしまった。

「二人は……その、幼馴染みって聞いたけど」

「そうですね。子猫の頃から互いのことは知っています。あいつのことなんてライバルとは思ってませんけど、対抗意識燃やしてくるもので僕も大人げなく相手をしてしまいましてね。気が付いたら切せつ磋さ琢たく磨まし合っていて三毛猫様の近侍になっていましたよ」

　それは己の優秀さを自慢しているのか、それともクロも出来る子なのだというアピールなのか、なかなかシロの心中も複雑そうだ。

「じゃあ、今まで幼馴染みというかライバルというか、そういう付き合いしてたわけだろ」

「あいつが僕のライバルになんてなれませんけど、まあ、そうですね」

「なのに、突然襲うってひどくね？」

　もう少し情緒というものはないのかと窘めれば、シロは柳眉を思い切り寄せた。

「突然でもないです。こっちがどうアプローチしたって万年あの調子なんですよ、あいつは。いつまでたっても子供で……本当に嫌になる」

　忌いま々いましげにぼやくシロだが、彼の調子で察しろというのは酷な気がする。慣れてみれば所謂「ツン」というやつなのだろうが、綺麗な顔を歪ゆがめて「嫌になる」と言われてしまったら、嫌われていると思っても仕方がないだろう。しかも、一事が万事この調子ではなおのことだ。

「わかりやすく『好きだ付き合ってくれ』って言えばよかったんじゃないの？」

「そんな情緒のないことできませんね。ていうか、僕別にあいつのこと好きなわけじゃないんで」

「別に俺にツンデレとか発揮しなくていいよ」

　だったら「酔わせて襲う」という所業に情緒はあるとでもいうのか。その是非は置いておくとしても、確かにそれでクロは嫌でもシロを意識しただろう。

　だがそれにしては手段が荒っぽすぎるのではないだろうかと、流石にクロに同情した。

「でもさぁ……」

「はい」

「本当に好きなら、どっちでもいいんじゃないのかなー……とか。抱くとか、抱かれるとかさ」

　自分たちのことと重ね合わせてしまい、そんな風に言ってみる。クロのフォローというよりは自己弁護の向きの強い科白に、それに気が付いたわけではないだろうがシロは表情を歪めた。

「はあ？」

「い、いや、ほら！　クロは抱かれるのが嫌なんだろ？　シロはクロのこと好きなら、どっちだっていいとか、思わねえ？」

　累の言葉に、シロは作り物のように綺麗な顔をこれでもかというほど顰めてみせた。ゆがめてもなお綺麗な顔のシロは、今までになく大きな溜息を吐く。

「……積極的に求めてくれるんなら、別にそれでもいいですよ。でも『抱かれるのは嫌だから』とか『なんか怖いから』とかいう消極的な理由、あんまりじゃないですか？　……そんなの、僕が可哀想だ」

　シロの言葉に、累の心臓は大きく音を立てて跳ねた。

「そもそも、それでちゃんと勃ぼつ起きしてくれんならいいですけどね」

「お前、そんな綺麗な顔して勃起って……」

　そんなどうでもいいことにツッコミを入れながら、累は顔面から血の気が引くのを感じた。

　自分と映次がしていたやりとりは、まさにこういうことだったような気がする。映次は、累には直接は言わなかった。

　けれど累が抵抗をする度、俺のこと好きなら抱かせてくれたっていいじゃないかと言う度に、やけに歯切れが悪かったのは、これが言いたかったのではないのだろうか。

　ただ、それを累本人に言わなかったのは、累自身に気付いて欲しかったから、というのと、それを口にするのは彼自身が傷つくからだろう。

「累？」

「……ちょっとクロと話がしたい。お前はくんなよ」

「えっ……」

「今の話はオフレコにしとく」

　だから安心しろと言い置くと、シロは渋面を作りながらも文句は言わなかった。

　累はミントティーを飲み干し、腰を上げる。そしてすぐにクロの元に戻った。

「クロ」

　クロはミント畑の風上の方向にある地べたに体育座りをしていた。耳と尻尾は相変わらず萎しおれたままで、ぷちぷちと雑草をちぎる小さな背中が憐れに映る。

　クロは名前を呼ばれて、はっと振り返った。

「……累……っ」

　ちょっと涙目になったクロが、累にしがみついて来る。見た目の年齢よりも少々幼い行動に、置いて行ってしまった罪悪感を覚え、累はクロの頭を撫でてやる。

「ごめんな。次マタタビのほう行こうか」

「でも」

「シロに時間使った分、お前にも使わないと不公平だろ？」

　シロは来ないよと告げれば、クロはあからさまにほっとした顔になった。

　機嫌が直ったらしいクロは、こっちこっち、と累の腕を引っ張る。猫というより犬のようだなと思いながら、累はクロに導かれるまま歩いた。

　近づいてみると、マタタビ畑の傍には蓮れん華げ畑が広がっていた。

「累はそこに座ってて。俺、花冠作る！」

　マタタビのほうがメインじゃなかったのかと思いながらも、わかったと頷く。

　二十代も半ばの男に花冠もないだろうが、クロが嬉しそうなのでよしとした。クロは見かけによらず器用らしく、あっという間に花冠を作って持ってくる。

　蓮華の花で作られた冠には、ところどころにマタタビが飾られていて、随分と可愛らしい。クロはそれを頭の上に載せてくれた。

「ありがとう」

「へへ」

　満足そうに笑って、クロは累の傍らに腰を下ろす。ぴこぴこと楽しげに動いている尻尾が可愛い。

　冠の材料のあまりなのか、マタタビをくんくんと嗅いでいた。

「──マタタビは平気なのか？」

　なんの気なしに問いかけると、クロの手からマタタビがぽろりと落ちた。

　表情が固まり、顔面蒼そう白はくになったクロに、累はぎょっとする。

「クロ？」

「あいつから、なんか聞いたのか……？」

　クロの大きな目が零れ落ちそうなくらい開かれ、累は己の失言に気付く。ライバルだと思っていた相手に襲われた、という話はクロには心の整理がついていない話題に違いない。

　今更誤ご魔ま化かしても仕方がないので、殊更に平静を装って頷いた。

「ああ、うん。ちょっとだけ。別に余計なことは聞いてないぞ」

　クロは顔を青くして、赤くして、そしてもう一度青くして、膝を抱えた。

　己のフォローの下手さに申し訳ない気持ちになる。

「あいつ、ほんと最低」

「まあ、酒……じゃないか。ミントの力を借りて前後不覚になった相手とことに及ぼうってのはよくねえな」

「……そこまでして、覇権が欲しいのかよ、って……見損なった」

　ぎゅっと唇を引き結び、クロが泣きそうな顔をして膝に顔を埋めた。

　悲しんでいるクロの後頭部を見ながら、おや、と意外に思う。

　話を聞く限り、クロもまた、シロを憎からず思っているような、思っていたような口ぶりだ。

　シロの話によれば、力が欲しくて既成事実を作ろうとした、ということではないらしいが、クロは当然ながら誤解しているようだ。彼らの状況と、その後シロがフォローしていないのであれば、それも致し方ない。

「クロはさ、シロのことどう思ってるんだ。覇権うんぬんの話は脇に置いておいて」

「……俺は」

　言いながら、クロは地面のクローバーをぶちぶちと引き抜く。

「……抱かれたく、ない」

　抱きたい、とは似て非なる言葉が出て来る。

「それは──」

　不意に足元に影が差し、顔を上げると、そこにシロが立っていた。内緒にしてほしい、というように、シロは人差し指を自分の唇にあてる。

　俯いたままのクロは、シロが近くにいることに気付かない。

「だって……なんか、怖い」

　抱かれることも、そのことで関係が変わってしまうことも。
















　小声で聞き取り辛かったが、クロはぼそぼそとそんなことを言った。その言葉に、胸がぎくりとする。

　自分は、どうだっただろう。映次を抱きたいかと言われると、違う気がした。

　クロの言う通り、累は怖かったのだ。

　なんだか負けたような気がして、自分が自分でなくなるようで、怖かった。それだけだった。それだけのことで、彼の求めを拒んだのだ。指が震えるのは、罪悪感か、自分が彼にしたことで捨てられる恐怖か。

　息が詰まりそうになりながらシロを見上げれば、彼は不機嫌そうな、けれどどこか愛いとおしそうな気色を浮かべながら顔を顰めてみせた。

　その表情に、胸をきりきりと締め付けるものが、ふと解ける。

　──クロとシロって、俺たちなのかな。

　深層心理の表れか。深層、というほど深みのある話ではないが、クロとシロという別人格を俯ふ瞰かんで見ることで、自分たちの関係がいやでも浮き彫りになる。そういうことなのだろう、きっと。

　──なら、もう目が覚めてくれたっていいだろ。

　後悔はした。もうわかった。

　クロは累で、シロは映次の投影、であるならば、随分とつまらない意地の張り合いをしているものだと思える。きっと、自分たちの関係も、傍はたから見ればそんなものなのだろう。

　それならば、あんなに依い怙こ地じになるのではなかったと、後悔が過る。

　自分がもっと早く認めていれば、少なくとも映次はあんな目には遭わなかったのではないかと、胸が潰れそうになる。

　──覚めてくれよ、もう、わかったから。

　だから今すぐ起きて、病院へ行って、映次がどうなっているのか知りたい。

　映次が目を覚ましたときに、目の前にいるのは自分でありたかった。それなのに、夢から覚めないのは何故なのか。なにが足りないのか。







　映次は、早いうちから自分の性嗜好を自覚していて、普段は特別それを気にした様子もなかった。高校生のときに友達になって、年上の男性と付き合っているんだ、と告白されたときは、驚きはしたが軽蔑するとか引くとかいうこともなくて、ただ「そうか、男が恋愛対象なのか」と思っただけだった。

　──どうして、俺にそんなこと言うの？

　そんな大事な話をしてよかったのかと問えば、映次は少し驚いた顔をして、それから微笑んだ。

　──累は多分、俺を軽蔑したり忌避したりしないかなって思って。

　つまり、累のことを信じて打ち明けてくれた、ということらしい。信じてくれたのは嬉しかったが、それでも何故自分にだけなのだろうとも思った。

　勿論口外する気も避ける気もなかった累は、その後も普通に映次と友人関係を築いていた。

　が、偏見がなかったというよりは、差別的になれなかったのは累自身が自覚がないにせよバイセクシャルだったからなのだろうな、とも今は思う。

　体育の時間に、彼の素肌を見て、自分の知らない男がいやらしい気持ちで触っているのか、と想像してちょっとした罪悪感に駆られたりもした。その頃は別に彼を恋愛対象として見ていたわけではなく、年齢なりにエロ事に関心があったのだ。

　二人の関係が変わったのは、大学三年生のときだった。

　当時は互いに別の大学に通いながらも、頻繁に遊びに行ったり飲みに行ったりする仲で、互いの恋愛話もしていた。連戦連敗の累とは違い、映次はそれなりに恋人がいたようで、それが羨ましくも寂しくもあった。

　ある日、映画に行く約束をして待ち合わせ場所に向かうと、既に待機していた映次が顔を腫らしていた。明らかに誰かに殴られたようで、唇の端が切れ、青い痣あざができている。

　──映次！　どうしたんだよそれ。

　──え……？　ああ、別に平気。いいから映画に行こうよ。

　平気平気、と笑う映次は、せめてドラッグストアに行こうと心配する累の言葉を聞きもせず、映画館に引っ張っていった。勿論、映次のことが気になって落ち着かず、映画の内容など頭に入って来ない。

　その後も、のらりくらりと躱かわそうとする映次を問い質せば、やっと返ってきたのは「父親に殴られた」という一言だった。累は子供の頃、父親にげんこつをくらったり母親に尻を叩かれたりしたことはあったが、長じてから手をだされたことはない。それも、痣ができるほどになんて。

　──なんで!?　そんな……。

　──恋愛対象が男だって、言った。

　映次の言葉に、累は瞠どう目もくした。

　──同性が好きだって、……俺は、同性しか好きになれないって、カミングアウトしてきた。

　──……なんで、言っちゃったんだよ。

　今までずっと隠してきたことを、どうして今このタイミングで言ったのか。そういう気持ちで問うたが、累の言葉に映次は悲しげに眉を顰めた。

　──累も、そう言うんだ。

　──は？　そう言うって、なんだよ。

　──同性愛者は、本当の気持ちを言うのも駄目ってこと？　男が好きだって言って、なんで駄目なんだよ。自分に正直に生きたら駄目なのかよ。ただ誰かを好きになることが悪いって……。

　──映次。

　累は映次の名を呼んで、腕を引いた。

　映次ははっとして、累の顔を見る。その瞳が迷子のように不安げに揺れ、そしてじわじわと緩む。

　自分より、図体は余程大きいけれど、あまりに頼りない様子に累は優しく、宥めるように映次の腕を撫でた。

　──落ち着け。駄目なんて言ってない。駄目なわけあるかよ。

　大丈夫だ、となにか勝算があって言ったわけでもなかったが、無む暗やみに力強く言った累の言葉に、映次は頷いてくれた。

　後々詳しい話を聞いたところによれば、当時付き合っていた相手との別れ話が拗こじれ、その痴情の縺れに家族が巻き込まれた、という話だった。自発的に言おうとしたわけではない。言うとしても、心の準備が出来てからにしたに違いない。

　だが、映次の望まぬタイミングで、映次は家族に性嗜好が露見してしまった。

　それから、彼が親と折り合いが悪くなったのも知っている。

　高校生の頃は映次のほうが、家族を避けていた。それはまだ男を恋愛対象として見ているということに悩んでいて、家族を悲しませると思っていたからだ。

　けれど、カミングアウトをした映次に、彼の家族は連絡をとらなくなった。

　大学に進学してから、映次はずっと一人暮らしだ。無理をすれば実家から通えない距離ではなかったのにそうしたのは、恐らくこういう事態を見越していたのだろう。

　今まで深く詮索をしなかった累に、映次はそんな身の上話をぽつぽつとした。同性愛者だと自覚してから、家族の中で自分だけが異端のような気がして、心を許すことができなかったこと。きっとこれからも、その溝が埋まらないだろうということ。もう、とっくにそれを諦めてしまっていること。

　彼の話を聞きながら、いつの間にかぼろぼろと泣いていた累に、映次はふっと頰を緩めた。

　──なに笑ってんだよ、映次。

　ずる、と洟をすすりながら言えば、映次はうん、と顎を引いた。

　──俺のために泣いてくれる累が愛しくて。

　愛しい、なんていう単語を使われたのも初めてで、一瞬なにを言われているのかわからなかった。

　──俺が落ち込んでたのって、家族に性癖がばれたからでも、家族から見放されたからでもないよ。

　──え……。

　──もしかしたら累も、こんな風な目で俺のこと見るのかなって思ったら、すごく、すごく悲しくて。

　こんな風な目、というのは、家族から向けられた視線のことだろう。

　ならば今、自分はどんな目で映次を見ているのか。

　じんわりと滲んだ映次が、微笑む。

　──俺、累のことが好き。

　──え、ああ。うん、俺も。

　──そういう意味じゃないよ。恋愛として好き。……ずっと、好きだった。

　累にとっては唐突に思えたその告白も、映次にとっては違ったらしい。

　彼は戸惑って狼ろう狽ばいする累に笑んで、ポケットから定期入れを取り出し、その中に挟まっていた紙片を翳かざして見せる。

　和紙に、少し色あせた四葉のクローバーが張られていた。それには、見覚えがある。

　累の表情を見て、映次は「覚えててくれたんだ」と微笑んだ。

　──それ。

　──高校のとき、累からもらったやつ。

　ずっと大事に持っていたんだ、と映次が言った。いつから自分のことが好きだったのだろう、と累は今まで映次と過ごしたときのことを思い出した。

　思い当たる節は、あるようなないような、微妙なところだ。けれど、思い返した映次との日々に、いやなことは一つもなかった。

　──……好きです。累が。

　──映次。

　──断ってくれても、いいんだ。きっと累は、それでも俺のこと気持ち悪いとか思ったりしないと、思う。だから……でも……ただ、俺が、累のことを好きだって伝えたいっていう、わがままだから。

　そう言いながら、彼の指先は震えていた。

　その顔が可愛くて、自分よりずっと大きな体をした彼が頰を染めて緊張しているのを見て、喜ばせてあげたい、幸せにしてやりたい、と累は思ったのだ。

　だから、ＯＫをした。

　なのに、噓だろ、と瞬時に返されてちょっとむかついた。むかついたので彼の秀でた額を叩いてやったら、ぱちんといい音がした。痛いよ、と言いながら映次は涙を零して笑った。

　そして、そのまま無理矢理キスしてやった。

　経験が多いわけでもなく、照れと怒りに任せて引っ付けたので、歯が当たってしまったのは恥ずかしい思い出だ。

　お互い痛む唇を押さえながら、顔を見合わせて笑ってしまった。

　──俺からもしていい？

　そう言って、返事もしないうちから映次は累にキスをした。思えば、映次は昔から物腰は柔らかいが少し強引なのだ。触れるだけのキスは、累が仕掛けたものよりも何倍も丁寧で、何倍も優しかった。

　映次の好きなところは、沢山ある。優しいところ、かっこいいところ、可愛いところ、面倒見のいいところ、わがままな累になんだかんだと付き合ってくれるところ。一緒に馬鹿をやることもできるし、真面目な話もできる。食の好みも合うし、酒は楽しく飲める。時折喧嘩をしても、家族のように、仲直りできる。

　映次の家族は、彼の手を離してしまったけれど、きっと自分はいつまでも繫いでいようと、そう思っていた。







　不意に黙り込んだ累に、怪訝に思ったのかクロが顔を上げる。

「……累？」

　顔を上げたクロは、目の前にシロがいることに一度驚き、そして累の顔を見てまた目を瞠った。

「どうしたの!?　泣いてるの!?」

「あ、いや……」

「泣くなよ……泣いちゃ駄目だ」

　どう慰めていいものか迷っているらしく、しどろもどろにクロが言葉を繫ぐ。

　必死になっているクロの後ろでは、シロが不機嫌そうな顔をしていた。全力でクロに構われる累が羨ましいのだろう。

　──だったら意地悪なんてしなきゃいいのに。

　見た目は累とそう変わらない年齢の青年で、言葉もそれなりに慇いん懃ぎんだが、クロに対する言動は殆ど好きな子に対する男子小学生のそれだ。

　もう少し素直に接すればクロも心を開いてくれるだろうにと思うと、もどかしいようなおかしいような気になる。

　残念ながら、クロはシロの想いには気が付いていないようなのだ。

　──映次の投影（仮）の割に、こういうところは全然なんだよな。シロって。

　映次は、天てん真しん爛らん漫まんなタイプで、割と愛情表現もストレートだ。寧ろ累のほうが好きとか愛しているとかいう言葉を口にすることに躊躇がある。

「泣くなよ、な？」

　よしよし、と頭を撫でられて、つい笑ってしまう。ほっとした顔をするクロに抱き付くと、視界の端に映ったシロが、むっとした表情になった。

　累はクロから身を離し、お返しに頭を撫でてやる。猫だから顎の下の方がいいのだろうかと思ってそちらを撫でてやれば、ごろごろと喉を鳴らした。やはり猫なんだなと感心していると、シロが般はん若にやのような顔をしていたので手を離す。

「あ、そうだ」

　ぽんと手を叩き、累は地面に這いつくばるような体勢を取る。

　一体どうしたのかとクロとシロが首を傾げていたが、累は目を皿のようにして蓮華畑を探る。

「あった！　はい、これ」

「え？　なに？」

　クロの赤い首輪に指をかけ、そこに探し当てた四葉のクローバーを挿してやる。

　シロが覗き込み、「これは？」と指さす。

「なにって四葉のクローバーじゃん……って、猫は知らないのかな？　そりゃそうか。幸せになれるアイテムなんだよ」

　へー、と二人とも興味深そうに頷き、クロは「じゃあ俺も！」と挙手をする。

　動物的な視力をもってして、あっさり四葉のクローバーを見つけ出すと、クロは累の花冠にそれを付けた。

「ありがとな」

　礼を言った累の顔を、クロがじっと凝視する。

「なに？」

「うん。累、もう悲しいのなくなったか？」

「──」

　幸せになれるってそういうことじゃなかったんだけどな、と苦笑しながらも、クロの優しさにちょっと泣きそうになった。













　ラストエンペラー三毛猫様のおわす王宮に到着したのは、日が沈む前のことだった。

　目の前の王宮に、累は眉間を押さえる。

　──……俺のセンスって……いや、なにも言うまい。

　道中は欧州っぽい雰囲気だったのに、王宮は何故かアラビアンナイトな世界のイメージで、思わず苦笑いしてしまう。その城下町と城壁には、やはりあの格闘技戦のようなポスターが沢山貼ってあった。やはりこの街の人々も、それぞれがいがみあっているというよりはお祭りを楽しんでいる雰囲気があり、渦中のクロとシロに「給料一か月分つぎ込んだんだから頑張れ」などと声をかける者までいる。

　相変わらず愛想のいいクロと無表情を貫くシロに連れられて、累は王宮に向かった。

　さあ早く、とクロに腕を引かれ、シロに背中を押されて中へと促されるが、途中ではたと気が付いた。

「累？」

「どうかしましたか」

「あ、ええと……」

　──やべえ、俺結局結論出してねえ……。

　そもそもは、クロとシロ、どちらが上でどちらが下になるか、というのが争点だったはずだ。

　──猫なのにタチを選ぶっていう……いや、ダジャレを言ってる場合じゃないんだよな。

　怪訝な顔をする二人に、累はどうしたものかと眉を寄せる。

「累、ほら行くよ」

「行くって……」

「だから、三毛猫様のところだよ！」

「ちょ……待て待て！　俺まだ……っ」

　どちらにするか決めていないのに、と動揺する累をよそに、二人は謁見の間へと累を引きずっていった。

　抵抗する間もなく三人揃って待合室のような場所へ通されてしまい、累は頭を抱える。

　判定人として呼ばれているのに、のこのこと御前に現れて「まだ決めてません」などと言ったら斬り捨てられはしないだろうかと戦おののいた。

　お目通りが叶う前に、なんとか結論を出さねばと対面に座った二人を眺める。

　二人は、意識して互いに逆方向に視線を向けていた。シロはあまり顔色が読めないが、クロはあからさまに不安げな顔をしている。

　クロはずっと、ちらちらとシロのほうを気にしていた。あと少しで、互いの関係が変わってしまうのだから、不安で当然だろう。

　個人的には恐らく自分の投影であるクロを応援したいところだが、互いの投影であるのならば、きっとシロ優位のほうが丸く収まるのもわかっているのだ。

　街の雰囲気は穏やかというか、いっそ楽し気だが、本当は単にセックスの上下が決まるというだけの話ではないのだろう。例たとえば人間なら、受け身側が相手を尻に敷く、というのも可能だが、動物の世界では上が強者で下が弱者という分類になるのかもしれない。動物の世界だからそこに感情論などは存在しないのかもしれないが、だからこそ、簡単に感情に左右されて決めるわけにはいかないとも思う。

　──ていうか、そもそもそういう大事なことを部外者で人間の俺に委ねるのってどうなの？　どうなのよ？　確かに今は猫耳が生えてるけど、俺人間よ!?

　今更取り乱し、頭を抱える。人間と猫の価値観の違いというのはどうしようもないとはいえ、責任の重さに、ざわっと、耳の毛並みが逆立つような気配がした。

「──準備が整いました。こちらへ」

　うんうん唸うなって結論を出せずにいる累を尻目に、迎えの者がやって来る。

　──待ってくれ、まだなんの結論も出してない……！

　助けを求めるようにクロを見る。クロはきゅっと唇を結び、累の手を引いた。シロはそれを一瞥し、ふいと先に行ってしまう。その後ろ姿を、クロは泣きそうな顔で睨んでいた。

「クロ」

「……いこ、累」

　ちょっと涙声になっているクロに、累は狼狽する。先導する使いの後に続きながら、誰も一言も話さなかった。

　クロに腕を引かれたまま連れていかれたのは、だだっぴろい〝王の間〟だった。

　長細い赤絨毯が、入り口から王座に向かって敷かれている。階段を上がった高い位置にある王座には、まだ誰の姿もなかった。二人掛けほどの横幅の王座の両脇には、大きな鳥の羽の団扇うちわを持つ猫耳の少年たちが控えている。

　三毛猫様、と呼ばれる男は一体どんな姿なのか。果たして問われて答えが出せるのか。

　どうしようと内心焦りながら膝をつく。

　無言のまま待っていると、ぎい、と扉の開く重い音とともに、ちょんちょんと拍子木が鳴り響いた。

「三毛猫さまのー、おなーりー」

　外は欧風、王宮はアラビアンナイト風、出で囃ばや子しは和風で、本当に統一性がない。

　もはや己のセンスを疑うのも疲れて、累は膝をついたまま項うな垂だれた。

「おもてをあげ」

　従者と思しき男の声に、素直に顔を上げる。

　両側にいたクロとシロが、ぎょっとする気配が伝わった。視線を投げれば、二人は累と違い、まだ頭を下げたままだ。

「あれ、おもてをあげろって言われたよな」

「一度目で上げちゃ駄目なんだよ、累っ」

　小声でクロに叱しかられ、えっと驚く。

「え、そういうものなの？」

　そういうものだろう、とシロも呆れ声を出す。そんなルール知らないんだから仕方がないだろ、と焦っていると、今度は「拝顔を許す」という言葉が降りて来る。

　シロとクロもどこか焦ったような顔をして、頭を上げた。あまりに常識がないらしい累に、呆れているのか焦っているのか、真っ青だ。

　二人に心中で謝りながら顔を上げると、やっと辿り着いた「王」が座していた。その姿に、累は目を剝く。

　──……え？

　会いたいと思っていたから、思いすぎていたから、夢の中で白昼夢でも見ているのかと錯覚する。まるで凍り付いたように固まった累に、クロとシロが怪訝な顔をした。

「……累？」

　先に声を上げたのは、王座に座る男だった。

　その聞き覚えのある声に、見間違いではないのだと悟る。

「映次……？」

　もう、何日も会っていないような気がする男の名前を、累も呼んだ。

　最後に見たときは真っ白な顔で、ベッドに横たわって、累の方を見てもくれなかった。

　その愛しい男が、猫耳に猫しっぽを付け、何故か着流しのような恰かつ好こうをして「三毛猫様」のいるべき場所に座っている。

「……累ーっ！」

　嬉しそうな声を上げて、映次が王座から飛び降り、駆け寄ってくる。クロとシロがぎょっとして、頭を下げた。

　映次は体当たりのような勢いで、累に飛びついてくる。

「会いたかったよー！」

「あ、うん、俺も……だ、けど」

　ひとまずこの状況を説明してはくれまいか、と累は抱きしめられながら途方に暮れた。
















　三毛猫様の気分が優れないため人払いを──という従者の空気を読んだとりなしがあり、累は映次に連れられて自室へと戻った。

　自室、とは言っても元のアパートではなく、王宮の、王の部屋だ。

　もしかしたら、煉瓦の家のときのように馴染みのある内装ではと期待したが、体育館かと思うくらいの広さの部屋に、天蓋付きのベッドが置いてあるのを見て、形容しがたい気持ちになる。

　現実ではないという事実と、目の前の映次は夢の中の産物であるという現実に、安堵と落胆が綯ない交ぜになって、頰が強張った。

「適当に座って」

　促されて、部屋に置いてある応接セットのソファに腰を下ろす。いかにも高そうな調度品に、場違いな自分を知る思いだ。

　召使いが置いていったというお茶を、映次が出してくれる。

　うっすらとミントの香りのするお茶を啜りながら、累は「それで？」と促した。

「それでって？」

「……どこまで覚えてる？　現実の、世界のこと」

　累が震える声で問うと、映次はお茶を飲む手を止めた。そして、ソーサーの上にカップを置き、苦笑する。

「……事故のことは、覚えてるよ」

　すぐに核心をつく言葉が返ってきて、累は手を震わせる。このままではお茶を零してしまいそうな気がして、累はカップをテーブルの上に置いた。

「累と喧嘩して頭を冷やさないとと思って出て行って、でも累をほったらかしにするのも気が引けて……暫しばらくその辺をうろうろしたりぼーっとしたりして、コンビニでアイスでも買って帰ろうかと思ったんだけど、財布忘れたことに気付いて」

　そして、帰途で信号待ちをしていたら、暴走してきたバイクが突っ込んできたらしい。接触する、と身構えたところまでは覚えているが、そこから先は当然ながら記憶にないと、映次は言った。

「あー俺このまま死ぬのかも……って思って目を閉じて、気が付いたらここにいたんだ」

　しゅるん、と映次の尻から生えている尻尾が動く。

　耳だけの累よりも、猫化が進んでいるのだろうか。それとも、これは現実の彼が、現実の世界から離れはじめていることの表れなのか。そんな想像に、些いささか不安を覚える。

「猫耳の人たちが寄ってきて俺のこと三毛猫様って呼ぶし、覇権がどうこう言われてもわけわかんないし、それがなんでクロとシロどっちがどっちに突っ込むのかってことと繫がってるのかわかんないし」

「そりゃそうだ……」

　そればかりは累にもよくわからなかった。未いまだによくわかっていない。

「……でも、とにかく累に会いたくて。咄嗟に『累に決めてもらおう』って」

「お前のせいかよ」

　自分がこんな事態に巻き込まれたのは、と文句を言えば、映次はごめんねと頭を下げた。

「でも、そのおかげで累に会えたし」

「それは、まあ」

　映次は柔らかく笑んで、累に両腕を伸ばした。恐る恐る近寄ると、包み込むように抱きしめられる。

　大きな腕の中は、嗅ぎ慣れた映次の匂いがした。数日前に抱き合ったときと、なにも変わらない、よく知った感覚だった。愛しさが胸にこみ上げて来て、累は映次にしがみつく。震える体を、宥めるように映次の大きな掌が撫ぜた。

「……累に、また会えてよかった」

「ん……」

「もう二度と会えないかもって、不安だった。会えなかったら、どうしようかと思った。あんな風に別れて、もう二度と会えなかったらって」

　映次が嬉しそうに言うのに、素直に喜ぶことができなかった。

　だってこれは、あくまで自分の夢だ。

　現実の映次は、まだ目を覚ましていない。累にも会えていない。累は映次のベッドの上で寝ていて、映次は病院で治療を受けている。現実には映次は右手を骨折していて、こんなふうに累を抱けるはずがない。

　まだ、「もう二度と会えないかも」のままなのだ。

　それなのに自分の願望の見せる夢が、あまりに幸せで、辛くて、累は映次の胸に埋めた顔をくしゃりと歪めた。

　映次がかけてくれる言葉も、自分が望んでいるから、そのまま表れているだけだ。視界の端に映る映次の尻尾が、これは夢なのだとつきつけてくる。

　──でも、それでも。

　累は、そっと映次の体を抱き返す。

「──つまんないことで、意地張って、ごめん」

　累の言葉に、映次がぴくりと反応を示す。

「……お前を危険な目に遭わせて、ごめん」

　広い胸に額を擦りつけながら謝罪の言葉を落とす。映次は暫しばし黙り込んだ後、少し体を離し、累の目を覗きこんだ。

　見下ろしてくる映次は、複雑そうな顔をしている。

「それ、どういう顔？」

「累が珍しく可愛いことしてくれて嬉しいのと、でも自分だけ悪いって思っちゃってるところにちょっと怒りながらもやっぱり可愛いからどうしよっかなって思ってる」

　なにそれ、と累は笑った。

　手を伸ばして、映次の顔を撫でる。病室で見た映次の顔は白くて、今にもどうにかなってしまいそうで怖かった。けれど今は見慣れた表情と顔色で、夢だとわかっているのに安堵する。

「本当は、多分、俺……別に、どっちでも、よかったんだ」

「なにが？」

「抱くのか、抱かれるのか。相手が映次なら、どっちでも」

　未知への恐怖というのもあった。それに加えて、いつもは割となんでも累に譲ってくれる映次が「絶対に抱く！」と強硬に言うもので、依怙地になってしまったのかもしれない。

　それでもある程度は触れ合って、抱き合うこともしてきたから、ここまでずるずると引っ張ってしまった。

「でも、なんか負けるような気がして……抱かれて、なにかが変わるのが、怖くて……でも本当は、好きな男と抱き合えるなら、どっちでもよかったんだ」

　こんな風に簡単に出せてしまう結論でもめた結果が現状で、映次が目を覚まさなかったらどうしようと、胸が潰れそうだった。

　ぐっと唇を嚙んだ累に、映次が苦笑する。そして、優しく髪を撫でてくれた。

「……累は、悪くないよ」

「俺が悪い。わかってるから、慰めなくていいから、俺のこと怒ってよ。責めてよ」

「責められないよ。……俺だって、意地になってたから」

　ごめんな、と謝る映次に、また涙腺が緩みそうになる。

　優しくされて、優しい言葉をかけられて、嬉しいけれどこれは虚像だと我に返るとひどく空しく、切ない。

「俺も焦りすぎたし。……それに、事故に遭ったのは俺もお前も別に悪くないと思うんだ」

　警察の話では、信号待ちで歩道に立っていた映次にバイクが突っ込んできたのだということだった。映次も、ぶつかったときのことを思い出したのか「あれは避けられない。無理」と肩を竦めた。

「気にするなって、な？　累が気に病むことじゃないんだよ」

　いつもの笑顔でそう言って、映次は累を抱きしめた。

　──でも、これは夢だ。俺の願望が見せる、夢だ。

　繰り返し、累は己を戒める。でも本物の映次も、同じことを言ってくれるような気がした。

　累は映次の服を摑み、ぎゅっと下に引っ張る。不意を衝つかれて屈んだ映次の唇に、自分からキスをした。

「……っ、累？」

　ちゅ、ちゅ、と何度も啄むようなキスをして、累は映次を見上げる。

　涙で滲んだ映次が、目を丸くしていた。累からキスをするのが初めてというわけでもないのに、どうしてそんな顔をされるのかわからない。

　累は小さく息を吐き、そしてもう一度キスをした。

「……映次、しよ」

「えっ……」

　ぎしりと強張った映次の体にしがみつくようにして、無理矢理歩かせる。

　待って、累、と動揺する映次を大きなベッドの上まで押しやって、強引に押し倒した。映次の腰の上に跨またがり、累はシャツをはらりと脱ぎ落とす。映次がごくんと喉を鳴らした。

　すぐにパンツに手を伸ばすと、映次が慌てたように腕を摑んで止めた。

「……なに？」

「なにじゃなくて、ちょ、待って。どうしたんだよ急に」

「……夢でもいいから、今すぐしたい」

　寧ろ、夢から覚める前に、してしまいたい。

　もしかしたら、映次に触れてもらえなくなる可能性がある。これが最後のチャンスかもしれないと思いたくはなかったが、でも。

「しようよ……映次。……して」

　お願い、という言葉は、涙と一緒に喉に詰まった。

　映次はぽかんとしながら、逡しゆん巡じゆんしつつ累に手を伸ばす。吸い寄せられるように身を屈めた累の項うなじに手を回し、映次がキスをする。

「ん……」

　嚙みつくようなキスをしながら、映次は累の背中を抱き、転がるようにして体勢を逆転させた。

　組み敷かれ、息ごと奪うようなキスに、累は必死に応える。ちり、と唇に微かに痛みを感じて息を詰めると、映次がはっとしたように顔を離した。ぴんとのびきった尻尾が見えて、つい笑ってしまう。

「ごめん、大丈夫？」

「ん……平気」

　一体なんだったのかと思えば、猫化したことによる影響か、牙のような八重歯が掠かすったらしい。映次の唇をじっと見つめる。

「なに？」

「ん、舌出してみて映次」

　舌？　と怪訝そうにしながらも、べーっと映次が舌を出す。累は人差し指を伸ばし、その表面にそっと触れた。

　つ、と指を滑らせると、柔らかな舌が固く強張る。それは人間と変わらない構造で、累は首を傾げた。

　映次は顔を引き、口元を押さえて赤面する。

「なに今の……どうした？」

「ん。クロとシロは、猫みたいにざらざらの舌だったんだよね。俺らも半猫化してるけど、やっぱちょっとずつ違うんだなって」

「ふーん……ところで累」

「ん？」

「……なんであいつらの舌の構造なんて知ってんの？　クロとシロって、うちの猫のことじゃなくて、あの子らのことだよね？」

　見下ろす瞳が、少々剣けん吞のんな雰囲気を滲ませ、累は曖昧に笑ったまま固まる。

　それはキスされたからだ、と正直に答えるわけにはいかないので、累は視線を外しつつ「見せてもらったんだよ」と言い訳した。

「ほら、どこまで猫と一緒で人間と一緒なのかなって思って。こっちの世界来たら俺も猫耳生えて来てさ、すごい不安だったから……！」

「ふうん……まあ、猫耳付いてる累は可愛いけどね」

　誤魔化せただろうかとほっと息を吐いたのと同時に、映次が累の足の間に体を割り込ませてきた。

「……っ、映次？」

　強引に足を開かされる形になり、戸惑っている累のパンツを、映次は下着ごと脱がせた。

　そして、あらわになった累のものを優しく握り込む。

「うあっ」

「累は、噓を吐いたり誤魔化したりするとき、やけに早口になって視線がうろつくんだよね」

「ほ、ほんとだって……！」

　声が上擦り、累は視線を彷徨さまよわせてしまう。映次は貼りついたような笑みを浮かべたまま、累のものを揉みしだく。

「累も、ここは人間のままなんだね。安心してね、俺も人間のままだから」

「な、おま……っ」

　羞しゆう恥ちと驚きで口をぱくぱくさせる累を見下ろし、映次はしれっと言ってのける。

　文句を言おうとした累の唇を、映次が塞いだ。

「ん……、んんっ」

　唇を合わせながら、映次の手が累のものを激しく愛撫する。あっという間に固くなり、濡れ始めたそれを、映次は慣れた手つきで扱きあげた。

　初めてではないのに、何故かすぐに体が熱くなる。その速さは戸惑う程で、累は涙目になって映次を押し返した。

「あ……あ……っ、待って、すぐ」

「いいよ。出して」

「やだ、やぅ、っく……」

　優しく導かれるようにして、累は映次の手に熱を吐き出した。

　ふわふわとした快感を纏う下肢に、映次が腰を寄せて来る。太腿に固い感触を覚えて、累も映次のものへと手を伸ばした。

「映次も」

「ん、待って」

　ゆったりとした襦ジユ袢バンのような衣装は、全裸にならずとも目的は果たせるようで、映次は裾を乱しただけで累の上に伸のし掛かってきた。

　自分だけ一糸纏わぬ状態なのが恥ずかしかったが、今はただ映次を受け入れることが先決だと思い、口を閉じた。それに、服を脱ぐ間も惜しいほどに求められていると思うと、嬉しかった。

　開いた足の間に腰を割り込ませ、映次が既に固く立ち上がったものを、累のものへと擦り合わせる。

　いよいよかと覚悟していると、累の足を閉じさせ、映次はぴっちりと合わさった太腿の中に己のものを挟んだ。

「ひやっ」

　ぬるんと足の間を行き来する感触に、背筋がぞわぞわとする。足の間から出てくる映次のものがちらちらと頭を出し、同時に累のものを擦った。

　不安定に擦れるそれは視覚的にもいやらしくて興奮する。足を摑まれ揺さぶられながら、累はじわじわと腰元から伝でん播ぱする気持ちよさに「ふぐぅ」と唸った。

　腰を打つ音と、ベッドの軋きしみに、セックスをしているのだと意識し、けれどこれでは今までと変わらないと頭を振った。

「あ、あ……映次、映次っ」

「……累……」

「違う、こんなん……ちゃんと」

　ちゃんと抱いて欲しいのに、と上擦る声で累は訴える。

　映次は優しく笑って、うん、と頷く。けれど、「ちゃんと」しようとはしてくれなかった。

　累の体を横おう臥がさせ、後ろから抱きしめるような形で映次が揺さぶってくる。こんなの違うと言いながら、ちゃんと反応して熱を上げる体に泣きたくなった。

「累」

「あっ、あ」

　後ろから喉や顎の下を擽くすぐられ、累は身悶える。猫耳が生えているくらいで特に変化はないと思っていたのに、そこを触られると無意識にごろごろと喉が鳴った。

　可愛い、と囁く掠れた声に、体が痙けい攣れんする。

「やぁ……映次、俺、ちゃんと……」

「うん」

　ふっと耳に息を吹きかけられ、反射的に体が跳ねる。それを皮切りに、溢れるように体を満たし始めた快感に、累はシーツをきつく握りしめて堪えた。

　無意識に逃げた体を、映次はまるで押さえ込むようにして抱きしめてくる。

「映次、……あっ、あ！　あっ！」

「累、可愛い」

「ひぁっ、や、ぁ！」

　興奮に上擦る声で累の名を呼びながら、映次が累の猫耳に歯を立てる。痛いようなむず痒がゆいような感覚に、累は脚をばたつかせた。

　映次は一旦体を離し、累の膝裏に手を入れて、再び仰あお向むけに転がす。そしてまた、太腿の間に熱く固くなったものを差し込んで、擦り上げてきた。

「あ……、ぁ……！」

　先程までより一層激しくなった動きに、追い立てられて累は達した。

　少し遅れて、映次も累の腿と腹の間で精液を吐き出す。腹に触れた熱いものを意識するだけで、体が震えた。

　荒い息を吐き、シーツにまだ余韻の残る身を横たわらせていると、映次が優しくキスをしてくる。

「好きだよ、累」

「ん……」

「今度は、ちゃんと最後までしたい。抱きたい」

　そんな風に優しく囁かれて、累は思わず勢いよく起き上がった。その拍子に体がぶつかり、その勢いのまま映次を押し倒す。

　映次は唐突な累の猛攻に、目を瞬いた。その様子が可愛くもあり、腹も立ち、累は唇を嚙む。

「累……？」

「なんで、今度なの？」

　今度なんて、あるかどうかわからないのに。

　そんな不吉な言葉は、夢の中だとわかっていても飲み込んだ。

「どうして、今抱いてくれなかったの」

　もしかしたら、今度がないかもしれないのに。

　何度も言いそうになって、喉につかえて飲み込んだ言葉は、鉛のように重たく、胸の奥に沈んだ。

　映次は困ったように笑い、そして累の頭を撫でた。泣きながらその手を払うと、また撫でられる。払い除のけ、撫でられ、払い除け、撫でられ、ついに諦めたのは累のほうだった。

　ぐす、と洟をすする音が、広い部屋に響く。

「……どうせなら、初めては夢の中でじゃなくて、現実の世界で累を抱きたい」

「え……」

　ぽつりと呟かれた声に、累は顔を上げる。

「それに、猫耳じゃしまらないし。……猫耳の累はすっごく可愛いけどね」

「……ばっかじゃね」

　よしよしと猫耳を撫でられて、累は吹き出す。

　お前だって可愛いよと言えば、映次は複雑そうな顔をした。

「ちゃんと起きるから。そしたら、本当の俺で、今度は夢の中じゃなくて、お前を抱きたい。……いいかな？」

　問われて、累は泣きそうになった。

「ダメなわけないだろ、馬鹿！」

　堪え切れずやっぱり泣きながら、映次に抱き付く。
















「待ってるから……俺、ずっと」

「そんなに待たせないよ。起きたらちゃんと、会いに行くから」

　約束、と言って、映次は累の唇に、今日何度目かの優しいキスをした。

　今が夢でも、映次と自分に猫耳が生えていても、映次に会えて、触れ合えたことが嬉しい。

「帰ろう、家に。猫のクロとシロも、待ってるよ」

　こんなお伽の国ではなくて、マンションに帰りたい。

　映次もうんと頷いた。

「もう二度と離れて行かないで。──俺を置いて行かないで」

　ぎゅっと背中を抱き寄せれば、映次が頷くのがわかった。

「うん、ごめん。ごめんね」

　不安にさせて、ごめんね。

　そう言って、映次は累の体をきつくかき抱く。

　どうしてこれが現実ではないのだろうと、口にすることはできなくて、累はただ唇を嚙んで涙を零した。







　そんな風に盛り上がってしまったが、はたとクロとシロを待たせたままだったのを思い出した。王の御前で、累が判定を下す、という話だったが、映次との再会で有う耶や無む耶やになったままだ。

「あのさ、映次。クロとシロの覇権……まあぶっちゃけた話、どっちが上になるか下になるかって話だけど、あれどっちにすればいい？」

　問われて、映次は首を傾げる。

「……なんか、俺たちみたいなことで悩んでもめてるよね。うーん……」

　ぴこぴこと耳を動かしながら、映次が苦笑する。可愛くて和んでしまうが、それどころではない。

　映次は累を抱いていた腕を解き、テーブルの上にあったハンドベルを鳴らした。足音もなく、召使いのような衣装をまとった猫耳の青年が現れる。曰いわく、今シロとクロは中庭にいるとのことで、二人で向かうことにした。

「で、どっちにする？」

　道すがら、あの二人は映次の飼い猫のクロとシロでもあり、自分たちが投影された姿なのではないか、と伝えた。

　結局のところ、シロとクロの今後を累に委ねる、というのは、累に映次との関係に結論を出せ、ということでもあるのだろう。どちらが受け身側になるのか──映次が抱きたいという希望に、累が応えるつもりはあるのか、という。

　クロの気持ちもわからないではないのだ。累もほぼ負け戦に反発していたから。

　けれど、そこでクロを上位に選んでも、恐らくクロはシロを抱けないだろう。彼もまた、シロに負けたくないというだけでシロを抱けるかと言ったら微妙なところだからだ。

「……もしシロとクロが俺らの投影だったとしても、そういうのって誰かに決められることじゃないと思うんだよね」

　彼らの後ろには、一族すべてがいるのだろうけれど、そういうのがなくてただの恋愛関係だったら、やはり他人が嘴くちばしを突っ込むのは野や暮ぼというものだ。

　累だって性格上、お前はこうなんだ、こうしろ、と言われれば反発を覚えてしまう。

「それに、クロが俺なら……もう答えは自分で見つけてると思うんだ」

　それだけを伝えると、映次は一瞬目を丸くして、それから笑った。

「それもそうか」

　柔らかな声で言って、映次が累の頰に唇を寄せる。

　あの二人はどこへ行ったのかと探していると、中庭から「にゃぁ」と鳴く声が聞こえた。

「……あっちかな？　クロの声みたいだけど」

「うん、行ってみようか」

　クロ、シロ、と一度呼び、中庭に降りてみる。庭というにはだだっ広く、まるで自然公園のような作りの場所から二人を見つけるのは大変そうだ、とげんなりする。

　二人で肩を並べて探し回っていると、またか細い鳴き声が耳に届いた。

「あっちのほうから聞こえる。クロー？」

　四あず阿まやの建てられた池の方に顔を向けると、黒色と白色が見える。いた、と声をかけようとすると、映次に腕を引かれた。

「ちょ、なに」

「しっ」

　静かに、と言われて怪訝に思いながら口を噤む。数秒と経たぬうちに、四阿から何度目か「にゃあ」という声が響いた。

　その声は苦しそうに上擦り、泣きそうにも聞こえる。

「やっぱりクロの声みたいだけど……またシロにいじめられてるんじゃ」

「ちょ……累っ、わざとなの!?」

「わざとって、なにがだよ」

　焦った様子の映次に、一体なんのことかと顔を顰める。

　だがすぐに、鼓膜に刺さった声に、累はぎょっとした。

「いやぁ……っ！」

　悲鳴じみた泣き声をあげて、四つん這いになったクロが、泣きながら四阿から顔を出す。けれど、すぐにその背中に覆いかぶさったシロに潰されてしまった。

「にゃあ……っ」

「逃げるなよ、クロ」

　やっぱりいじめられてるんじゃないかと声をかけようとして、はたと硬直する。クロの下肢が、裸に剝かれていた。

　クロとシロは重なり合っていて、いくら鈍い累でも一目でなにをしているのかわかった。口をぱくぱくさせ、累は映次と二人を交互に見比べる。映次はとっくに状況を察していたのか、顔に手を当てて、はあと溜息を吐いた。

　──俺まだ判定してないんだけど!?　どうしてこうなってんだ!?　あ、いや、二人が結論出したならそれはそれでいいんだけど、でもでもいきなりこんな……っ、ええええ!?

　あわあわと狼狽えながら赤面していると、クロが幼さの残る声で鳴いた。

「ふにゃぁあ」

　背後から伸びてきたシロの手が、クロの喉を擽る。体を震わせ、顔を真っ赤にして泣いていたクロが、抗あらがえぬままごろごろと喉を鳴らした。

「もう、やぁにゃ……っ」

「嫌ならこうはならないだろう。それともお前、嫌なくせに……こんなに感じるわけか？」

　びくん、と体を震わせたクロが、シロに抱かれたまま射精する。まだ達している体を容赦なく揺さぶられて、また「にゃあ」と鳴いた。

　逃げようと地面を搔くクロの腕を摑んで、シロはがんがんと腰を打ち付ける。

　完全に出歯亀状態になっていて、累と映次はどちらからともなく赤面する。

　合意なのかな、と小声で呟くと、映次も声を潜めて多分ね、と言った。

　どうやら、累が判定する必要もなしに、なんとなく納まるところに納まってしまったらしい。

　それはつまり、累が映次に抱かれる覚悟をした、ということとリンクしているのだろうか。

　映次もそのことはわかっているのかもしれない。ちらっとうかがうと、困ったように顔を赤らめて視線を逸らした。

「……下半身、ちゃんと猫なんだなあいつら」

　感心したように呟く映次の頭を、累は無言で叩く。

　シロのものはクロの中に入っていてよく見えなかったが、クロのものは明らかに人間のものとは様子が違っていた。それと似た、もしかしたらもっと大きなものが捻じ込まれているのかと思うと、累は今更クロに同情心を覚える。

　だが、その顔は明らかに快感にとろけていて、痛いとか苦しいということで泣いているわけではない、というのは傍はた目めからでも大いに察せられた。ただ、とてつもなく恥ずかしそうだ。

　そうしている間に、またクロが可愛らしい悲鳴を上げて達する。既に何度も達しているのか、あまり射精はしていないようだ。ひくひくとしゃくり上げて、覆いかぶさるシロに首筋を嚙まれながら、クロは「もうやめて……」と弱々しく訴える。

「いいって言ったのはお前だろ、クロ。一回入れたら暫く抜けないのも、わかってるだろ」

「お、俺は……累が『好きな男と抱き合えるなら、どっちでもよかった』って言うのに、きょ、共感しただけで……こんな、こんな」

　──は？

　突然引き合いに出された自分の名前に、累は目を丸くする。それをクロとシロの前で言った覚えはない。

　つまり、こちらのラブシーンを覗いていたのだろう、あの二人は。傍らの映次を見ると、苦笑しながら「覗きはお互い様だな」と嘆息した。

　シロはクロの首元に嚙みつきながら、がんがんとその小さな体を揺さぶっている。

「うにゃ……、にゃぁ、にゃっ、にゃぁ……っ」

「お前は僕のものだ。いいな」

「ひ……」

　ひんひんと泣きながら、クロが頷く。

「にゃんっ、あ、にゃぁ」

　うにゃあぁ、と一際甘く泣いてクロが達する。それでもまだ甘い責め苦は終わる気配がなく、累と映次はクロの悲鳴を聞きながら無言でその場をあとにした。

　ゆっくりと王宮の廊下を歩きながら、先に口を開いたのは映次だった。

「あれがほんとのにゃんにゃん……」

「お前いつの時代の人間だよ」

　古臭すぎる表現を口にした男にたまらずに突っ込むと、映次は乾いた笑いを浮かべて頰を搔いた。

　反射的に映次を責めたものの、これは累の夢なわけで、再び己のセンスに落ち込む羽目になる。

「まあ、お茶でも飲んでゆっくり……──」

　あのだだっ広い部屋に足を踏み入れながら、恐らく、現実世界に戻る方法を考えよう、と続くはずだった科白を映次は途切れさせた。

　その原因は、累が後ろから抱き付いたからだろう。

「……累？　どうしたの」

　ぎゅうぎゅうと力を籠めて絡む累の腕を、映次は困ったように笑って外そうとする。だから、もっと強く腕に力を入れた。

「累、苦しいよ」

「……好きだよ、映次」

　唐突に落ちた告白に、映次は固まった。腕から伝わる鼓動は、速い。

「今度はちゃんと、抱いてね。……猫に先越されてちょっと悔しい」

　累の科白に、映次が笑う気配がした。

「……当たり前だよ。現実に戻ったら絶対に抱くから、覚悟しといて」

　くるりと体を反転させて、映次は大きな腕で累を抱きしめてきた。そして、唇に触れるだけのキスを落とす。

　累を抱くまで絶対に死ねない、と割と洒落しやれにならないことを言うので、お互いに笑みを零した。













　にゃーん、という声とともに、累は瞼を開いた。

　広がっているのは、異国情緒のある天井でも、お伽ばなし風の森でも、ゲーム画面に似た風景でもなかった。

　見慣れた蛍光灯は、映次の部屋のものだ。

　にゃあ、と鳴きながら、映次の黒猫が累の頰を舐めた。そうされてみて、自分が泣いていることに気が付く。

「クロ……」

　ぺろぺろと顔を舐めるクロを撫でると、胸のあたりに白猫がのしっと乗りあがった。

　つんと澄ました表情で累を見下ろす。また、クロが累を構うので怒っているのだろうか。けれどシロは、尻尾をしゅるんと累の顔へ伸ばし、頰を撫でた。

「……なに、お前も気ぃ遣ってくれるんだ」

　クロが悲しみますからね、とでも言いたげに、シロがにゃあ、と鳴く。

　どれほど泣いていたのか、びしょびしょに濡れた頰を拭って、累は身を起こした。念のため、窓の外を覗いてみる。

　そこに広がっているのは、見慣れた住宅街の景色だった。

「……はは、なんか変な夢、見たな」

　誰に言うでもなく落ちた言葉は、呆れたようでも落胆したようでもあった。自分の口から出た言葉なのに、それがどういう感情を含んでいたか、察する前に搔き消える。

　夢、だった。

　念のため、下着の中を確認してみる。夢の中ではあれほど達していたのに、勃たった気配すらないそれに苦笑した。

　携帯電話で時刻を確認すると、病院から戻ってから数時間ほど眠っていたようだ。日はすっかりと落ちているが、一日と経っていない。

　たったの、数時間。

　夢の中では、結構寝たはずなのにな、と足元に近寄るクロとシロを見下ろす。

「……飯にする？」

　おなかが減って起こしに来たのかもしれないと、累はのろのろと餌場へ向かった。既に空になっている皿に水と餌を入れる。

　いつもなら競うように皿に顔を入れる二匹だったのに、今日はシロがくんくんと匂いを嗅いで、それからまるでクロに譲るように体を避けた。クロはゆっくりと皿に近寄り、いつもと違った落ち着いた様子で、かつかつと食事をし始める。

「……んん？」

　夢の中では覇権がどうたらこうたらと言っていた二匹だったが、これではまるで、シロが弱い立場のようだ。だが、見ようによっては尽くしているというか、尻に敷かれているようにも見える。

　累が寝ている間に、なにがあったのか。

　クロの頭を撫でながら、「お前らどうなったの？」と問うてみる。シロが威嚇するような濁った鳴き声を上げたが、残念ながら猫の言葉はわからなかった。

「……さて、と」

　夢の中でちょっとした冒険をしたが、起きれば現実に逆戻りだ。

　眠りの中で心情に多少の変化はあったものの、それでも映次が目を覚まさなければ意味がないし、累の日常はなにごともないように訪れる。

　これから家に帰って、夕飯と風呂を済ませて明日の出社の準備をしなければならない。

「……じゃ、またな」

　クロとシロの頭をそれぞれ撫でて、累は玄関へ向かった。

　外へ出てドアを施錠し、ふと手の中の鍵を見つめる。

　──……これ、どうしたらいいかな。

　自分がこのまま持っていてもいいのだろうか。

　もし、映次が目を覚まさなかったら、そのうち映次の家族が訪れ、彼の荷物をどうにかしてしまうに違いない。そのときに、自分は介入のしようがない。

　本来ならば身を引くのが筋なのだろうが、累は鍵をポケットの中に突っ込んだ。

「……シロとクロの面倒、暫くみないといけないし」

　それは自分自身に対する言い訳にもほかならなくて、累は苦い気持ちになる。

　そんな事態になる前に、映次には目を覚ましてもらわなければ困るのだ。また来る、と心中で呟き、累は映次の部屋を後にした。







　映次から連絡があったのは、翌朝、出社する直前のことだった。













「病院って、あっさり退院させちゃうもんなんだな」

　自室に戻った映次の第一声に、累は複雑な心境で「そうだな」と返した。俺意識不明だったのにねえ、とのほほんと言う男の後頭部に一撃くれてやろうかどうしようか悩んで、一応頭も打っているのだからと堪こらえる。

　目が覚めた、と朝の七時にメッセンジャーアプリでメッセージが送られてきたときは、見間違いか、それとも見舞いに来た誰かのいたずらかと本気で疑った。

　だが病院に行って確かめようにも、累には仕事がある。まさか休んで見舞いに行くわけにもいかず、やきもきとした気持ちで仕事に臨んだ結果は、勿論あまりよいものではなかった。

　そんなぼろぼろの状態で、転がるように病室へ向かうと、映次は起き上がって見舞いのひとつと思われるパンを齧かじりながら、「よ」と手を上げた。

　あまりにもあっさりしたその態度に怒りが頂点に達し、ぶん殴ってやろうと速足で歩み寄った。

　けれど、半径一メートルまで近寄って、元気で能天気な姿の映次を見た途端、涙腺が決壊した。突然滂ぼう沱だの涙を流した累に映次はぎょっとし、累は大泣きしながら映次の膝元に縋った。

　個室とはいえ誰が入ってくるかわからない場所で抱き付く勇気はなく、さりとて「よかったな」と距離をとって平静を保たもつこともできない。ただベッドに突っ伏して、よかった、と繰り返しながら泣くので精いっぱいだった。

　声を押し殺して泣いていると、頭に映次の手が躊躇いがちに触れてくるのがわかった。それでも顔をあげることができなくて、跪ひざまずくようにして、上掛けに顔を埋めて累は泣いた。

　このまま目が覚めない可能性もあった。

　だから、何度もああしておけばよかったと思うことがあったし、伝えておけばよかったということも沢山あった。でもそれよりもただ嬉しくて、ほっとして、涙が止まらなかった。

　その間も辛抱強く、なにも言わず、映次はよしよしと累の頭を撫でてくれていた。

　これからは、もっと素直に、映次に接しよう、もっと映次を大事にしよう、そう思いながらようよう顔を上げて振り返ったら、点滴を取り換えに来たらしい看護師と目が合って固まった。

　あらー……、とまるでおもらしをした子供に対するような声を上げて、看護師は微笑んだ。

　看護師は微笑ましいものを見るような、申し訳なさそうな顔をして、「よかったですね」と病室を出て行った。

　吞のん気きに相そう好ごうを崩す映次に、累は一瞬前まで大事にしようと思っていた恋人を思い切り突き飛ばしてしまった。それが昨日の話だ。

　──……思い出しても恥ずかしい……。

　病院には色々な人がいたり、様々な人間模様が形成されるようで、看護師は映次と累についてとやかく詮索することもなければ、奇異や好奇の目を向けることもなかった。が、それが余計にいたたまれなかった。

　あれくらいは友達同士でも有り得るし、と自分に言い訳をして、なんとか冷静でいられるように努めたものの、心中は複雑だ。

　映次は目を覚ました翌日には──つまり本日、退院手続きをした。累は午後休をもらい、彼を迎えに行った。

　検査結果に異常は見られなかったが、事故のときに頭を打ったと思われることと、腕にひびが入っているのでこの先暫くは通院する必要がある、とのことだ。

　つまるところ、ほぼ健康体の患者さんは早く病院のベッドをあけてね、ということらしい。

　そんなもんなのか、と思うのと同時に、退院できるほどに異常がないということでもあって、累は心底安堵した。

「ただーいまー！　クロ、シロ、元気してたかー」

　映次が愛猫たちに駆け寄ると、クロはにゃあにゃあと喚きながら飛んできて、シロは遠くに控えて大人しくこちらを見ていた。

　クロとスキンシップをしながら、映次ははっと累を振り返る。

「俺が意識のない間、こいつらどうしてたんだろ……!?」

「心配すんな。俺がちゃんと飯やりに来てたよ」

　累の返答に、映次がほっと肩の力を抜く。

「そっか、ありがとな、累」

「……いいえー」

　ちゅっちゅとクロにキスをしながら、映次はもう一匹のほうにも手を伸ばす。シロは不満げに鳴いて、累の方へと逃げてきた。尻尾を優雅に累の足に絡ませながら、ちらりと映次を見やる。

　んもー、ツンデレめー、と言いながら映次はでれでれになっているが、多分本気でいやなんじゃなかろうかと累は思う。

　シロはわざわざ部屋を大回りして映次の背後に行き、にゃあ、と鳴いた。映次の腕に抱かれていたクロは、ぴくりと尻尾を立て、床へと降りる。

「ああー……」

　もうちょっと遊んでいたかったのに、と言う映次をよそに、二匹は並んで餌場のほうへと行ってしまった。

　寂しげにその背を見送る映次の腕を引き、累は苦笑しながらベッドに座らせた。

　そして、その横に自らも腰を下ろす。

　不意に落ちた沈黙に、映次はそわそわと累を見た。累は目を細めて顔を上げる。

「……退院おめでとう」

「ああ、うん。ありがと。なんか俺、気が付いたらベッドにいて、入院してたって意識が殆どないんだけどさ」

「そっか」

　累は立ち上がり、映次を見下ろす。

「累……？」

　不思議そうに首を傾げる映次に抱き付き、その膝の上に乗り上げた。少々勢いがよすぎて受け止めた映次の体が傾いだが、なんとか堪えてくれる。

「俺は、ずっと怖かった」

「累」

「もう、二度と目が覚めないんじゃないかって……すごく、怖かった」

　実際に映次が眠っていたのは二日程度のものだったが、累はその間長い夢を見ていたせいで、体感的にはもっと不安な気持ちを抱えていたような気がする。

　夢で映次には会えたけれど、それが虚像の映次だと思い知る度悲しかった。
















　今更心を入れ替えたところで手遅れなのではないかと、新しい気持ちが生まれる度に、不安で仕方がなかった。

「ごめんね」

「許さないよ……絶対」

　死んだら、絶対に許さなかった。

　また込み上げてきた涙を飲み込んで、累は映次の唇にそっとキスをする。映次は微かに目を瞠ったが、すぐにそれを受け入れてくれた。

　そして、キスの勢いのまま、ぐぐっと顔を寄せる。なんとか腹筋で堪えていた映次だったが、体重をかけて胸を押すと、あっさりとベッドの上へと転がった。

「累……？」

「映次……しよ」

　腰に跨って、累は自分のシャツを脱ぎ捨てた。

　珍しく積極的な累に、映次は戸惑っている様子だ。そして、一体今日はどっちがどっちの役割なのかと困惑もしているだろう。

「ごめん、腕も痛いだろうし、きっと今体力落ちてると思うけど……してほしい」

　俺も頑張るから、と言いながら、累は更に下も脱ぎ捨てる。全裸になった累が映次のものも脱がそうと手を伸ばすと「ちょ、ちょっと待った」とストップがかかった。

「……なに？」

「あの、それって俺が……累を抱いていい、ってこと？」

　言いながら尾骨の上を撫でさすられて、累はぴくんと身を竦ませた。映次は戸惑いながら答えを待っている様子なのに、徒いたずらにそこを愛撫している。

　答える代わりに、累は身を屈めて唇を重ねる。息継ぎの合間に落とした自分の吐息が、熱い。

　累が映次の胸に身を寄せたままじっと見つめると、彼の喉がごくりと鳴るのが聞こえた。

　その表情を盗み見ると、一体どういう心境の変化なのか、と顔に書いてある。

　累にとっては色々と心境の変化を生む夢と現実の状況だったのだが、ただ寝ていたも同然の映次には、よくわからなくて当然だろう。

　だが説明するのももどかしくて、累は「いいから」とだけ告げた。

　映次は一瞬ぽかんとした後、腹筋を使って身を起こす。折れた右腕は固定されて使えないので、左手だけで累の背中を支えながら、抱き寄せてきた。

「……もう、止められないからね」

「ああ」

「……ちゃんと、最後までするから」

「わかってる」

　あっさりと答える累に、映次は困惑した様子を見せながらも、ベッドサイドの棚から潤滑剤を取り出した。

　片手でもどかしそうにする映次の手を押さえ、累はそれを引き受ける。自分の手と、映次の手にそれを伸ばし、そっと後孔に触れた。

「ん……」

　濡れた指を、自分の中に入れる。長い間を経て、映次の指に慣らされた場所は、あっさりと己の細い指を飲み込んだ。

　自分でその場所に触れるのは初めてで、それなのに、あまりに易やす々やすと受け入れてしまう体に赤面する。

「累、俺にもさせて」

「待って、ん……あっ」

　後ろから回された手が、累の中に指を差し入れる。まだ累の指が入っているというのに一本増やされて、逃げ腰になった。

「あ、あっ」

　たまらずに指を抜くと、すぐさま代わりとばかりに指が増やされる。

　本番まではしていなかったが、恋人になってからずっと弄られ、解されてきたその場所は二本、三本と、簡単に飲み込んだ。

「ひ……っ」

　ぐりっと指を少し奥まで入れられた瞬間、電気が走るように体が戦慄わなないた。

　一瞬遅れてそれが快感なのだと気付き、累は震える手で口元を押さえる。

　──噓、今まで……こんな風になったことない……っ。

　正確には、こんなにすぐ感じたことがない。

　それは、自分の心が頑かたくなに拒んでいたからか、それを悟っていた映次がある程度遠慮してくれていたからかはわからないが、いつも指を飲み込まされるまでは抵抗感があった。

　それは嫌でも感じてしまうことも起因していたのだと思う。どうせすぐ陥落させられるのだから、それまではせめてもの抵抗とばかりに、体が抗っていたのだろう。

　その心の箍を外したら、こんな風になってしまうのかと、未知の感覚に眩め暈まいがしそうだった。

「累……すごい、今日柔らかいね」

「う、く」

　変なこと言うな、と文句が言いたいのに、上擦る喉が甘い声を漏らしそうで必死に堪える。けれど、そんな累の虚勢をわかっているのか、映次は累の弱い部分を的確に暴いた。

「ここ、好きでしょ？」

　もうすっかり知られているポイントを、映次は容赦なく責めてきた。いつもなら累が嫌がってやめるそれも、今日は累がやめてと言わないのでどこまでも追い立ててくる。

「う、ぅー……っ」

　こりこりと、指で撫でられて、累は荒い息を吐きながら映次の首にしがみついた。利き手じゃないせいか、少し不器用に動くそれが、まるで焦じらしているようでもどかしい。

　結果的に益々興奮させられて、累は呻いた。

「や……もう」

「うん、でももう少し待って」

　言いながら、映次は感じる部分を強く押した。

「っ、いく……」

　いきそう、と腰を揺らせば、映次の指が逃げていく。

　戸惑って見つめると、にっこりと笑いながら映次はまた指を入れてきた。そして追い立てて、また累が極めそうになると、逃げる。

「や……っ」

　我慢しきれずに「して」と切羽詰まった累が頭を振って訴えるが、映次は穏やかに「まだだよ」と累を焦らしつつ後ろをぐちゃぐちゃに解す。

「んん、んー……」

　微かに浮かせていた腰を堪らずに落としても、映次の指は追ってくる。だからまた逃げるために腰を浮かせて、けれど膝を支えきれずに落として、と繰り返していたら、まるで誘っているように腰が上下していることに気が付いて恥ずかしくなった。

　時間をかけて広げられたそこが感覚がなくなるくらいに痺しびれたころ、ようやく指が抜かれた。ほっと息を吐いた累の体を横たえて、映次が伸し掛かってくる。右手が不自由なので、いささかやり辛そうだ。

　ちらりと視線を落とすと、映次のものは既に爆発しそうなほど大きくなっていた。

「……ごめん、痛く、したくなくて」

　ごめんね、と繰り返しながらキスで目元を拭われ、累は泣いていることを自覚した。

　弄られ続けた場所はもう殆ど感覚がない。ここまでする必要があったのかという可愛くない文句をなんとか飲み込んで、累は手を伸ばした。

「累……？」

「早く、来いよ馬鹿」

　いつまで待たせる気だ、と今まで散々待たせ続けた自分を棚に上げて累が文句をぶつける。

　瞬間、映次の瞳にゆらりと獰どう猛もうな色が宿った。

　先端が押し当てられてすぐに、質量を持った熱がゆっくりと体の中に入ってくる。下腹が痛いほどに張りつめて、その侵入を拒むように力が入ってしまう。

　けれど、映次は逆で、吸い込まれそう、と吐息まじりに零した。

「う、く」

「ごめん、痛いかもしれないけど、ちょっと我慢して……」

　首筋を擽るように愛撫しながら、映次がぐっと腰を推し進めてくる。

　あれほど抵抗していたのに、いざ受け入れるとなると思った以上にやすやすと飲み込む自分の体が信じられなかった。

　ゆっくりと時間をかけて映次が奥まで到達する。

　どちらからともなく息を吐き、そして唇を合わせた。

「……動くよ」

「ん。……手、平気？」

　負担がかからないよう、肘で体を支えているようだが、やはり心配だ。

　近くにある映次の顔が、複雑そうに笑みの形を作った。

「大丈夫。ていうか、興奮しすぎて痛いのとかもうわかんない」

　馬鹿、と累が吹き出すのと同時に、ゆるゆると腰を動かされる。下腹や尻の筋肉に引き攣つれるような痛みが走った。だがそれも、抜き差しをされる度に薄らぎ、代わりに穏やかな快感の波に変わっていく。

「あ……ぅ」

「……平気？」

「平気。……ちょっと、気持ちよくなってきた、かも」

　ちょっとかぁ、と映次が苦笑する。

　指で弄られていたときのほうが、気持ちよかった気はする。けれど、自分を失いそうになるような、理性を焼くような快感よりも、これくらいのほうが自我を保ったままでいられて都合がいいように思えた。

「でも、ちゃんと気持ちいいよ」

「……よかった」

　そう微笑んで、映次が優しく腰を揺する。

　角度を変えて確かめるように擦られると、時折指先が痺れるような感覚を生む場所があって、累は甘い声を上げる。

　無意識に閉じてしまう目をそっと開くと、映次が必死な顔をしていた。

　──なぁんだ……。

　抱かれたら、自分が変わってしまうような気がしていた。

　抱かれたら、映次が変わってしまうような気がしていた。

　二人の関係が変わってしまう気がして、怖かった。

　クロとシロのいた夢の世界ではないけれど、相手を抱くのが上位行動のような気がして、抱かれたら隷属したような気分になるのでは、負けず嫌いの自分はそれに耐えられないのではないかと、ずっと思っていた。

　──……別に、そんなことなかったな。

　必死な顔をしている映次は、少し可愛い。累への欲望を剝き出しにして、愛そうとしてくれている。自分はそれを、抱きしめているような感覚だ。

　どちらが上だとか下だとか、負けているとか勝っているとか、そういうことではないのだ。

　それに、やっぱり自分がもし映次を抱く側になって、こんな風に求めることができるかはわからない。逆に、映次が累を受け入れるとして、こんな気持ちで受け入れてくれるかもわからない。

　──遠回り、し過ぎた。

　けれど、映次が今も昔もそれを責めなかったのは、男としての累の気持ちを汲くんでくれたから、ということもあるのだろう。

　──ああ、俺……。

「……累？　大丈夫か？」

　ぼんやりと恋人を見上げていた累の頰を、映次が撫でる。累は揺さぶられながら、その手に頰を擦り寄せる。

「っ、累!?」

「俺……映次のこと好きだ……」

　しみじみとそんな自覚をした瞬間、自然と口から言葉が出た。映次はまるで思いがけないことを聞いた、とばかりに固まる。

　その顔は、まるで子供のようで可愛かった。

　ああ、恋人が愛しい。そう思ったのと同時に、体の奥にくすぶっていたものが、溢れ出すような感覚に襲われた。

「え……？」

　今まで勝手に抑圧していた分、反動をつけたように溢れた「好き」は、わかりやすく体を侵食していた「快感」と結合した。

「あっ……んん……っ」

「っ、わ、ちょ、累っ？」

　ぶるり、と自然に震えた体が、一気に頂きまで押し上げられてしまう。

　がくがくと腰が震え、累は映次のものを咥くわえこんだまま一人で達してしまった。これには互いにびっくりして、目を瞠ってしまう。

「ちょ……ええっ？　待っ、累、きつ……っ」

「ごめ、ごめん……なんか俺、変、ぅあ」

　まだ達している体のせいで、声が甘く上擦る。そんな声を出すのも恥ずかしかったが言い訳もしたくて、累は混乱した頭で必死に映次に縋った。
















「俺、え、映次のこと好きって、言ったらなんか、体が……あぁっ」

　小さく仰け反ると、映次がごくんと喉を鳴らした。

「好きって言って感じていっちゃうって……エロい、累、エロい……っ」

「エロいとか言うな馬鹿！　……ぅあっ」

　十分自覚しているが、敢えてそれを指摘されると恥ずかしすぎて憤死しそうだ。

　そう訴えている間にも、断続的に零れる体液に累は困惑して泣きそうになった。びくびくと跳ねる体をきつく抱きしめられて、累は涙ぐむ。

「や、こんな……いや、噓、見るな……っ」

　いや、とか細い悲鳴を上げて、また小さく達してしまった。はふはふと呼吸をしていると、伸し掛かっていた映次のものが、中で質量を増したような気がして息をのむ。

　無意識に逃げようとした体を、上から押し潰すようにして押さえ込まれてしまった。きゅっと首を竦めて見上げると、映次が荒い息を吐いて見下ろしている。

　今までの穏やかな表情が噓のようで、累は反射的に息をのんだ。

「え、えーじ……」

「……累」

　唐突に、上からがんと押しつぶすように腰を突き入れられ、累は悲鳴もなく達した。

「──っあ！　……あ……」

　また、自分のものから快感の兆しが溢れる。

　映次はそれを掬い取って累の体になすりつけながら、先程までの緩やかさが噓のように腰を突き上げてきた。

「……っ、……！」

　声を上げることもできず、必死に映次にしがみつく。

　先程までは自分が彼を包み込んでいるような気分にすらなっていたのに、今はただ、貪むさぼりつくされているようだ。

　達して敏感になっている中を、映次が容赦なく抉えぐってくる。まるで絶頂を引き伸ばされているような感覚に襲われ、累は怖くなって映次の背中に爪を立てた。けれど、映次はもっと奥に届けとばかりに腰を打ち付けてくる。

　がつんと切っ先で押し上げられる度に、今まで知らなかったような強烈過ぎる快感に頭が真っ白になった。これ以上されたらおかしくなりそうで、累は嗚咽を漏らす。

「奥……っ、や……っ」

「大丈夫、平気」

　なにを根拠に、と嚙みつこうとしたが、累の唇からは泣き声とも喘ぎ声ともつかない、甘ったるい声が零れるだけだ。

「累……っ」

　覆いかぶさってきた映次の体が強張る。その瞬間、体の奥に熱いものが叩きつけられる感触がして、累もまた強引に頂きに引っ張り上げられた。

「──！」

　声なき悲鳴を上げて、累はぐったりとシーツに沈む。量の少ない体液が腹を濡らす感触がしたけれど、映次は再び累を揺さぶった。がくがくと痙攣する腰に深く刺さったままの映次のものは、既に固い。

「やだ、もう嫌だ……っ、やめて、やめ」

「うん、ごめん」

　気が付いたら本気で声を上げて泣いていて、累はしゃくり上げながら首を振る。

「い……やだ、映次……死ぬ、死んじゃう……っ」

　恐慌状態で訴えると、映次はうっと固まった。そして熱い息を吐き出して、累の目め尻じりに唇を落とす。

　許してくれるのかと期待した累に、映次は獰猛な目つきで無慈悲な言葉を告げた。

「……ごめん、まだ」

　はあはあと胸を喘がせる映次のものは、まだ累の中に入っている。それを思い知らせるように、映次は腰を突き上げてきた。

「ひ……っ」

　滅茶苦茶に揺さ振られて、累は本気で怯おびえた。力なく伸ばした腕を摑まれ、それを利用して深く抱き込まれる。

「や……！」

「やだったら、こんなに感じる？」

　するりと前を撫でられて、累は子犬のような悲鳴を上げて仰け反った。映次に握られたそれは、力をなくしているのに、まるでお漏らしをしているようにぽたぽたと涎よだれを垂らしている。

　敏感な先端を指で強く押されて、累は息をのんだ。

「いや……あぁっ」

　射精したと思ったのに、既に空になってしまったのか、透明な雫しずくが零れただけだった。そこから間を置かずに中に熱いものを注がれて、累は小さく叫び声を上げる。

　映次は、累の仰け反った背中に左手を差し込み、体勢を入れ替えた。

「よ、いしょ」

　映次が下で、累が上、という体位に変わる。けれど累はもう自分の体を自力では支えられなくて、映次の広い胸にくったりとその身を預けた。

　耳を押し当てた胸から鼓動が聞こえてきて、ほっと息を吐く。恋人が無事戻ってきたのだと再度実感して、累は頰を緩めた。

「累、寝ないで。あと少しだけ、付き合ってよ」

「あっ」

　下から優しく突き上げられて、累は小さく声を上げる。ぼんやりと映次の顔を見て、首を傾げた。

「あとすこしって、どんくらい……？」

　力が入らないのは四肢だけではなく口元もだったようで、問う言葉が、必要以上に舌足らずになってしまう。心なしか、中に入っている映次のものが角度を変えたような気がした。

　映次はううん、と首を傾げて「あと二回くらい？」と言って己の唇を舐める。

　その仕し種ぐさにどきりとしながらも、長いこと恋人を待たせた弊害に累は戦いた。













　一応病み上がりのくせに、普段からそれなりに体を鍛えている映次の体力は、万年運動不足の累よりもよほどあった。

　それを身をもって体験し、累はぐったりとベッドに伏す。

　病み上がりのくせに、と減らず口を叩いたせいで、「じゃあ代わりに累が俺の面倒見てよ」と言われて、暗に腰を振れと命じられてしまった。

　──しかも、情けないことに身動きが取れなくなって、結果的に「してして」なんて言う羽目に……。おまけに……あんな、あんな……っ！

　あれは俺じゃない、俺じゃないんだ、と苦悩しながら、累は突っ伏す。横で猫と戯たわむれている男は憎らしいほどつやつやとしていて、累は溜息を吐いた。

　──でも。

　してよかった、とも思う。案ずるより産むがやすしで、飛び込んでみれば二人の関係が変わるわけでもなく、己のアイデンティティが崩れるわけでもなかった。

　時間を置きすぎたせいで、却って未知の恐怖が大きくなり過ぎていたのかもしれない。

　──……しかし、毎度こんなんじゃ身が持たない。

　せめて小出しにすべきかとも思うが、回数を増やしたら結局同じなのでは、と悶もん々もんとする。

　初回だからこんなに頑張ってしまった、という可能性を信じよう、と累は寝返りを打った。

「……そういえばさ」

「ん？」

　クロと戯れながら、映次が口を開く。

「俺、寝てる間なんか変な夢みた」

「……変な夢？」

　まさか、自分と同じ夢を見ていたのでは──そう思ったが、映次は難しげな顔をして首を傾げた。

「いや、なんか全体的に変な夢だったことは覚えてるんだけどよく覚えてない」

「あ、そ」

　非科学的な想像をしてしまった己に苦笑する。そんなことがあるわけなかった。

　あまりに現実味のない世界だったのに、何故だか体感だけがリアルで、不思議な夢だったせいかもしれない。

　寝転がって映次を眺めていると、シロがするりとベッドに上がり、累に身を寄せてきた。

　俺も変な夢見たんだよ、と言いかけたのと同時に、映次が「でも」と遮った。

「──でも、累が可愛かったことは覚えてる」

「あー、そりゃ夢だわ。残念」

　現実の自分は可愛くない。特に、映次が意識を失う直前など、可愛くないこと山の如ごとしだ。

「夢って願望が表れるとかいうよね」

「悪かったな、可愛くなくて」

　どうせな、と鼻を鳴らすと、映次は「そうじゃないよ！」と首を振った。

　はいはい、といなしながら、まだ足の間になにか挟まっているような感覚を抱えつつ、ベッドを降りる。

　その後を、シロとクロが付いて来た。「餌と水か」と言いながら餌場へ向かい、皿に水と餌を満たす。

　そしてやはりシロがクロに先を譲り、クロはしずしずと餌に口を付ける。その頭を撫でて、不意にクロの首輪になにかが絡まっていることに気が付いた。

「クロ？　なんかついてるぞ？」

　顎を撫でると、クロはゴロゴロと喉を鳴らす。赤い首輪の間に、草が挟まっていた。室内猫なのに、と怪訝に思う。

「お前、こんなのどこでつけて……」

　指でそれを引っ張ってみると、四つの葉のついた植物がちらりと零れる。

　シャツを片手で不器用に着ながら、映次が「累、怒らないでよ～」と、とことこと寄って来た。

　──これ、お前が付けたの？

　振り返って問おうとしたが、映次はどうしたのときょとんとしている。

「累～、さっきのは誤解だからね。累はいつも可愛いけど、そうじゃなくて……そうそう、俺も累も、夢の中で猫耳が生えてた！」
















■シロの主張







　シロには、己が美しいという自覚がある。すらりと伸びた脚、闇夜を照らす月と同じ輝きを持つ瞳、甘やかに響く声。そして、ふわりと柔らかな純白の輝く毛並み。

　兄弟は沢山いたが、一点のシミもなく雪原のように真っ白な美しい毛並みに生まれたのはシロだけだった。

　最初の飼い主も、その友人たちも、シロの美しさを褒め称たたえたものだ。お前が一番美人だね、という言葉に異論はなく、気乗りがしなければ気安く撫なでるのも許さない。

　それほど、シロに触れるのは貴重であり、僥ぎよう倖こうであるのだ。

　だが、触らせてもいい、という気分になるときもある。今日は、そんな気まぐれな日だ。

　自分のためにしつらえられたタワーを優美な仕し種ぐさで降り、シロは音を立てずに歩みを進める。

　目指すのはこの家で一番広いリビングルーム。そこに置かれたソファ。更にその上に寝そべる男。

　真新しい革のソファの手すり、そして背もたれの上にトトッと乗り上がる。そして、仰あお向むけに寝転がる人間の腹の上に飛びこんだ。

「っ、シロ？」

　不意を衝つかれたのか、男はシロを抱き留めて目を丸くした。体勢も崩れるが、その程度でバランスを崩すシロではない。

　優雅な仕種で体を支えたシロは、男の胸にしどけなく寝そべった。

「……どうした？　お前が〝ここ〟に来るなんて珍しいな」

「──ちょっと反省すればいいんですよ」

　ぽつりと零こぼした声は届かなかったのか、彼は「うん？」と首を傾かしげる。二度も言う気にはなれなくて、シロはついと顔を逸そらした。

「……僕にだって、そういう気分のときはあるんです。ああ、僕に触れても構いませんよ？」

　シロが許可を出すと、男は苦笑してはいはい、とシロの頭、そして背中を撫でた。優しいその掌てのひらは、嫌いではない。シロの純白の毛を梳すく指の感触も、嫌いではなかった。

　シロの王たる男の番つがい──それが眼前の累るいという人間だ。

　以前は通いで姿を見せる程度だったが、先日からシロたちと同じ場所で生活をするようになった。人間が一人増えるので以前の家には住めなくなり、引っ越しを余儀なくされたのは面倒だったが、以前よりも明るく広い部屋に移ることができたのでシロとしては特に不満はなかった。

　なにより、気が向けば遊ぶことのできる人材がいるのは、いい暇つぶしになる。それに。

「ん？　なんだよ、もっとか？」

　ごろ、と喉を鳴らしながら鼻先を擦り寄せると、累の柔らかな掌が頭を撫でてきた。

　累はそれほどシロたちに慣れてはいないようだが不作法というほどではない。だからシロは、時折こうして彼に触れる許可を与えるのだ。

　王には、おいそれと近寄れない。シロの王は優しい男であったが、畏怖すべき対象であり、気安く触れていい相手ではなかった。だから、シロは軽々しく寄りつかない。その点、王でない累にはそこまで構えずに済むし、話しかけやすく触れやすい。

　今日のように、とげとげした気分のときは、累に癒いやされることもある。それは内緒だけれど。

　ある程度満足がいったと判断したのか、彼はそっとシロの頭から手を引いた。

　まだ足りない、とシロはぐいぐいと彼の胸元に頭を押し付ける。

「ちょ、シロぉ？　どうした？」

「誰がやめていいと言いました。折角僕が撫でていいと言ってるんだから、ちゃんとしてくださいよ」

　こんな機会は滅多にやらないんですよと嘯うそぶきながら頭を押し付ける。

「……はいはい」

「〝はい〟は一回」

「はぁい」

　彼は笑って、シロの頭を撫でた。そうそうそれでいいんですよと言えば、仰せのままにと返ってくる。今は余計なことを考えず、「シロの頭撫でマシーン」に徹してくれればいいのだ。

　ふん、と言いながら、シロは尻尾しつぽを揺らす。

「どうした？　今日は甘えん坊だな」

「甘えん坊とか、そんなんじゃないです」

「クロと喧けん嘩かでもしたのか？」

　クロ、という単語に、シロはぴくりと身を固くする。

　喧嘩などではない。黙りこくったシロに、累はそれ以上追及はしなかった。ただ優しく撫でながら、「まあ、色々あるよな」と優しく声をかけてくる。色々だ、本当に。

　累の包み込むような優しさは嫌いじゃない。なんでも話してしまいたい気分にもさせられた。

　愚痴るのは美しくないから好きではなかったが、黙ったままでは毛艶も悪くなろう。そう言い訳しながら、シロは重い口を開いた。

「累」

「ん？　どうした？」

「……わかっているんでしょう。そうですよ、お察しのとおり、クロの話です」

　シロの苦々しい吐露に、累は首を傾げた。

「今日は饒じよう舌ぜつだな」

「……僕にだって、そういう気分のときはあります」

　喋しやべって楽になってしまえと、そういうことなのだろう。その誘導に乗るのは癪しやくだったが、シロは腹を決める。

「あなたもご存じの通り、クロとの関係で、上にいるのは僕です。イニシアチブは僕にあります」

　覇権争いで勝利を収めたのは、シロだ。だが、勝者になったとはいえ、彼を奴隷のように扱うつもりはもとよりなかった。

　以前累にも言ったように、シロは、クロを好いていたのだ。だから、大事にしようと思っていたし、そういう風にしているつもりだった。

「……それなのにあいつは、感謝するということを知らないんです」

　まるで、そうされるのが当然、とでもいうようにシロの優しさを受け入れる。

　シロが甲か斐い甲が斐いしく世話をしてしまう、というのも一つの要因には違いないのだが、それを当たり前のように受け入れられるのもひどく納得がいかない。

　こちらが奉仕するばかりで、見返りがない状態に、一体「覇権争い」とはなんだったのかと自問してしまうほどだった。

「覇権を握ったのは、この僕ですよ!?　本来なら隷属させられたって文句は言えない立場なのに、おかしいと思いませんか!?」

「うん。シロの好きなようにすればいいじゃん」

　好きなように、それこそ奴隷のように扱えばいい。扱えるものなら。

　そんな含みの込められた科白せりふが返ってきて、シロはぐっと詰まる。出来るものなら、とっくにそうしている。

「……それは、そう、ですけど」

「出来ないんだろ？」

「……」

「それをな、『惚ほれた弱味』っていうんだよ」

　まさに、という言葉にシロは反はん駁ばくする言葉を失なくし、累の胸元を軽く引っ搔かいた。

　そう、その惚れた弱味というやつで、シロはいまやクロに強い態度に出ることができない。以前はあんなに気兼ねなくクロと接することができたのに、今は妙に押しが弱くなってしまった。

　そこにあるのは、「大事にしたい」という思いと「嫌われたくない」という願いだ。

　今まで、シロとクロが結ばれる前は、なにをしても平気だった。それは、シロ自身がクロに嫌われていると思っていたからに他ならない。

　どうせ嫌われているのだから、今更嫌われカウンターが回ったところで屁でもない。一嫌われようが百嫌われようが、好きがゼロなら同じこと。そんな風に思っていたのだ。

　だから、覇権争いでクロもシロを憎からず思っていることがわかって、体も繫つなげて、それからクロに嫌われるのが、怖くなってしまった。

「……だったら、クロだって変わってくれたっていいと思いませんか」

　変わったのは自分ばかりで、もしかしたら好きの比重があまりに違いすぎるのでは、という疑念が湧いた。

　シロは、自他ともに認める美しさを持ち合わせている。

　小さな頃から、綺き麗れいだ、可愛かわいい、美しい、と言われて育った。触れるのを許すのは、ごく限られたものたちにだけ。

　狩りも得意だし、声も美しい。瞳は月のごとく輝いて、圧倒的な美貌を湛たたえて──それなのに、クロが振り向かない。クロが振り向かなければ意味がない。

「この頃、クロのこと避けているというのに、あの馬鹿はそれすら気にしてないんです」

「ほー……」

「元々付き合う前も後もあんまり変わらなかったやつですけど、今も『なんかシロの態度が変だなあ、まあいっか』くらいにしか思ってないんですよ、あいつは！」

「そっかぁ……」

「そんな反応あります!?　あんまりじゃないですか!?　一応、こ、恋人なのに！」

「うんうん」

　肯定してもらっても、気持ちは晴れるどころか塞ぐばかりだ。

　イライラとしながら悲しい気分になる、という器用な動きをしてみせる胸の内に、シロは顔を顰しかめた。

　むくりと身を起こし、累に顔を近づける。

「シロ……？」

　身を屈かがめ、シロは累の口元を舐なめた。

　滅多にしない行為に、累は目を何度も瞬まばたかせている。

「どうしたんだよ、急に」

「……僕とあなたがこうしていたって、焼き餅のひとつも妬やいてはくれないんだ」

　これじゃあ、片想おもいをしているときと変わらない。いや、悪化しているくらいだ。

　そう呟つぶやくと累は眉を下げて笑った。

「それは、難儀だねえ」













「──なにしてんだ、累」

　胸元に伸のし掛かっていた白猫を抱き上げ、恋人の涌わく谷や映えい次じが問うてくる。シロはぴんと脚を伸ばし、それから身み動じろぎをして映次の腕から逃れた。

　飼い主だというのに未いまだに滅多にだっこさせてもらえない映次は、複雑そうな顔をしながらもソファに寝そべったまま反応を返さない累に眉を寄せた。

　累は先程舐められた唇の横に、指で触れる。

「……シロと浮気」

「累」

　微妙な当てこすりを感じ取ったらしい映次は、形容しがたい表情を作って、苦々しく累を呼んだ。

　だってキスしたのは本当だし、と言いかけ、微妙に唇からは外れていたからノーカウントだろうかと思い直す。

「……猫と会話できんのかと思った」

　映次の科白に、累はふっと笑う。

　かつて、映次が事故で意識不明になったときに見た夢の中だったらできたかもしれない。あれから同じ夢は見ないし、クロとシロが人間の言葉で話しかけてきたこともない。

　なんとなく通じ合えるような気もするが、やはり気のせいだろう。累は猫語は解せない。

「ああ、微妙にそれっぽかったろ」

　シロは、あまり甘えてくる性格の猫ではない。白猫はその毛色から外敵に狙われやすいため、神経質で警戒心が強いという特性を持つことが多い。

　シロも御多分に漏れず、あまり人間相手に気安いタイプの猫ではない。

　飼い主である映次にもあまり懐なつかず、餌の時間以外に近寄ることは稀まれだ。

　寧むしろ、メインの飼い主ではないはずの累には割と近づいてくる。それはどちらかというと、下に見られているのだろうなとも思うのだが、映次としては下に見られてもいいから懐いて欲しいのだろう。

　懐くといっても、時折膝の上に乗ってくるくらいだ。今日のように、胸の上で寝そべったり、顔を近づけて舐めたり、優しい猫パンチをしてくる、なんていうのは本当に珍しかった。しかも、話しかけるようににゃあにゃあとしきりに鳴き声をあげるもので、ついつい相あい槌づちを打ってしまった。

　それをいいことに、微妙に当てこすってみたりして、我ながら性格が悪いと累は思う。

「……累」

「んー？」

　ちらりと視線を向けると、情けない表情の恋人が立ち尽くしていた。

「……あの」

「聞こえませーん。聞きませーん。聞きたくないでーす」

　阻むようにそう声を上げると、映次は二の句が継げなくなったかのように黙り込み、すごすごと去って行った。

　──馬鹿。押しが弱い。

　なあ、とシロをうかがうと、美しい白猫はくるんと顔を擦こすった。







■クロにだって言い分はある







　シロが姿を消したのを見届けて、クロはカーテンの中からそっと顔を出した。もっとも、シロはとっくにその場所にクロがいることに気が付いていて、そのうえで一いち瞥べつも寄越さなかったのだろうけれど。

　ずきんと胸が痛んで、けれど泣くのも癪で、クロはソファに寝そべる累に近づいた。

「累」

　呼びかけると、累はクロのほうに顔を向ける。そして、優しく微笑ほほえんだ。

「クロ、なんだお前、どこにいたんだ」

　おいで、と伸ばされた手にしがみつき、彼の胸に抱き上げられる。彼の服からは、覚えのある香りがして、また胸がきゅっとした。

　累は、クロの気配には気が付いていなかったらしい。

　だから、先程までの様子を、クロがずっと見ていたなんて、思いもしないのだろう。そっと前脚を伸ばし、シロの舌が触れた場所へと押し付ける。

　たし、たし、と何度か軽く叩たたいていると、累は擽くすぐったそうに笑った。

「なんだ、どうした？」

　優しい声に促され、クロは累の首元に鼻先を押し付けた。

「……累は、どっちの味方なの？」

「んんー？　お前は可愛いなぁ」

「誤ご魔ま化かさないで答えてよ。……累は、俺とシロ、どっちの味方なの」

　さっきは随分とシロの意見を肯定していた。

　責めたてるように言えば、累はただ、困った顔をして笑った。クロの胴を優しく持ち、その広い胸に抱き寄せる。

「んー、俺はね、中立」

「なにそれ。狡ずるいよ」

「俺は、クロとシロ、両方の味方だよ。……ま、立場上というか、役割上、クロの味方をしたくなっちゃう感は否めないけど」

「じゃあ俺の味方になってくれたっていいじゃん！」

　ねえ、とねだってみるが、累は曖あい昧まいに笑うばかりで決定的に味方をしてくれる気はなさそうだ。

　ひどいひどいと文句を言えば、累はクロの滑なめらかな毛並みを撫でた。

　だが、彼の声音にも少し元気がないことに気が付き、クロは首を傾げる。自分のことでいっぱいいっぱいになっていたけれど、累もなにかあるのだろうか。

　大丈夫？　と訊きいても、累はやはり答えなかった。

「人間には『カップルの喧嘩は犬の餌にもならない』って言葉があってな」

　代わりにそんな話をしだして、クロは疑問符を浮かべる。

「なんで急に犬の話？　猫の餌じゃ駄目なの？　喧嘩なんて食べたくないけどさ」

　自分たちの関係の不和で限界だというのに、他の猫や犬の喧嘩を食えなどといわれたら消化不良を起こしてしまいそうで、御免こうむりたい。

「つまり、カップルの喧嘩には口を挟まないのがいいよってこと」

　クロとシロの喧嘩には関わりたくない、ということなのだろう。あんまりだとクロは嘆いた。

「喧嘩するほど仲がいい、とも言う」

「なにそれ、結局どっちなの」

「ま、仲良くて喧嘩してるなら、マジになって間に入ったほうが馬鹿みるってこともあるんじゃない？」

　一体なんなんだ、結局犬が食べないなら猫なら食べられるんだろうか、と色々言いたいことはあったが、クロは口を噤つぐんで累の胸に縋すがった。

　甘えるクロの背中を、累は鼻歌など歌いながら撫でてくれる。気持ちいい、と喉を鳴らす。

　だが、甘い歌を紡ぐ彼の唇に、己の恋人が舌を這はわせたと思うと、ざわざわと胸がざわめいた。

「……妬いてないわけじゃ、ないよ。当たり前じゃん」

　シロは、クロが妬きもしないのだと言った。

　そういう態度を取ってきたのはクロだったが、流石さすがに言葉ではっきりと言われると落ち込む。相手が妬かないのなら浮気してもいいと、そういう思考に結びつかれては困るのだ。

　困る。だって、クロはシロが好きなのだ。

　ちょっと強引なところもあって、エッチをしたときはあれよあれよという間に、それこそ怖がっている暇も与えてくれないまま抱かれてしまった。でも、好きじゃないなら抱かれないし、誰だっていいわけじゃあない。

「……でも、相手が累だと、複雑なんだ」

「そっか」

　余裕の返しに、クロはなんだか泣きたくなる。

　累は、きっと王に愛されている自信があるからだ。羨ましい。

　クロだって、累とシロがどうこうなるとは思ってはいない。累には番の王がいる。彼に愛されているから、愛されている自信があるから、累は揺らがないのだろう。クロのように、無む暗やみな不安を抱いたりはしないのだろう。

　情けなくて悲しくて、クロは唇を嚙かんだ。

「俺駄目だ。累みたいになれない」

　シロと累が一緒にいると、どっちにも嫉しつ妬と心が湧いてくるのだ。

　これが、己の王である映次だったら、と思うとこれほどの嫉妬心は湧いてこない。もとより、シロは王に対して「けじめ」だと言って必要以上には近づかないのだが。

　だがそこには「忠誠心」はあれど下心はないので、仮に近づいたとしても嫉妬の対象にはならない。──けれど、累は違う。

　彼はあくまで王の番なので、シロは彼に対しても気安い。累はなにくれとなくクロとシロの世話もしてくれるし、映次よりも柔らかく、撫でる手も優しい。

　クロも累のことは好きだ。累の手に下心はない。それはわかっていても、どうしても嫉妬する気持ちが止まらない。

　心がままならなくて、落ち着かない。

「なんか、変なんだ、俺」

　自分の心がわからなくて、シロとの関係が変わったことに色々な場面で気づかされる。シロはクロが今までと全然変わらないと愚痴っていたけれど、本当は違う。それが表に出ないように、必死に隠しているだけだ。

「……なんだか前よりも、シロを遠く感じるんだ」

　シロに抱かれて、関係が変わるのが怖かったし、自分が変わってしまうのではないかと、恐ろしかった。

　抱かれる前より、シロは優しくなった。

　けれど、前よりも、彼がなにを考えているのかわからない。わからないから、たまらなく不安になる。

「俺、自分が本当にシロに好かれているのかわかんなくなる。だって、シロ、前みたいに素直に色んな事言ってくれなくなった」

「そうか」

「前はすぐ顔に出てたから……っていっても、馬鹿にしたり怒ったりしてるだけだったからかもだけど。……俺がさ、嫉妬したり、怒ったりしたら、嫌われちゃうんじゃない？　でも俺、シロがなに考えてるかわかんないから、怒らせたり嫌われたりしても、多分わかんない。わかんないから、怖い」

　そして、やはりシロと関係することで、自分自身も変わってしまったようにクロは思う。

　以前も、シロのことで一喜一憂させられていたのだが、そのときとはなんだか違うのだ。

「さっきだって」

　シロが舐めた累の口元に、クロは前足を押し付ける。

　なんで俺が見てるってわかってるのに、好き合っている相手がいるのに。そんな文句を飲み込んで、クロは縋るように累の胸元で体を丸めた。

「……シロ、ほんとに、まだ、俺のこと……好きでいてくれてるのかな」

　泣きそうになりながら弱気な言葉を呟くと、累がまた、優しく撫でてくれた。

　累のことはやっぱり好きで、嫉妬してしまう自分が嫌で、クロは小さく鳴き声を上げる。

　でもやっぱり好きだよう。

　そう呟いて、クロは顔を隠す。

「クロ」

「……なに」

「そこにお客さんがいる」

　お客さん？　と内心首を傾げながら顔を上げると、ソファの足元に見慣れた美しい毛並みが見えた。

　太陽光に反射してきらきら光るそれに目を奪われ、ああ美しいなと瞬きをする。そして、はっと顔をあげた。

「シロ!?」

　思わず大声で名前を呼ぶと、シロは優美な仕種で頭を振った。

「い、い、い、いつからそこに……っ、き、聞いてたのかよ!?」

　さっきから自分は、なにを口にしていた。

　いっそ、累へ話していたことは聞かれても構わないのだ。最後に呟いた一言が一番まずい。一番、聞かれたくなかった。

　クロはあわあわと狼ろう狽ばいしながら、累を睨にらむ。

　シロが聞いているのを知っていたのなら何な故ぜ教えてくれなかったのか。累は相変わらず楽しげに笑うばかりで、悪びれる様子もない。

　抗議しようとしたクロを阻んだのはやはりシロで、彼もまた累の胸元に乗り上げた。反射的に怯ひるんだクロは、後退してスペースを空けてしまう。

「聞いてたんじゃなくて、聞こえたんだよ。馬ぁ鹿」

「ば、馬鹿って言うな！」

「おいお前ら、俺の上で喧嘩するんじゃないよ」

　累がやれやれといった様子で仲裁してくる。シロはそれもそうですねと言いながら、クロの首の後ろをぱくんと咥くわえた。

　親が子にするように引きずる気だとわかって、クロは悲鳴を上げる。

「痛い……っ！　アホか、子供じゃないんだから無理に決まって……痛いっつうの！　痛い、痛いっ」

　確かにシロよりは小柄だが、それでも子供のようには小さくはないので無理だ。

　既に甘嚙みの域を超えて歯を立てられて、クロは暴れる。シロは不承不承といった様子で口を放して、ソファの上からテーブルの上、床へと飛び降りた。

「じゃあさっさと来いよ。鈍のろ間ま」

「……上等だ」

　その喧嘩買ってやる、とクロはシロのあとに続く。シロと喧嘩をするのは随分と久しぶりのような気がした。

　床に降りたって並ぶと、シロはクロに顔を近づけてくる。

　嚙みつかれる、と反射で身を竦すくめるが、予期していた攻撃は一向にやって来ない。代わりに、彼の舌が滑らかな毛並みを梳いた。

「……え」

「僕が、お前を嫌うわけないだろ」

「え、え、あの」

　いいから大人しくしろ、と命令口調で言って、シロはクロの顔や頭、背中を撫でつけていく。宥なだめるように、愛あい撫ぶするように毛づくろいをするシロに戸惑って、クロは硬直した。

「僕以外の雄に好き勝手触らせやがって」

　言われてみて、今撫でつけられた場所は、累に触れられていたところだと気が付く。

「じ、自分だって……！」

　自分だって、クロという相手がいるのに累といちゃついていたくせに。

　そう責めようとしたが言葉にならず、代わりに涙が出た。シロはぎょっとして、慌ててクロの目元を舐める。

　おろおろとするシロがおかしくてつい笑ってしまった。

　──やばい、怒る？

　今までのシロの傾向を思い出し、反射的に身構える。

　なにを笑ってるんだ、と怒鳴られるのを待っていたが、いつまでも雷は落ちない。クロがそっと見返せば、シロは安あん堵どしたように微笑んだ。弧を描いて三日月のようになった瞳に、クロの胸が飛び上がるように跳ねる。

　そしてシロは、また優しく顔や首、背中などを舐めてきた。

　──やっぱり、前と……全然違う。でも。

　その優しさに、無暗に不安を持ったり焦燥を抱いたりはしない。彼の舌が気持ちよくて思わず目を細める。

「……僕が、お前を嫌いになるはずない」

「え……」

「子猫の頃からずっと、お前しか見てないんだよこっちは」

　思わぬ告白に、クロはぴゃっと飛び上がった。

　小さな頃から一緒に育ってきたが、思い返してもそんな思い出はない。シロはいつもクロに対して意地悪で、つつかれて泣かされてばかりいた。
















　押し倒されて、エッチまでして、それでも不安だったのは、シロが明確に言葉をくれなくて、まだ疑念を抱いていたからでもあった。

　それなのに、自分ばかりが好きになってどうしようと思ったし、自分ばかりが一方的に好きだということが悲しかったのだ。

「……ていうか、お前、僕が色々あれこれしてやってんのに、よくそういう発想になるよな」

「え」

「貢いだり、餌やら寝床やら譲ってやったり、こうして毛づくろいしたりとか、色々してやっただろう。それはどう思ってたんだ」

「え……なんか色々やってくれるなー、いつもと態度違うなーとか」

　でもまあラッキー、くらいに思っていた。正直にぺらぺらと話せば、対面のシロがすっと目を細めた。

「……ほう」

　ぴりっと肌に不穏な気配が伝わって、クロは本能的に後あと退ずさる。

「えっと、シロ？」

「……どうやらお前には、僕の気持ちを色々と伝えておかねばならないようだな」

「ええと……もう結構伝わったかな、なんて」

　じりじりとシロが距離を詰めてくるのに合わせて、クロも後退する。

「覚悟しろ！」

「みぎゃーっ！」

　とびかかられて、クロは慌てて逃げ出した。捕まったらひどい目に遭わされる気がしてならない。

　もっとも、シロはクロに対して暴力的なことはしないとは思うのだが、「ひどい目」に遭わされる。絶対に。だから捕まってはならないというか捕まりたくないので、クロは必死に逃げだした。

「喧嘩するほど仲が……いや、この場合、仲良きことは美しきかな？」

　ソファで寝ころびながらのほほんと呟いた累に、二匹は揃そろって、

「仲良くない！」

　と叫んだ。













「──累、ごめんってば」

「だからなにが？」

　みぎゃあみぎゃあと鳴きながら部屋をばたばたと走り回る猫たちの中央で、映次が頭を垂れる。

　つんとして返した累に、映次は再びごめんと呟いた。だがそれにはコメントせずに、累はシャツの胸元を摘つまんで持ち上げる。そこには黒色と白色の猫の毛がついていた。

「まさか、人の上で喧嘩をおっぱじめるとは思わなかったなー」

「累」

「色んな意味で、上でおっぱじめられたらどうしようかと思ったけど。獣だから見境ないじゃん？　はっはっは」

　累の科白に、映次はいたたまれないといった表情を浮かべた。そして再び「累」と名前を呼ぶ。

　シロが立ち去った直後、クロも同じように累の上に乗り上げてきた。

　最近元気のなかった黒猫は、しょんぼりした様子で累の胸の上で寝る体勢に入った。元気のない様子なのがかわいそうでその背を撫でたが、効果があったかはわからない。

　それにしても、今日はよくよく猫に話しかけられる日だ。相変わらずなにを言っているかはさっぱりだが、適当に相槌を打っていれば会話をしているような雰囲気になるのが面白い。

　累はあまり子供の頃からペットを飼ったことがなかったので、なかなかに新鮮な体験だ。犬でも同じようなものだろうかと思いつつ、ころんと寝返りを打って、追いかけっこをしている黒猫と白猫を眺めた。

　追いかけっこというか、クロが一方的に追いかけられているというか。

　傍はた目めには喧嘩をしているようにも見えるのだが、クロの危機感に対してシロからさほど敵てき愾がい心しんを感じないため、一種の痴話喧嘩のようなものかと見ている。

　二人は気が済むまで追いかけっこをしたのか、争うように累の元に戻ってきた。手を伸ばすと、一瞬早くシロが飛び込んで来て、クロを弾はじき飛ばす。

　おいおい、恋人なのにいいのか、と思ったが、シロはつんと澄ました顔をして累の首元に覆いかぶさってきた。

　押しのけられたクロは、累の腹の上で恨みがましげな鳴き声を上げる。

　はたしてその不満は累とシロ、どちらに向けられたものなのか。

　──仲良きことは、美しきかな。







■反省する男







「累ってば！」

　ソファの上に寝そべりながら、飼い猫二匹と戯たわむれていると、映次はたまりかねたように累を呼んだ。

　累は両腕に抱えた美しい白黒の猫の腹に顔を埋うずめ、恋人に一瞥をくれる。映次はぐっと言葉に詰まった様子を見せ、その場に膝をついた。土下座でもしそうな勢いだが、まだすんでのところで踏み止とどまっているようだ。

　その顔がとてつもなく困っていて、情けなくて、つい笑いだしそうになってしまう。だがまだ一応怒っているので、累は頑張って怒りの表情を取り繕いながら視線を猫へ戻した。

　逸れてしまった視線に、映次が「あ」と声を上げる。

「……累……」

　ほとほと困り果てた、という声にはうっすらと涙が滲にじんでいるような気がする。

　一応、累は恋人である映次に愛されているという自覚がある。だからこそ、心置きなくここまで素っ気ない態度が取れるともいえるし、そんな累の態度に彼が心底堪こたえているともいえる。

　なにも、累もただの意地悪でこんな真ま似ねをしているわけではない。

　端的に言えば、まだ怒っているのだ。

　シロとクロの柔らかな毛並みを撫でながら、アニマルセラピーというものの偉大さを嚙みしめる。彼らが何故か、いつもより長いこと甘えてきてくれた。累の尖とがった雰囲気を悟ってくれたのだろうか。

　この触れ合いがなかったら、頭を冷やすためにも家を出たかもしれない。

　映次も最初は開き直ろうとしていたようだったが、累があまりに長時間冷たい態度を取るので早々にそんな決意も折れたらしい。これ以上喧嘩を長引かせたら、折角同居したというのにまた別居、などという事態にもなりかねないだろう。円満にまとまった関係をそこまでこじらせる気は毛頭ない。ただ、反省してほしいのだ。

　顔を擦り寄せてきたクロにキスをしていると、映次は居住まいを正し、床に正座をした。

「累」

「んー」

「……ごめんなさい。俺が悪かった」

　その声は、とりあえず謝っておけ、という感じではない。真しん摯しに謝罪する彼の気持ちが伝わるような声音だった。

　累はクロとシロと戯れながら、ちらりと視線を流した。

　拳こぶしを膝の上に置き、映次は冷や汗をかきながら累の様子をうかがっている。

　まだまだ引っ張っても映次は逆ギレなどしないだろうが、そろそろ累も痺しびれがきれていたので、上体をそっと起こした。

　ようやく反応らしい反応を示した累に、映次があからさまにほっとしている。シロが膝の上に乗ったまま、くわっと欠伸あくびをした。

「……ごめんって、なにが？」

　累が質ただすと、映次はその大きな体をびくりと竦ませ、眉根を寄せる。

「無茶、したから」

「無茶って、具体的になにをどう無茶した？」

　累がなにを怒っているのか、映次がなにについて謝っているのか、二人の間に齟そ齬ごがあっては困ると、累は更に問うた。

　映次は気まずげな顔をして、大きく深呼吸をする。己の咎とがを申告するのに、多少の思い切りが必要らしい。悪びれずに答えられても腹が立つので、ほんの少しだけ胸がすく。

「……累が、やだって泣いてたのに、無理矢理抱いた」

「……そーね」

　自分で言わせておいてなんだったが、「泣いた」と言われると羞しゆう恥ちが襲ってくる。うっかり赤面してしまったが、俯うつむいて反省している男は気が付いていない。

　映次の申告だけだとまるで強ごう姦かんしたかのように聞こえるが、そうではなかった。行為の始まり自体は合意だったのだ。

　基本的に、二人で抱き合うときは合意じゃない限りはしない。それはまだ二人が決定的につながる前からそうであったし、映次もそういう無茶はしない男だ。常に、累の体調を気にかけてくれる。

　それに、互いが互いの役割について納得してからは、累が映次の誘いを断ることはなかった。基本的にまだ照れが勝ってしまって、累からベッドに誘うことはなかったけれど、嫌だったことは断じてない。一度もない。

　つまり今回はそういう話ではなく、している最中に「これ以上は無理」とギブアップしたのに、という話だ。

「──それだけじゃないだろ」

　累が不機嫌を含ませて言葉を発すると、映次が気まずげに顔を逸らす。

　ただそれだけの話なら、累もここまで臍へそを曲げたりはしない。

　映次もまた、累が一番怒っているポイントはなにか、敢あえて外して答えるくらいにはわかってはいるらしい。

　だが彼がそれを口にするつもりはないようなので、累が自ら言葉にした。

「俺が次の日に出かける用事があるって、わかってたくせに無茶しただろうが」

「……ごめん」

　言い訳せずに、幾度目かになる謝罪を口にして映次は項うな垂だれた。

　そうやって素直に謝るから、狡いのだ。この男は。

「俺だって別に……映次とエッチすんのは吝やぶさかじゃないというか、その……ええと、好き、だよ」

　累の科白に、映次がえっと顔を上げる。確かにはっきりと口に出したことはないかもしれないが、そんなに驚かなくてもいいのではとも思った。

　好きなんだ、とどこか感激した風に復唱されて、恥ずかしくなる。

　だが一番言いたいのはそこではないのだと、累は慌てて睨みつけた。

「けど、それとこれとは話が別」

「……うん。わかってます」

　今はこんなに殊勝な態度だが、ああいう悋りん気きの示され方は少々迷惑だ。だからもう二度とやってほしくないので、今回、累は盛大に怒ることにした。

　付き合い始めてから長いが、どちらかといえば累が映次に叱しかられることのほうが多く、こんな風に映次に頭を下げさせるのは、もしかしたら友達付き合いのころから数えても初めてかも知れない。

「俺、今まではともかく、ちゃんとするようになってから、嫌だって言ったことないだろ」

　映次が躊躇ためらいがちに、うんと頷うなずく。睦むつ言ごととして「やだ」という言葉を発することはあっても、本気で映次を拒んだことはない。

「……ああいうのは、やだ」

「累」

「抱きたいと思って抱いてくれんのは嬉うれしい。俺だって気持ちいいし。でも、あんな風にされんのは、怖い」

　シロの頭を撫でながら言えば、映次がさっと顔色を失くした。

　累と映次は、同居を始めてから体調に問題がない限り、二日と空けずにベッドをともにしている。おあずけ期間が長かった分、映次は毎日でもしたいようなのだ。

　連日で体がついていかなくなるときもあったが、そういうときは映次が察して、触るだけで終わったり、一緒に寝るだけになる。やっぱり逆も試してみたいな、と思うことはあったが、おおむね二人の関係と性生活は円満といえた。

　それどころか、体が慣れてきて気持ちいいばっかりになってしまって、ちょっと怖いと思っていたくらいだった。あんなに拒んでいたのに、今はもうすっかりと映次の腕に抱かれることに馴な染じんでしまっている自分が、少し怖かった。

　事の発端は、一週間ほど前にあった、累の出張だった。

　累はシステムエンジニアをしていて、出向のほかに、ごくまれにだが出張がある。年に数度あるほどでもなく、一度もない年もある。

　今回はとあるレストランチェーンの新しいＰＯＳシステムを作るプロジェクトに関わっており、その説明会に指導員として呼ばれたのだ。説明会は慰安旅行めいた社員研修もかねているそうで、会場が南のリゾート地だった。

　正直面倒だという気持ちもないではなかったが、その土地の名産品に映次の好物があったので、買ってきてあげよう、と累はちょっと楽しみにしていた。人からお土産を貰もらうのも嬉しいが、人にお土産を買うのも、旅行の楽しみの一つだと累は思っている。付き合い始めてからは二人で旅行に行くことが多かったので、映次に「お土産」を渡す機会などほとんどなかった。

　喜んでくれるかな、とうきうきしていたのが、どうやら映次の心配──というか疑念に拍車をかけたようだった。

「言っとくけど、仕事で行ったんだからな。俺」

「わかってる……わかってます」

「あっちも仕事だから。全員昼も夜も忙しくて、お前が邪推したようなことなんて、する暇もねーから」

　だが累の科白に、殊勝に謝りつづけていた映次はぴたりと動きを止めた。何故そこで黙るのかとうかがえば、映次は眉を寄せて視線を逸らす。

「……それはわかんないでしょ。暇っていうのは出来るものじゃなくて作るもの──」

　ぼそぼそと言い返していた映次は、累が睨みつけているのを察して口を噤んだ。累は頭を押さえて息を吐く。

　──……こいつ、こんなに嫉妬深いとは思わなかった。

　というより、長いこと累が気が付いていなかっただけのことだったのだろうけれど。

　映次がこの出張で邪推していたポイントは、説明会にいた一人の「知人」の存在だった。

　大おお矢やという名の男性で、今回の説明会の責任者的なポジションにいた彼は、累と映次の共通の知人でもあった。

　平たく言えば、ゲイ友達だ。

　友達というよりは顔見知りといったほうが相応で、顔を合わせれば挨あい拶さつくらいはするけれど、特別親しい間柄でもない。

　ただ彼の評判だけはよく知っていて、映次はそれを警戒していたのだろう。大矢は浮名を流している男で、人柄は悪くないのだが男遊びが激しい。特に若い男の子が好きで、顔だけは幼い累も、揶揄からかうように、挨拶のように誘われることがあった。

　現在でも浮名を流しまくっている大矢に限らず、仕事で知人とかち合ったのは初めてで、本気で驚いてしまった。すごい偶然！　と映次にはしゃいで報告したのも、まずかったのかもしれないと、今は思う。

　──まさか、嫉妬した映次に、失神するまで抱かれるとは思わなかった。

　累は、大きく嘆息する。

　翌日出立するというのに、映次は累を文字通り抱きつぶした。

　出発の一週間ほどまえから準備は全部済ませていたし、失神をしたのもそれほど遅い時間ではなかったので寝坊もしなかった。ちゃんと身を清められていたので、すぐに出かけられる状態ではあったけれど、その小こ賢ざかしさにも憤りを覚えた。

　しかも疲労は思い切り残っていて、会場で一日立ちっぱなしで説明をしなければならなかった累は、本当に本当に死ぬかと思った。

「言っとくけど、自分が思ってるより恋人っていうのはモテないもんなんだからな」

「そんなこと──」

「そんなことあるから」

　実際、大矢とも昼食はともにしたが、それはあくまでタイミングが合ったから、というだけの話で、夕食は別だったし、その後食事会などで同席することもないまま帰ってきた。

　折角観光地にきたというのに、映次のせいで遊びに行く気力もなかった累は、出張の間、仕事以外はホテルのベッドの上でずっと寝て過ごした。お土産は空港でしか買えなかった。思い出したらまた腹が立ってくる。

「俺のこと、そんなに信用ないわけか」

「違うよ！」

　瞬時に否定して、映次はもう一度違うと繰り返す。

「累のことを信用してないんじゃなくて、大矢さんが信用ならないんだよ」

　映次が人を悪あしざまに言うのが珍しく、累は目を丸くする。

「……別に、大矢さんってノリ軽いけど仕事出来るし、悪い人じゃないぞ」

「累にはそうかもね。でもあの人の武勇伝本当にエグいよ。いつか刺されると思う。ていうか、累が知らないだけで、あの人ずっと俺に累を一度抱かせろとか、３Ｐしようとかそういうことずっとずっと言ってたんだ」

「えー……？」

　それは単に、映次の反応が面白くて揶揄っていただけなのではないだろうか。

　実際に、累は同じことを大矢に言われたこともある。どうやら彼は入れるほうも入れられるほうも出来るらしく、「連結しようぜ！　俺きみらに挟まれたい！」というなかなかに下品な誘いも受けたことがあるのだ。だがあれは彼の挨拶のようなものなので、真ま面じ目めに受け答えしてはいけないし、真面目に受け取ったこともなかった。

　累は冗談として受け流していたが、映次は真面目にとらえていたらしい。累は深々と嘆息する。

「それに、なんか累もうきうきしてたし……」

「だって楽しみだったし。言っとくけど、『出張が』だぞ。大矢さんに会うことがじゃないからな」

　先に釘くぎをさしておくと、映次はきゅっと眉を寄せる。

「わかってるってば、だから、ごめんなさい。本気で反省してるんだよ、俺」

　悪いがそこまで乙女でも若くもないので、「恋人と離れるのが寂しい……」などという殊勝なハートは持ち合わせていない。

　そうバッサリと切り捨てると、映次はショックを受けていた。その顔を見て、累は髪をぐしゃりと搔き毟むしる。

「……あのな、お前あそこの名物好きだろ？」

　累の言葉に、映次ははっと瞠どう目もくする。これで言っている意味を解してくれなかったらどうしようかと思ったが、それほど鈍にぶくはないようだ。

「累」

「だから買ってきてやりたかったの！　そりゃお取り寄せすりゃいいだけのことかもしれないけど、映次の喜ぶ顔みたいって思うの、そんなにむかつくことなわけ？」

「累、ご、ごめん……っ」

　いちいち言葉にして言わないといけないとかどんな羞恥プレイだ。

　映次が喜んだ顔をしたのを、喜べばいいのか悲しめばいいのか。そして映次のほうも、顔色を赤くしたり青くしたりと忙せわしない。

「俺……ごめん」

　シロがクロににゃあと話しかけ、二匹は累の上から降りていく。累は立ち上がり、映次の前に膝をついた。

　累、と言いながら顔を上げた男の唇を、掠かすめるように奪う。

「……っ！」

　たったこれだけで赤くなる男が可愛い。

「あてこすって嫌味言って悪かった。……でも、ああいうの、もうやめろよな」

「そんな、全然！　うん、俺のほうこそ……ごめん」

　じゃあ仲直り、と言って、累はもう一度映次にキスをした。強こわ張ばったように引き結ばれている唇に、累は角度を変えて自分の唇を押し付ける。

　ややあって映次が口を開き、深く口づけた。今まで固まっていたのが噓うそのように、映次はキスを深くする。思わず身を引いてしまう累を追うように、映次は前のめりになって迫ってきた。

「んん……っ、待っ」

　その勢いのまま、累の体は床に倒される。累が体を打たないようにと、きっちりと支えられていたのがなんだか癪だ。

　唇を離すこともないままに押し倒され、累は半なかばあきらめながら映次の首に自分の腕を絡ませた。

「ん、ん」

「……、累」

「ひゃっ」

　キスの隙すき間まで名前を呼びながら、映次は累のシャツの裾に手を入れる。大きな厚い掌が脇腹を撫でる感触に、累は思わず首を竦ませた。

　唇が解け、見下ろす映次と視線が交わる。その顔を見て、やっぱりこのままするつもりなんだろうなと累は察した。

　再び覆いかぶさろうとする映次の胸を押し、累は「待った」と制する。映次が悲しそうな顔をするので、累は唇を尖らせて映次のシャツの胸元を引っ張った。

「……床でするの、やだ」

　床で抱き合うと、している最中は夢中だから気が付かないのだが、終わったあとにあちこち痛くなる。膝や肩に青あざが出来ることもあったので、なるべくならベッドでしたい。

　そう言うと、映次は累の上から退どく。そしておもむろに、右腕で累の背を支え、左腕を膝の下に差し込んだ。

「え……？」

「しっかり摑つかまっててよ」

「えっ、えっ!?」

　そう言うが早いか、映次は「よっ」と言いながら累を横抱きに抱き上げた。

　ひえっ、という間の抜けた声を上げて、累は慌てて映次の首に縋る。反射的にしがみついた累に、映次が相そう好ごうを崩した。

「う、噓だろお前、映次……っ」

　己の顔が、これ以上ないほど赤くなっているのがわかる。

　これは所いわ謂ゆる「お姫様だっこ」というやつだ。累は成人男子の平均身長くらいはあるが、体重は比較的軽い。それでも、簡単にこんな抱き方をされるほど軽くはない。

　男なのに軽々と持ち上げられてしまったことも恥ずかしいし、そもそもこの状況にも盛大に照れてしまう。

　だっこされている累はこれ以上ないほど恥ずかしいが、だっこしている映次は何故か嬉しそうににこにことしているばかりだ。

　顔を真っ赤にしてぱくぱくと口を開閉させていると、映次が頰に音を立ててキスをした。

「真っ赤」

　至近距離に迫った顔が、やけに楽しげなのが憎らしい。言い返そうとしたがあまりの恥ずかしさにままならず、累は映次の首元に隠すように顔を埋めた。

「なに？　照れた？」

　でれでれとした声を出すなと咎めたいが、うまく言葉が出てこない。彼の言うとおり、これ以上ないほど照れているからだ。

「お、重いだろ、下ろせ……っ」

　やっとのことでそれだけ言うと、映次は「いや、別に」と首を傾げる。

「そんなに照れなくても。累を抱き上げるなんて、初めてじゃないのに」

「はぁ!?　誰がいつお前に抱き上げられたんだよ！　知らねえよそんなの！　下ろせアホ！　馬鹿！」

　ばしばしと肩や腕を叩くと、痛い痛いと言いながらも映次はびくともしなかった。そして、そのまま累を寝室へと運搬し、希望通り、ベッドの上へと下ろした。

　累が身動ぎするより早く、映次が上に伸し掛かってくる。

「抱き上げてるでしょ。ここで」

　目を細めて、映次は累の唇を塞いだ。その勢いで後方に倒れ込みながら、累は遅ればせながら科白の意図を察する。

　かあっと頰が更なる熱を持つのがわかったが、口を塞がれ、覆いかぶさる男に抱きすくめられ、抵抗も反駁もままならない。

　累は諦めて、映次の背中に手を回した。







「これ、嫌……っ」

　シーツを握りながら必死に頭を振ると、背後の映次が「嫌じゃないでしょ」と笑う声が聞こえた。

　ほら、と実証するように、まるで獣のような恰かつ好こうで後ろから突かれる。

「い、ぁっ」

　奥まで突き入れられて、痺れるような快感が繫がった部分から体の隅々に走った。体に力が入らず、頽くずおれそうなのに、映次に腰を支えられていてままならない。なにより、楔くさびのように繫がった部分がそれを許してくれなかった。

　力の入らなくなった腕は、とっくに上半身を支えられなくなっている。腰だけを高くあげるような恰好で、累は揺さぶられながら声を上げていた。

　がくがくと震える腰を、映次の掌が優しく撫でる。

「嫌なの？」

「やだ……ぁ」

「こんなに感じてるのに？」

「やー……っ」

　シーツに顔を埋めて頭を振れば、後ろから「可愛い」と脈絡のない言葉が返ってきた。

「さっきまであんなにノリノリだったじゃない、累」

　つうっと背骨の上の薄い皮を指で撫でられて、累は体を竦ませる。

　累も久しぶりの恋人の腕の中だったので、随分と熱っぽく求めた自覚はあった。だが一度達して、中で出されて、一度もインターバルを置かないまま再びいかされて、すぐさま泣きを入れてしまったのだ。

　普段優しいくせに、映次はそんな涙の訴えを黙殺して獣の交尾のような体位で、腰を打ち付けてきた。

　一度達したのとは違う角度で抉えぐられると、もどかしい快感に身み悶もだえる羽目になる。気持ちいいのに達することができなくて、苦しい。──それに。

「えぃ、じ」

　ぐすぐすと洟はなをすすりながら肩越しに振り返る。見下ろす映次の顔は上気していて色っぽい。いつもは優しい、草食動物のような瞳をしているのに、こういうときはまるで累を頭から喰くらおうとする獣のような目をしていた。

　ひく、と喉を鳴らして、累は手を伸ばす。

「これやだ、映次が、遠い……」

　顔も見えないし、密着している部分が少なくて不安になる。

　そうたどたどしく伝えると、咥えこまされた映次のものがびくんと震えた。体の中で角度の変わったそれに、ひっと息をのむ。

「累……！」

「い、や……っ」

　突如激しく中を突かれ、累は必死にシーツを摑む。いやいやと首を振りながら、既に限界に近かった体は強引に頂へと引っ張り上げられる。
















「ひ、あっ、あぁ……っ！」

　ぎゅっと映次のものを締め付けながら、累はシーツに顔を埋めて泣いた。

　微かすかに弛し緩かんした瞬間に、中に熱いものが叩きつけられる感触がする。まだ敏感になっているのに揺さぶられて、ああ、とだらしのない嬌きよう声せいをあげた。

「累……」

「ひぅ」

　ずるりと映次のものが引き抜かれ、体を仰向けに返される。ぽかんと開けたままの口に、身を屈めた映次が唇を重ねてきた。

　舌を吸われ、口こう腔こうを愛撫されて、声もなく累は震える。徐々に体も落ち着いてきて、ようやく真っ白になっていた思考が戻ってきた累は、恋人の背中に手を回し、貪むさぼるようなキスに懸命に応えた。

「ん……」

　いたずらな手が、腰を撫でてくる。それもまた気持ちがいいなあとぼんやりと思っていると、その手がぐいと尻を摑んだ。

「ん、ぅ？　んん……っ、んぁあっ！」

　キスで文句を封じたまま、映次はいつのまにか兆きざしていたものを累の中に突き立てた。

　散々搔きまわされ、柔らかくなっていたそこはあっさりと映次を受け入れてしまう。それも恥ずかしくて、累は目の前にあった映次の胸元に嚙みついてやった。

　くっと息をのむ気配が聞こえたが、どうやら逆効果だったらしく、中に入っている映次のものが固く膨らんだ気配がした。

「い、いや……っ」

「累……」

「待って、まだ、やだ」

　まだ熱が引ききっていないから少しだけ待って欲しい。

　そんな必死の訴えも空むなしく、映次は覆いかぶさるようにしながら累を胸の中に閉じ込め、揺さぶった。強い快楽に理性が飛びそうになり、累は頭を振る。

「やだ、映次待ってお願い……っ」

「ごめん、無理。……もう前回から一週間もおあずけだったんだよ」

「ひ、ぁ！」

　ぐちゅん、と繫がった部分からいやらしい水音がした。

　先程から、もう二回も出されたものが零れてきているのだ。排はい泄せつ感と、紙一重の快感に、ぞくぞくと背筋が震える。

「明日も休みだよね？　ちゃんと面倒見るから、大丈夫」

　にこぉ、と笑う映次に、累は己の顔色が真っ青になるのを自覚する。大丈夫、という言葉が全然大丈夫に聞こえないのは、気のせいではないだろう。

　ひー、と悲鳴をあげた累を、映次は笑顔で抱きしめてきた。

　意識が落ちる瞬間、黒色と白色の猫が仲良く肩を並べながらこちらを見て、にゃあ、と鳴いた。







あとがき




　はじめまして、こんにちは。栗くり城き偲しのぶと申します。

　この度は拙作『上下の沙汰もネコ次第』をお手にとって頂きまして、有難うございました。フルール文庫の三冊目はケモミミ本となりました。あまり深く考えず、お伽とぎ噺ばなしを読むような気持ちで楽しんで頂けましたら幸いです（笑）。

　因みに最後の短篇は、微妙に会話が成立しているように見えるだけで、実際にはなにも通じていません。なんとなくわかりにくかったような気もするので、一応。これはうちの母が昔、飼っていたインコやハムスターによくやっていた戯たわむれです。「んー、どうしたのー、そうなのー、へー、はいはい、はぁい」っていう雑な応対。




　イラストは、陵みささぎクミコ先生に描いて頂きました。

　表紙が、震えるほどの可愛かわいらしさ……！　陵先生の表紙に惹かれてお手に取られた方も多いのではないでしょうか。私はラフを頂いた瞬間身み悶もだえました。

　攻が人間も猫もタイプの違う格好よさで、イケメン＋猫耳に弱いという己の性癖を再確認致しました。そして映えい次じの着流しー！　悔いはありませんもう。シロは外見的に言うと普段私が作るタイプのキャラではないので、非常にときめきました。キラキラしている……！

　受の累るいの青年らしい色気と、褐色少年（クロ）にもたまらなくときめきました。クロもシロ同様通常ではあまり作れない容姿のキャラなので見られて嬉うれしかったです。

　陵先生、お忙しいところ、可愛くて格好いい二人＆二匹をありがとうございました！




　最後になりましたが、本書に携わって頂いた皆様に、心より御礼申し上げます。ありがとうございました。

　またどこかでお目にかかれますように。


栗城　偲



Blog：http://sssskkkk.blog82.fc2.com/

twitter：shinobu_krk
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